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プロローグ




　すぐにカッとなり、正体をなくしてしまう。

　端たん的てきに説明するならば、重え栖すみかなたはそんな女の子だ。

　ただそれだけ聞くと、彼かの女じよがとても怒おこりっぽく、我が慢まんできずに周囲に当たり散らすような性格だと思うかもしれない。だけど実際には──。

　……。

　実際に、そんな性格をしている。

　しかしそれが全てではなく、彼かの女じよには彼かの女じよなりの理由があってそうしているのだということは、分かって欲ほしい。




　そして。




　すぐにカッとなり、正体をなくしてしまうというのは。

　比ひ喩ゆでもあり。

　物理的に、文字通りの意味でもあった。
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　どこの学校でも、クラスに一人くらいは存在感のないやつがいるだろう。

　名めい簿ぼには確かに名前が載のっているのに、いるのかいないのか分からない空気みたいな人物。一年間同じクラスに在ざい籍せきしても、顔どころか名前すら碌ろくに覚えてもらえないやつが。

　プリント等などの配布物が足りないなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じだし、自分の分がないと主張してもスルーされること多数。ごく自然に、何事もなかったように無視されてしまう。

　下へ手たをしなくても、欠席しても休んでいることにすら気付かれない。

　それが僕ぼくだ。

「はぁ……」

　思わず溜ため息いきが漏もれるが、人で賑にぎわう休み時間の教室だというのに、当然のごとく誰だれにも心配されることはない。

　慣れていることとはいえ、やっぱりちょっと辛つらい。

「ううう……はぁ……」

　僕ぼくの名前は久ひさ田だ深しん弥や。十五歳さいの高校一年生だ。

　生まれたときから、僕ぼくは抜ばつ群ぐんに存在感が薄うすかった。出産を終えた母さんが退院するとき、赤あかん坊ぼうだった僕ぼくを病院に忘れていったというのだから筋金入りだろう。

　成長してもそれは変わらず、家族とどこかへ出かけると、かなりの高確率で僕ぼくは置き去りにされた。一いつ緒しよにいたということを、出先で忘れられてしまうのだ。

　そしてそれは家族だけに限った話ではなく、学校の遠足等でも、多々同じような経験をしている。繰くり返かえし、数えるのも嫌いやになるくらいに。

　僕ぼくが嫌きらわれていて、悪意をもってそうされている──というわけでは、ない、と、思う。一時期真しん剣けんに悩なやんだけど、僕ぼくを置き去りにしていたことに気付いたら、両親も先生も、こちらが申し訳なくなるくらい、もの凄すごく必死に謝あやまってくれたし。

　つまりは気を付けていても繰くり返かえし忘れてしまうほど、僕ぼくの存在感が薄うすいということなのだろう。……そもそも嫌きらわれる嫌きらわれない以前の問題として、しっかり存在を認にん識しきされていない可能性が高い。改善の余地がない分、ある意味で嫌きらわれているより質たちが悪い気もする。

　そんな僕ぼくでも九年間の義務教育期間でささやかな交友関係を築いてきたのだが、高校進学により、その貴重な友人達たちとは離はなればなれになってしまった。新生活が始まってからもう半月近くが経過しているというのに、案の定、新たな友達は一人もできていない。というか顔見知りレベルの相手すらいない。

　まず間ま違ちがいなく、クラスの誰だれにも顔と名前を覚えられていない自信さえあるな。うん。

「……いやいや、胸張ってる場合かよ」

　自らの境きよう遇ぐうを再認にん識しきしただけだというのに、僕ぼくは気分が重く沈しずんでしまう。小声で独ひとりごち、項うな垂だれるようにして机に突つっ伏ぷしていると──

「やめて──っ!!」

　絹を裂さくような甲かん高だかい悲鳴が、唐とう突とつに僕ぼくの耳を打つ。楽しげに賑にぎわっていた教室が、水を打ったようにしんと静まり返った。

　爽さわやかな朝の空気をぶち壊こわす、不ふ穏おんな叫さけび。何事かと驚おどろく──のではなく、またかと思いながら顔を上げると、視線の先にいたのは予想通りの少女だった。

「何するのよっ!?　わたしに触さわらないで!!」

　顎あごを引き、威い嚇かくするように背中を丸めながら、彼かの女じよ──重え栖すみかなたは声を張り上げる。

「か、軽く肩かたを叩たたこうとしただけだろ。ただの挨あい拶さつじゃねえか」

「挨あい拶さつなんて必要ないって何度も言ってるでしょ!?」

　少し狼ろう狽ばいしながら田た中なかくんが釈しやく明めいするも、重え栖すみさんはまるで耳を貸そうとしない。それどころか更さらに語気を荒あらげ、クラスで早くも人気者の地位を確立している田た中なかくんに対して遠えん慮りよなしの姿勢だった。

「いいからもう、わたしに話しかけないで!!」

　ぴしゃりと言い放つと、彼かの女じよは勢いよく椅い子すから立ち上がる。傍かたわらにいた沖おき島しまさんと手を繫つなぐと、もうすぐ朝のホームルームが始まる時間だというのに、そのまま二人で教室を飛び出して行ってしまった。

　改めて考えてみると、朝っぱらから結構な騒そう動どうなのかもしれない。だけど──

「はあ……」

「またか……」

　僕ぼくと同様、クラスの誰だれも驚おどろいた様子はなく、どこかうんざりした空気が流れる。田た中なかくんとその周辺の人ひと達たち以外は、会話を再開したり授業の準備をしたりと早々に元の行動に戻もどった。

　重え栖すみさんが雑に扱あつかわれ、もしかしたらいじめられているのではないかと思う人もいるかもしれないが、決してそうではない。

　むしろその逆で、彼かの女じよは入学以来、間ま違ちがいなく誰だれよりも強く関心を集めている。

　理由は簡単。重え栖すみさんは普ふ通つうに登校するだけで周囲が軽くざわつくくらい、飛とび抜ぬけて美人なのだ。

　まず最初に目を惹ひくのは、眩まぶしいくらいに輝かがやく長い髪かみだろう。

　彼かの女じよ自じ身しんは平均より少し身長が低めなのだけど、反り返るほどに常に背筋をピンと伸のばしているため、実際よりも背が高く見える。その上、明るい栗くり色いろの髪かみをかなり高い位置で束ねており、その分だけぴょこんと浮ういて、人混みの中でも非常に目立つ。吸い寄せられるように視線を向けると、続けて類たぐい稀まれな美び貌ぼうが飛とび込こんでくるわけだ。

　肌はだは白くつややかで、絶対に触さわり心ここ地ちがいいと見る者全てに確信させる。大きな瞳ひとみに桜色した唇くちびる、顔を構成するパーツも配置さえ含ふくめて完かん璧ぺきなんだけど、……残念なことに、その表情がいただけなかった。

　まるで周囲を警けい戒かいするように、常に目つき鋭するどく眉まゆを吊つり上あげているのだ。

　なにがそんなに気に入らないのか、彼かの女じよはいつも不ふ機き嫌げんなご様子だった。せっかくの愛らしい唇くちびるも真一文字にしっかりと結ばれてしまっていて、開いたかと思えば飛び出すのは罵ば倒とうの言葉ばかり。

　話しかけるな。近寄るな。基本はこの二つだけど、声をかけようとしただけで顔を背そむけて立ち去ってしまうことも多い。それでもその類たぐい稀まれな美び貌ぼうの上、スタイルも抜ばつ群ぐんなこともあって、入学式以来、彼かの女じよにちょっかいを出す者は途と切ぎれなかったが、今のところ誰だれ一人ひとりとしてコンタクトに成功していない。

　そしてそんな対応をするのはクラスメイトに対してだけでなく、相手が教師であっても同じだった。さすがに罵ば倒とうこそしないものの、刺とげ々とげしく睨にらみつけ、授業中にも拘かかわらず教室を出て行ってしまうことも珍めずらしくない。

　唯ゆい一いつの例外は、彼かの女じよの親友である沖おき島しまさんのみ。

　重え栖すみさんはどこかへ行ってしまう際、ほとんどの場合さっきのように沖おき島しまさんを引っ張っていく。連れて行かれなかったときも、授業中以外は沖おき島しまさんが自主的に追いかけていくので結果は同じだ。

　まあそうでなくても、彼かの女じよ達たちは普ふ段だんからずっと一いつ緒しよにいるのだけれど。特に休み時間などは、重え栖すみさんは沖おき島しまさんにほとんど抱だき付ついたまま過ごしているくらいだし。

　沖おき島しまさんにも嫌いやがっている様子はなく、他のクラスメイトと関わろうとしないことから、二人はそういう関係なのではないかという邪じや推すいがクラスでは広まっている。

　……らしい。

　断言できないのは、僕ぼくがその噂うわさ話ばなしに直接加わってはいないため。そんなのけしからん！　と拒きよ絶ぜつしているわけではなく、ただ単に話をする相手がいないというのが理由だけど。

　とにかく、そんな僕ぼくの耳にさえ届くほど、重え栖すみさんはクラスで話題の中心というわけだ。僕ぼくが彼かの女じよについて妙みように詳くわしいと思った人もいるかもしれないが、決してそういうわけではない。

　重え栖すみさんに対して、僕ぼくがとある感情を抱いだいているのは確かだけど。それは恋れん愛あい的なものでも下げ種すな好こう奇き心でもなかった。

「おーし全員席に着けー」

　そうこう考えているうちに、担任の先生が教室に入ってくる。

　重え栖すみさん達たちが不在のまま、それが慣れっこになりつつあるホームルームが始まった。





＊






　昼休みというのは、学生なら誰だれもが待ち望んでいるものだろう。

　辛つらい授業から解放される、休息のひととき。友とも達だちと一いつ緒しよに和わ気き藹あい々あいと昼食を摂とり、午後に備えて英気を養う大切な時間だ。

　……普ふ通つうなら、そうだと思う。

「はあ……」

　それなのに。僕ぼくは今、一人寂さびしく弁当を突つついていた。

　共にテーブルを囲む相手がいないのはもちろんのこと、部屋自体にも他に誰だれもいない。なぜならここが、教室ではなく化学準備室だからだ。

　こういう部屋特有の、黒く大きなテーブル。その隅すみっこを一人で使っていることで、より寒々しさが増ぞう幅ふくされている気がする。

　僕ぼくはこの学校に入学して以来、いつもここで昼食を摂とっている。だけどそれは教室で一人で弁当を食べている姿を見られるのが恥はずかしいとか、そんな理由ではない。そもそもそういう悪い意味ですら、注目されることがないからね。

　そして、それこそが問題だった。

　持ち前の存在感の薄うすさから、僕ぼくはよく自分の席を占せん領りようされてしまう。ちょっとでも席を離はなれようものなら、すぐに誰だれかに座すわられてしまうのだ。声をかけたらちゃんと退どいてもらえるのだけど、毎回「誰だれだこいつ……？」って顔をされてしまうし。

　昼休み時間は特にその傾けい向こうが強く、僕ぼくが座すわっているのに椅い子すを動かされそうになり、びっくりされることもあった。「あれっ？」って目を丸くしてたけど、驚おどろいたのはこっちだよ！

　なんかもう最近では、自然体で無視されるより、嫌いやがらせされた方が幸せなんじゃないかとすら思うようになってきました。

　と、いうわけで。昼休みのたびに傷心するのを避さけるため、僕ぼくは所属している化学部の部室で昼食を摂とるようにしているのだ。最初から一人きりの環かん境きようなら、そんな思いをすることもないからね。

　……まあ。

「ううう……」

　だからといって、心が平へい穏おんを保てるというわけではないのだけれど。

　僕ぼくは別に、自ら進んで孤こ独どくを選んでいるわけではない。むしろクラスに溶とけ込こみ、彼かれらの輪の中に入りたいと望んでいるのだ。こんな生活しか知らなかったのなら、まだ多少は耐たい性せいができていたのかもしれないけれど、中学の頃ころは少ないとはいえ友とも達だちと一いつ緒しよだったこともあり、余計に寂さびしさを痛感してしまう。

「どうして重え栖すみさんは、ああなのかな……」

　現状を嘆なげいていると、いつも思おもい浮うかぶのは彼かの女じよのこと。

　光あるところにまた影かげがあるように、重え栖すみさんは僕ぼくと対ついになる存在だ。言うまでもなく、僕ぼくの担当は影かげである。

　その泣きたくなるくらい圧あつ倒とう的てきな存在感の違ちがい。それともう一つ、対人関係のスタンスについても、彼かの女じよは僕ぼくと正反対だった。

「せっかく人から興味を持たれてるのに、どうしてあんな態度を取るんだか……」

　正直言って羨うらやましい。代わって欲ほしいくらいだ。

「……いかんいかん」

　妬ねたむ気持ちが自分の中で逆さか恨うらみのように膨ふくらんでいくのを自覚し、慌あわててぶるぶると首を横に振ふる。細く長く溜ため息いきを吐つき、気分を入いれ替かえていると──

「ああもうっ！」

　突とつ然ぜんがらりとドアが開き、罵ば声せいと共に人ひと影かげが部屋に飛とび込こんで来た。

　どこからか走って来たのか、その人物は肩かたで大きく息をしている。乱れた呼吸を整えようともせず、彼かの女じよはぴょこんと飛とび跳はねたポニーテールを左右に揺ゆらし、室内をきょろきょろと見み渡わたす。視線がかすめたはずなのに、僕ぼくの存在を案の定スルーすると、後ろ手にドアを閉め、ほうと安あん堵どの息を吐ついた。

「よかった……。誰だれもいないわね」

　いやいや、僕ぼくがいるんですけど。

　そこまで気付かれないのかとショックを受け、僕ぼくが声を出せずにいると、彼かの女じよ──重え栖すみさんはここが無人だと確信したのだろう、よろよろと手近な椅い子すに駆かけ寄より腰こしを下ろす。そのまま上体を折り、ばたりとテーブルに突つっ伏ぷした。

「ああ……冷たーい……」

　完全に気を緩ゆるませ、重え栖すみさんは脱だつ力りよくしてテーブルにぺたんと頰ほおを預ける。表情からはいつもの険が消え去り、にへらと見たことのない笑えみまで浮うかべていた。

　心底安心したように。だらしなく。

「っ──！」

　見ては駄だ目めだ！

　こんな油断している姿を盗ぬすみ見みるなんて、絶対にいけない。僕ぼくの良心がそう訴うつたえかけるが、体は全く反応してくれなかった。瞬しゆん間かん接着剤ざいを目薬代わりに差されたように眼球は動かず、彼かの女じよから目を逸そらすことができない。

　今までは一度もそんな目で見たことはなかったのに。引く人も多いだろう重え栖すみさんの素の姿に、僕ぼくの心は一いつ瞬しゆんで鷲わし摑づかみにされてしまった。

（だ、駄だ目めだって!!）

　それでも気力を振ふり絞しぼり、顔ごと横を向いてどうにか目を逸そらそうと──

「なっ──!!」

　した僕ぼくは、その直前、逆にまじまじと目を凝こらすことになる。

　相そう好こうを崩くずしていた、重え栖すみさんの顔。

　それが比ひ喩ゆではなく、物理的に崩くずれたのだ。

「えっ──えええええっ!?」

　崩くずれたといっても、福笑いのように目や鼻等などのパーツがバラバラになったわけではない。顔立ちそのものが別人に変化したわけでもない。

　テーブルに貼はり付つけられた頰ほお、そして優美だった顎あごのラインが、少しだけだが確実に、重力に負けてふにゃりと垂れ下がったのだ。

　まるで彼かの女じよの体が、粘ねん性せいの高い液体でできているかのように。

　とろんと溶とけた。

「んー……？」

　驚おどろきのあまり勝手に漏もれてしまった僕ぼくの声に反応して、重え栖すみさんが顔を上げる。自分の他に誰だれもいないと認にん識しきしているせいか、その動きは酷ひどく緩かん慢まんで──

「────ん？」

　僕ぼくと目が合った瞬しゆん間かん。中ちゆう途と半はん端ぱに上体を起こしかけた体勢のまま、ぴたりと静止する。

「……」

「……」

「…………」

「…………」

　時間が凍こおったようにお互たがいぴくりとも動けず、お見合い状態のまま重え栖すみさんの目だけがゆっくりと、わなわな震ふるえるように開かれ──

「……あ、あの、」

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああっっっっっっ!!」

　最初からいたのだと弁明しようとするが、けれども逆効果。それが呼び水となってしまい、重え栖すみさんは普ふ段だんの刺とげ々とげしい姿からは想像できない甲かん高だかい悲鳴を上げた。

　ぴょん！　と飛とび跳はね椅い子すから立ち上がり、そのまま勢いよく後あと退ずさる。びたんと大きな音を立てて壁かべにぶつかった。さっきの光景が幻まぼろしなどではなかった証あかしに、しゅっとして余分な脂し肪ぼうが一いつ切さいないはずの頰ほおがぷるぷる震ふるえる。

　その頰ほおをぱしんと両手で顔を挟はさむようにして押おさえ、彼かの女じよは瞳ひとみを盛さかんに泳がせながら僕ぼくを見つめた。

「な、なんで？」

「えっと、その」

「なんで？　なんでなんでなんでなんでなんで──？」

　疑問を投げかけたいのはむしろこちらの方なのだが、顔を真っ赤に染めて涙なみだ目めで混乱する重え栖すみさんに僕ぼくの言葉は届きそうにない。さりとて他にどう声をかければいいのか、さっぱり思おもい浮うかばない。

　自分でも嫌いやになるくらい、僕ぼくは対人関係のスキルが低いんだよ！　いったいどうすりゃいいのさ!?

「噓うそよ噓うそ、そう、これは夢なの……」

「あ、あのさ、」

　それでもこのまま彼かの女じよを放置するわけにはいかない。どうにか落ち着かせようと、頑がん張ばって口を開いた矢先、コンコン、とドアがノックされた。

　心当たりは全くないが、誰だれか来たのだろうか。天の助けだ！　……と一いつ瞬しゆんだけ喜び、すぐにほっとしている場合ではないことに気付く。

　この場面、どう考えても僕ぼくが怪あやしいじゃないか。

　男女二人っきりの部屋で、女の子が泣きそうになっている。それだけでも圧あつ倒とう的てきに僕ぼくが不利なのに、よりにもよって相手が重え栖すみさんなのだ。校内の話題を独どく占せんする彼かの女じよと、存在を認にん識しきされてすらいない僕ぼく。世間がどっちの味方をするのかは火を見るよりも明らかだろう。

　もし仮に「乱暴された」とでも彼かの女じよが証言すれば、僕ぼくは社会的に抹まつ殺さつされてしまう。普ふ通つうならそんなことあり得ないけど、さっき目もく撃げきしてしまった光景を口くち封ふうじするために、重え栖すみさんが噓うそをつく可能性は十分に考えられる。

（どどど、どうしよう!?）

　何者かがこの部屋に入ってくる前に、ドアに鍵かぎをしてしまおうか？　でもそんなことをしても根本的な解決にはならないし、なにより重え栖すみさんを怖こわがらせてしまう。それは僕ぼくの本意ではない。駄だ目めだ。じゃあ逆に、僕ぼくが部屋から脱だつ走そうする？　戦術的撤てつ退たいというやつだ。悪くはない気がするが、問題なのは僕ぼくが廊ろう下か側のドアからテーブルを挟はさんだ離はなれた位置にいるということだろう。姿を目もく撃げきされる前に脱だつ出しゆつできる自信がない。っていうかだったらそもそも鍵かぎをしようとしても間に合わないし！

　一向に考えは纏まとまらず、意を決して駆かけ出だすどころかしゃがんで隠かくれることすらできないままでドアが開き──

「失礼します」

　ぬるりと部屋に入ってきたのは、常に目ま蓋ぶたを半分閉じた、どこか気け怠だるげな気配を漂ただよわせる少女──同じクラスの沖おき島しまさんだった。

　彼かの女じよはさっと部屋を一望し、

「ここにいたの、かなた。……かなた？」

　すぐに親友の異変に気付き、重え栖すみさんへと駆かけ寄よる。やはりというか何というか、僕ぼくの存在は安定のスルーだ。

「かなた、どうし──」

「ふ、文ふみぃー……！」

　重え栖すみさんも重え栖すみさんで、沖おき島しまさんを認にん識しきした途と端たん、押おし倒たおさんばかりの勢いで彼かの女じよに縋すがり付つく。ガクガクと揺ゆさぶられ、沖おき島しまさんは喋しやべるのを強制的に中断させられた。

「み、みら、見られ、見！　噓うそ、噓うそよね!?　ねえ!!」

　それでいながら重え栖すみさんはいっぱいいっぱいの状態から一歩も抜ぬけ出だせておらず、一方的に捲まくし立たてる割に何も説明できていない。ついでに顔から手を離はなしたことで、頰ほおはまた柔やわらかく丸みを帯びているし。

　沖おき島しまさんは無む抵てい抗こうに激しく揺ゆさぶられながら、半開きの目で再度室内を見み渡わたす。さっきより注意深くなっているおかげだろうか、今度はちゃんと僕ぼくに気付いてくれたらしく、「……なるほど」と小さく頷うなずいた。

「かなた、落ち着いて」

「む、無理よ！　だって、だだだって！」

「いいから。ほら、深呼吸」

　そう言われたところで混乱しっぱなしの重え栖すみさんは耳を貸そうとしないが、沖おき島しまさんはそんな彼かの女じよの頭にそっと手を伸のばし、胸むな元もとへと優やさしく抱だき寄せる。

「大だい丈じよう夫ぶ。私が傍そばにいるから」

「────う、うん……」

　その声は仕草ほど優やさしくはなく、僕ぼくには棒読みに聞こえるくらいだった。だけど重え栖すみさんには効果覿てき面めんだったらしく、彼かの女じよはじたばたするのをやめ、沖おき島しまさんに体を預ける。

　幼い子どもが母親に甘あまえるように、安らかに。慣れた行いなのだろう、二人はお互たがいに自然体で、その姿はまるで一枚絵のようにしっくりと馴な染じんでいた。
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　思わず目を奪うばわれ、ごくりと唾つばを飲のみ込こむ。

　ちなみに僕ぼくはこの間、ずっと固まったままでした。状じよう況きようを説明するのが難しいにしても、現在進行形で微び動どうだにできずにいるというのは我ながら情けない。

　よく分からないけど、せっかく重え栖すみさんが落ち着いてくれたのだ。持ち前の存在感の薄うすさを活いかして、今からでもこの隙すきに脱だつ出しゆつするべきだろうか。でも弁当箱とかの片付けで音を立てたら二人に迷めい惑わくっぽいし……などと頭を悩なやませていると、

「──そこの貴方あなた、」

　姿勢はそのままで、沖おき島しまさんが目だけを僕ぼくに向ける。

「悪いんだけど、しばらく私と彼かの女じよの二人っきりにしてくれないかしら」

「あ、はい、ごめんなさい」

　ですよね。

　一刻も早くこの空間から立ち去らなければ。妙みような使命感に突つき動うごかされ、わたわたしながらテーブルの上を手早く、かつ全力で静かに片付ける。二人の世界を邪じや魔ましないよう、忍しのび足あしで彼かの女じよ達たちの脇わきをすり抜ぬけ──

「それと、もう一つ」

　ようとした僕ぼくを、沖おき島しまさんの低い声が鋭するどく射い貫つらぬく。

「重要な話があるの。放課後、またここに来てもらえないかしら」

　口調は淡たん々たんとしているが、その目つきは瞼まぶたが半開きのままながらも普ふ段だんより微び妙みように鋭するどく、有う無むを言いわせない圧力が多分に含ふくまれていた。

　もしここで断ろうものならば、後で何をされるか分かったものではない。

「りょ、了りよう解かいしました」

「ありがとう。くれぐれも、お願いね」

「も、もちろんだよ。ではでは失礼しますっ！」

　こくこくと何度も頷うなずき、逃にげるように化学準備室を飛び出る。後ろ手に素す早ばやくドアを閉め、三回深呼吸。よろめきながら廊ろう下かを横切り、震ふるえる手で窓を開ける。身を乗り出すようにして外の空気を大きく吸すい込こみ、僕ぼくはようやく人ひと心ごこ地ちをつくことができた。

「はあ……」

　吸うのの倍以上の時間をかけてゆっくり息を吐はき出だし、その場でしゃがみ込こむ。

「……残りの昼休み、どこで時間潰つぶそうかな」

　いつもは午後の授業が始まるぎりぎりまで化学準備室で過ごしているので、他にどこにも行く当てがない。弁当を食べ終わっていないけど、どうせ食欲はないのだ。図書室にでも行ってみようか。たまには違ちがう場所に行ってみるというのも、気分が変わっていいかもしれないな。よし、そうしよう！

　……うん。

　そんなことに頭の容量を割さいている場合ではないってことは、僕ぼくだって本当はよく分かっているよ。だけどさ、仕方がないじゃないか。

　意図せず目もく撃げきしてしまった重え栖すみさんの秘密。そしてそれに関しての呼び出し。

　はっきり言って、僕ぼくの処理能力の限界を超こえまくった事態なのだ。下へ手たに考えるだけ無む駄だというものだろう。

　さらに付け加えると、この学校に入学して以来、僕ぼくが事務的な話以外で誰だれかと言葉を交かわしたのは、さっきが初めてだったのだ。内容云うん々ぬん以前の問題として、会話したってだけで緊きん張ちようしちゃうんだよ！　今になって心臓がうるさいくらいに存在を主張し始めるし。普ふ通つうなら嬉うれしい出来事なのに、中身が中身だけに喜べず、混乱するに決まってるじゃないか。

「……とにかく移動するか」

　ちらりと背後を振ふり返かえるが、化学準備室のドアは閉ざされたままで、物音一つ聞こえてこない。とはいえ次の瞬しゆん間かんにでも、二人が出てこないとは言い切れない。

　ここの鍵かぎは僕ぼくが持っているので、本当はよくないんだけど。施せ錠じようをお願いできるわけもなく、鉢はち合わせてしまうのを避さけるため、僕ぼくはふらふらとその場を後にした。
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　約束の時間を迎むかえるまで、僕ぼくは午後の授業をそれはそれは落ち着きなく過ごした。

　また放課後に──とのことだったけど、そもそも僕ぼくと彼かの女じよ達たちは同じクラスなのだ。「また」も何もあったものではないんだよね。

　目が合ったりしたら向こうも気まずいだろうし、こちらとしてもどう反応していいのか分からない。気付かれないよう普ふ段だん以上に気配を消すべきなんじゃないだろうか……でも意図して存在感を薄うすくしているわけじゃないし……などと悩なやんでしまったのだけれど、結果的にそれは杞き憂ゆうで終わった。

　重え栖すみさんと沖おき島しまさん。彼かの女じよ達たちが二人とも、午後の授業を丸々休んだのだ。

　重え栖すみさんは相当狼ろう狽ばいしていたことだし、落ち着いて考えてみたら、そうなってもまあ不思議ではないか。日ひ頃ごろから授業をサボることが珍めずらしくない二人だけに、他のクラスメイトや先生も自然に受け入れ、特に気にする様子はなかった。

　……出席日数は大だい丈じよう夫ぶなのかと、つい的外れな心配をしてしまう。

　とにかくそういうわけで、すぐに再会してしまうという展開は避さけられのだが、けれども再会そのものが回かい避ひされたわけではなく、僕ぼくとしては結局、彼かの女じよ達たちが居ようが居まいが授業に集中するなんてことは不可能だった。

　化学準備室で見てはいけないものを見てしまったのは明らかで、あれが何だったのかという疑問、そして呼び出されて何をされるのだろうという不安が僕ぼくの頭を支配する。そわそわしてかなり挙動不ふ審しんだった自覚があるけど、幸いなことに先生に注意されることはなかった。

　持ち前の影かげの薄うすさにほんの少しだけ感謝し、改めて深く傷付く。

　どう対応したものか。考えが纏まとまらないままあっという間に時間は過ぎ去り──。

「し、失礼します……」

　結局、僕ぼくは無策のまま化学準備室のドアを叩たたいた。

「どうぞ」

「うわっ！」

　途と端たん、一呼吸分も間を置かずにがらりとドアが勝手に開き、縮こまり気味だった僕ぼくの心臓がビクンと飛とび跳はねる。待ち構えていたように──というか本当に待ち構えていたのだろう、ドアのすぐ向かい側で待機していた沖おき島しまさんが、眠ねむたげな目でじろりと僕ぼくを見上げた。

「さあ、中へ」

「えっ、はい、どうも」

　彼かの女じよに誘ゆう導どうされるまま、部屋の奥おくへと進む。昼間と同じくいつもの定位置に腰こしを下ろすと、沖おき島しまさんはしっかりドアを施せ錠じようしてから、テーブルを挟はさんでその正面に。

　……あれ？　もしかして閉とじ込こめられた？

　内側から鍵かぎをしているだけなので、実際には部屋から出る障害にならない。だけどまるで逃にげ道みちを塞ふさぐような座席の配置も合わさって、妙みような圧あつ迫ぱく感を感じてしまう。

　そわそわして落ち着かず、無意味に視線を泳がせていると、部屋の隅すみっこに重え栖すみさんを発見する。彼かの女じよも僕ぼくの視線に気付いたのか、のしのしと沖おき島しまさんの背後まで移動し、腕うで組ぐみして大おお袈げ裟さなくらいふんぞり返った。

　きりりと眉まゆを吊つり上あげ僕ぼくを睨にらみ、

「……」

　あ、特に何か言うわけじゃないんだ。

　数時間ぶりに見る重え栖すみさんは、元通りの美人顔に戻もどっていた。顎あごのラインも優美で、やっぱりあれは見み間ま違ちがいだったのかと思わずじろじろ無ぶ遠えん慮りよに眺ながめていると、こほん、と沖おき島しまさんが咳せき払ばらいする。

「話を始めてもいいかしら？」

「ご、ごめんごめん」

　そんなわけないか。もし見み間ま違ちがいだったとしたら、こうやって呼び出される理由がないし。

　キリキリと痛む胃をさすりながら沖おき島しまさんへと顔を向けると、

「まずはお礼を言わせて。約束通りちゃんと来てくれて、ありがとう」

「へっ……？　う、ううん」

　ぺこりと礼れい儀ぎ正ただしく頭を下げられ、一いつ瞬しゆんきょとんとしてしまう。

　全く考えもしなかったけど、そうか。彼かの女じよ達たちからしたら、僕ぼくが逃にげて姿を現さないのではないかという心配もあったのか。

　僕ぼくらは同じクラスなんだし、本来ならそんな心配など端はなからする必要ないんだけど──。

「本題に入る前に、お互たがいに自己紹しよう介かいしましょうか」

　だよね。僕ぼくのことなんか知ってるわけがないよね。

「私が沖おき島しま文ふみで、こっちが重え栖すみかなた。二人とも一年生よ」

「……ど、どうも」

　知ってます、と返していいものか迷いながら、曖あい昧まいに頷うなずく。クラス全体ではなく個別に自己紹しよう介かいし合うのは、確かに初めてなんだけど。

「ええっと、僕ぼくは──」

　沖おき島しまさんに倣ならって、名前だけ名乗ればいいか。そう考えながら口を開いた僕ぼくは、

「久ひさ田だ深しん弥やくん……よね」

「っ────!!」

　想像だにしなかったまさかの事態に、驚おどろきのあまり言葉を失ってしまった。愕がく然ぜんとしガクガク震ふるえながら、目を剝むいてその発言者──重え栖すみさんを見み遣やる。

　先に僕ぼくの名前を呼んだ……だと……？

（う、噓うそだ）

　馬ば鹿かな、あり得ない！　そんなことあるわけないじゃないか！

「どうして知ってるのよ？　かなた」

　動どう揺ようして声を出せずにいると、沖おき島しまさんが僕ぼくの疑問を代弁してくれる。

「どうしてって、だって彼かれ、わたし達たちと同じクラスじゃない」

「そうなの？　でも私、教室で彼かれを見た覚えがないわよ」

「ええっ……、……たぶん、そうだと、思うんだけど……」

　段々自信がなくなってきたらしく、重え栖すみさんの反り返っていた背がどんどん丸まっていく。揺ゆらぐの早くないですか。仕方がないけど。

　不安げな視線が僕ぼくへと向けられ、

「……う、うん。あってるよ」

「や！　やっぱりそうよね！」

　おずおずと頷うなずきを返すと、重え栖すみさんは一転して眩まぶしいくらいに笑え顔がおを輝かがやかせた。

「──って、だったらさっさと言いなさいよ！」

　しかし声を弾はずませたのも一いつ瞬しゆんのこと。きりりと眉まゆを吊つり上あげ、厳しく僕ぼくを一いつ喝かつする。

「ご、ごめんなさい」

「ふんっ！　文ふみもクラスメイト全員の顔と名前くらい、ちゃんと覚えてなさい。昔っからずっとそうしてきたじゃないの」

「いや私も覚えてたつもりだったんだけど……」

　更さらにはそれすらも一いつ瞬しゆんで、彼かの女じよはすぐに僕ぼくから目を逸そらし、体ごと話の矛ほこ先さきを沖おき島しまさんへと向ける。難なん癖くせを付けながら、まだ納なつ得とくがいかなさそうな親友に後ろから抱だき付ついた。

「かなたこそ、知ってたんなら最初から教えなさいよ」

「だって、文ふみも分かってると思ってたんだもん。訊きいてくれたら答えてたのに」

「そりゃ訊ききたかったわよ！　でもかなたが直前まで半泣きでおろおろしてたから、詳くわしい話すら訊きけなかったんじゃない。きちんと打ち合わせもしておきたかったわ」

「そ、それは言わない約束でしょ！」

　仲良くぴったりとくっついたまま、二人はごちゃごちゃと揉もめ始める。わざわざ呼び出されておきながら、僕ぼくは完全に無視される格好になってしまった。

　……いつもそうだけど、この二人、ちょっとくっつき過ぎじゃないですかね。

　口を挟はさむこともできず、ただ成り行きを眺ながめながら、僕ぼくの体がぶるぶると震ふるえる。ぎゅっと拳こぶしを握にぎり締しめるが、震ふるえは大きくなるばかりでまるで抑おさえられない。

　ないがしろにされて怒おこっているわけでは、ない。

　破は裂れつしそうなほど僕ぼくの胸でパンパンに膨ふくれ上あがっていたのは、怒いかりではなく歓かん喜きだった。

（僕ぼくの名前を覚えていてくれた……！）

　この喜びを共有できる人が、この世界にいったいどれだけいるだろう。

　重え栖すみさんが僕ぼくを知っていたことに、特に深い理由はあるまい。何かしらの特別な感情を抱いだいているわけもなく、曖あい昧まいに、たまたま記き憶おくの片かた隅すみに辛かろうじて引っかかっていただけに決まっている。

　でも、それで十分だった。

　僕ぼくのように影かげの薄うすい人間にとって、僕ぼくを僕ぼく個人として認にん識しきしてもらえるというのは、ただそれだけで大変に貴重なことなのだ。ましてや重え栖すみさんのように、今までに一度も話をしたことすらない相手から顔と名前を認識してもらえるなど、僕ぼくのこれからの人生で、もう二度と起こるまい。自信を持って断言できる。

　ひゃっほう！　と声を大にして叫さけびたいくらい喜よろこばしいことなのだ。

（……いや待て）

　我が慢まんすることなく、本当に叫さけんでもいいんじゃないか？

　生しよう涯がいに一度きりの僥ぎよう倖こうに恵めぐまれたのだ。こんなときくらい、溢あふれる己おのれの衝しよう動どうを解放してみるのも悪くはないだろう。どうせなら屋上で皆みなに聞いてもらうという手もある。そうだ！　そうしよう！

　善は急げだ。ガタンと椅い子すを鳴らして勢いよく立ち上がり、

（…………ちょっと待った、落ち着こう）

　僕ぼくはふと、冷静になる。

　もう長いこと、僕ぼくは大きな声を出した覚えがない。なのに急に声を張ったりしたら、情けない裏声になるんじゃないだろうか。

　そんなことになってしまったら、せっかくの記念日が台無しである。まずは喉のどの調子を整え、万ばん全ぜんを尽つくしてから叫さけぶべきだろう。

　よし、そうと決まれば──

「────くん？　久ひさ田だくん、ねえ、聞いてる？」

「えっ？　は、はいっ？」

　ドラッグストアへ颯さつ爽そうと駆かけ出だそうとしていた僕ぼくは、しかし冷たい声で現実へと引ひき戻もどされる。はっとして顔を向けると、沖おき島しまさんが半開きの目でじとっと僕ぼくを見上げていた。

　……そういえば、話し合いの最中でしたね。

「まだ本題に入ってないんだけど。どこに行こうとしてるのかしら？」

「あの、いえ、その、……ごめんなさい」

　内うち輪わ揉もめして先に会話を放ほう棄きしたのは彼かの女じよ達たちの方なのに。けれどそんなこと指し摘てきできるわけもなく、素す直なおに頭を下げる。

「それで、話を戻もどすけど」

　沖おき島しまさんは仕切り直すように咳せき払ばらいを一つして、自分の背中にぴったりと張り付く沖おき島しまさんをちらりと見み遣やる。

「久ひさ田だ君は昼休みに、かなたの秘密を見た……のよね？」

「っ……!!」

　どこか緩ゆるみ気味だった部屋の空気が、一いつ瞬しゆんで緊きん張ちよう感を取とり戻もどす。

　目もく撃げきしていなかった場合を想定してだろう、沖おき島しまさんは具体的には告げず『秘密』とぼかした。それに便乗して知らないととぼける手もあったのかもしれない。重え栖すみさんの『秘密』は明らかに異常であり、認めたならば何をさせるか分かったものではない。

「……うん」

　だけど僕ぼくは、ほとんど迷うことなく正直に頷うなずいていた。

　沖おき島しまさんの影かげに隠かくれるようにして、こちらを窺うかがう重え栖すみさん。怯おびえるような彼かの女じよの瞳ひとみはとても真しん剣けんで、噓うそを返すことなどできるはずがなかった。

「そっか……」

　答えを聞いた沖おき島しまさんは、深く長々と溜ため息いき。

「……そのこと、誰だれかに話したり……した、かしら？」

　半開きの目をいつもより細め、声こわ色いろを低くして問う。びくん、とまるで跳はねるように重え栖すみさんが身を震ふるわせた。

「ううん。してないよ」

「……本当に？」

「？　う、うん」

「と言いながら、実は？」

「だから誰だれにも話してないよ！」

「……」

「ほんとにしてないって！」

　声を大にして主張するが、沖おき島しまさんは疑いの目を緩ゆるめようとしない。ううう……、僕ぼくってそんなに信用できないのか。

　だったら──

「同じクラスなのに、沖おき島しまさんは僕ぼくのこと全然覚えてなかったよね」

「……ええ、それはごめんなさ──」

「ああっ、いい！　いいよ謝あやまらなくて！　それが普ふ通つうなんだからさ」

　できればこの手は使いたくなかったけど、これならどうだ。

「つまり、僕ぼくは生まれつき、かなり存在感が薄うすいんだ。クラスに友とも達だちどころか知り合いすら一人もいないから、話そうと思っても、肝かん心じんの話す相手がいないんだよ」

　思わず自じ虐ぎやく的な笑えみがこぼれる。自分で言ってて悲しくなるけど、これ以上に説得力のある言葉はあるまい。

「……確かにそうね」

　けれど沖おき島しまさんは、それでもまだ納なつ得とくしてくれなかった。

「でもだからといって、誰だれにも話さない理由にはならないわ。良くも悪くも、かなたはクラスで注目の的だもの。この娘この秘密を知ったって吹ふい聴ちようしたら、貴方あなたも注目を浴びて、存在感を示すことができるはずでしょ？」

「それはそうかもしれないけど……」

　どんだけ疑うたぐり深いんだと、少し呆あきれてしまう。

　彼かの女じよが言うように、もし重え栖すみさんの秘密を暴ばく露ろしたとしたら、さすがの僕ぼくでもクラスメイトにちゃんと認にん識しきしてもらえるようになる可能性は高い。それがたとえ一時的なものだとしても、涙なみだが出るほど嬉うれしいことなのは否定しない。

　だけど。

「重え栖すみさんが頻ひん繁ぱんにおかしな行動をするのは、その『秘密』を守るためなんでしょ？　それくらいは僕ぼくにも予想できたし、重え栖すみさんに限らず誰だれかが隠かくしていることを言いふらすような真ま似ねなんて、するはずないじゃないか」

　そんな当たり前のこと、どうして分かってくれないかな。

　もしかして僕ぼくは、その程度のことも予想できないほど間ま抜ぬけだと思われているのか。若じやつ干かん憮ぶ然ぜんとしながら沖おき島しまさんを見返すと、彼かの女じよは常に半開きの瞼まぶたを限界まで上げ、はっと目を見開いていた。

「……ごめんなさい」

　瞳ひとみを揺ゆらし、立ち上がって深々と頭を下げる。

「この娘こを守ろうと躍やつ起きになり過ぎて、視野が狭せまくなっていたわ。散々疑って、不快な思いをさせて、本当にごめんなさい」

「い、いや、分かってくれればいいよ！」

　持ち前の影かげの薄うすさから置き去りにされたりして、僕ぼくは人から謝罪される機会が多い。だけどその根本原因が自分にあることから、『誰だれかに謝あやまられること』が苦手だった。

　沖おき島しまさんが本気で反省しているのが伝わってきて、逆に申し訳なさすら感じてしまう。今回のことだって、僕ぼくに人並みの存在感があれば、重え栖すみさんだって油断して秘密を漏もらすことはなかっただろうし。

　その重え栖すみさんはというと、同じく頭を下げてはいるものの、沖おき島しまさんに追つい従じゆうしているだけという印象が強い。当事者なんだからもっとちゃんとしてくれと思わなくもない。

「……っ、…………」

　しかし。それを指し摘てきしようとした僕ぼくは、直前で思い留まる。

　揃そろって頭を下げながらも、二人が手を繫つないでいることに気付いたのだ。いつからそうしていたのか、力の込こめすぎでその手は白くなり、ぶるぶる震ふるえている。

　どれだけ慎しん重ちようになっても足りないくらい、彼かの女じよ達たちにとっては大切で、不安なことだったのだろう。重え栖すみさんの『秘密』は、それほどまで警けい戒かいするに値あたいするものだ。

「いいから、ほら、頭を上げて！　もう気にしてないから！　お願いします！」

　彼かの女じよ達たちの事情を察したことで、僕ぼくの中で更さらに罪悪感が膨ふくらんだ。胃がキリキリと痛みだし、懇こん願がんしてやっと背筋を伸のばしてもらう。

　ほっと一安心するが、それも束つかの間ま。

「……誰だれにも話さないでくれて、ありがとう」

　上げたばかりの頭を、沖おき島しまさんはまたすぐに下ろす。けれど今度の角度は緩ゆるく、微笑ほほえみを伴ともなっていた。

「う、ううん。別にお礼を言われるようなことじゃないし」

「いいえ、そんなことないわ。……ほら、かなたもお礼言いなさいよ」

「あ、ありがと」

　繫つないだ手をぐいぐい引っ張られ、重え栖すみさんもぶっきらぼうに従う。すぐにそっぽを向き、嫌いや々いや謝あやまっているのかと疑ってしまう態度だった。

　しかし沖おき島しまさんはそれを注意することなく、小さく溜ため息いき。

「ごめんね。かなたも悪気があるわけじゃないから、気にしないでもらえると助かるわ」

　眉み間けんに寄った皺しわを揉もみほぐし、普ふ段だんのやる気のない目で僕ぼくを見み据すえた。

「それも含ふくめて、この娘この『秘密』について、話をさせてもらってもいいかしら？」

「……うん。お願い」

　淡たん々たんとした口調ながらも、微び妙みように声は硬かたい。沖おき島しまさんが緊きん張ちようしていることが伝わり、僕ぼくも姿勢を正す。

　彼かの女じよ達たちにとっては僕ぼくがその『秘密』を口外したかどうかが肝かん心じんだったんだろうけど、僕ぼくにとっての本題はこっちだ。

「端たん的てきに言ってしまえば、かなたは普ふ通つうの人より、融ゆう点てんが低いの」

「へっ？　ゆ、ゆうてん……？」

「そうよ」

　何かの聞き間ま違ちがいかとも思ったが、沖おき島しまさんは平然と頷うなずく。

「融ゆう点てんって、固体が液体に溶とけ始める温度のこと……だよね？」

「ええ。正確に言えば違ちがうんでしょうけど、そう説明するのが一番分かりやすいと思うわ」

　背後の親友へと振ふり返かえり、

「かなたは体温が上じよう昇しようすると、まるで溶とけるみたいに、極きよく端たんに柔やわらかくなる体質なのよ」

「あ……、」

　彼かの女じよの視線を追った僕ぼくは、その言葉に昼休みに見た光景を思い出す。

　まるでつきたてのお餅もちのように、重え栖すみさんの頰ほおはふんにゃりしていた。あれは確かに、『溶とける』という表現が一番しっくり来る。

　そして現在。僕ぼくと目を合わせた重え栖すみさんは顔を真っ赤に染め、昼間と同じく両手で頰ほおを抑おさえている。

「強気なくせして人見知りで恥はずかしがり屋で赤面症しようなものだから、私や身内以外の人と接すると、すぐにこうなっちゃうのよ」

「……なるほど」

「なっ、なるほどじゃないわよ！　ジロジロ見るなっ！」

　両手で顔を挟はさみ込こんだまま、沖おき島しまさんは駄だ々だっ子このように地ち団だん駄だを踏ふむ。

「文ふみもっ！　そんなことまで説明する必要ないでしょ！」

「何言ってんの。私わたし達たちの都合で呼び出したりしたんだから、きちんと説明しなきゃ駄だ目めよ」

「そっ……、それはそうかもしれないけど……」

　ぐるぐる唸うなって猛もう抗こう議ぎするが、沖おき島しまさんの指し摘てきに一いつ瞬しゆんで勢いをなくす。あ、その辺はちゃんと聞く耳持ってるんだ。

「で、でもでも、少しくらいオブラートに包んでくれてもいいじゃないの」

「見み栄えを張りたいんだったら自分の口で説明できるようになりなさい。それにそもそも、かなたの抱だき付つき癖くせのせいで話が面めん倒どうになったんじゃない。昼休みに彼かれをここから逃にがしてなかったら、説明なんか一いつ切さいせず、もっと単純に口くち封ふうじするだけで済んだのに」

「ううう……ごめんなさい」

　精せい一いつ杯ぱいの反はん抗こうもあっさりと却きやつ下かされ、重え栖すみさんはしゅんと沈しずんでしまう。沖おき島しまさんはやれやれと肩かたを竦すくめ、そんな彼かの女じよの頭を優やさしく撫なでてやった。

　綺き麗れいに纏まとまってスルーしそうになったけど、あれ？　なんか恐おそろしいこと言ってなかった？

「……まあ、おかげで思わぬ収しゆう穫かくがあったんだけど」

「収しゆう穫かく……？」

　こてんと甘あまえるように首を傾かしげる親友に「ええ」と頷うなずき、沖おき島しまさんはくるりとまたこちらに顔を向ける。

「久ひさ田だ君、貴方あなたを口が堅かたい人間だと見み込こんでお願いがあるの。よかったら、かなたの体質改善に手を貸してもらえないかしら？」

「へっ？　僕ぼくが？」

「ちょ、ちょっと何言ってんのよ文ふみっ!?」

　その提案が予想外だったのは僕ぼくだけでないらしく、重え栖すみさんがさっき以上の勢いで食ってかかった。

「どうしてこんなやつにいいいいいいい」

「はいはい、かなたは黙だまってて」

　けれどやはり今回も沖おき島しまさんは耳を貸さず、重え栖すみさんの頰ほおをつねって発言を封ふうじる。うにょんと面おも白しろいくらいにほっぺたが伸のび、端たん整せいな顔立ちが台無しになった。

「同じクラスだったら分かると思うんだけど、この娘こはこの『秘密』のせいで、まともな学校生活が送られていないの。というか実際の所、日常生活すら覚おぼ束つかないわ」

「ああ……、うん」

「それもこれも、この娘この人見知りする性格が原因なのよ。溶とけちゃう体質はどうしようもないとしても、赤面症しようさえ改善されれば、人並みよりちょっと下程度の生活くらいは可能なはずだもの」

「……うんうん」

　目標が低くないかと一いつ瞬しゆん思ったけど、よく考えたら僕ぼくもそれで十二分に満足できるや。現状を考こう慮りよすると、人並みの生活なんて高望みしすぎだ。

「そこで、久ひさ田だ君にかなたの話し相手になって欲ほしいの。身内以外とも日常会話が成立するレベルまで、この娘この対人スキルを向上させてくれないかしら？」

「うーん……」

　沖おき島しまさんの作戦は筋が通っていて、一見して効果がありそうに思える。

　しかし、一つだけ大きな欠点があった。

「重え栖すみさんほどではないにしろ、僕ぼくも対人スキルは平均以下なんだけど」

　会話能力に難ありの人間を二人揃そろえても、改善には繫つながらないんじゃなかろうか。

「そ、そうよそうよ！」

　頰ほおをつねられたまま、重え栖すみさんがこくこくと器用に頷うなずく。

「駄だ目めなやつを何人寄せ集めたところで駄だ目めのままなんだから！　わたしの練習相手にするんだったら、最低でも校内で一番コミュ力の高い人を用意してもらわないとね！　それもできれば優やさしくて、心の綺き麗れいな女の子で！」

「そういう贅ぜい沢たくは、ある程度耐たい性せいができてから言いなさい。それにもしそんな人物を用意できたとしても、かなたは緊きん張ちようして一言も言葉を交かわせないでしょ」

　沖おき島しまさんは軽く嘆たん息そく。

「この作戦で重要なのは、相手がかなたの秘密を知っているってことなのよ。今の状態じゃ、誰だれが話し相手だろうと絶対にかなたが溶とけるのは明白なんだから」

「そっ、そんなことっ──」

「ない？」

「……ある」

「でしょ。それに久ひさ田だ君が相手なら、存在感が薄うすいし、他の人よりは緊きん張ちようしなくて済むんじゃない？」

「……うん。まあ」

　まあって何だよ。まあって。

　自分でも納なつ得とくできるけど、あっさり認め過ぎなんじゃないですかね。協力を求められている割には、なんか僕ぼくの扱あつかいが酷ひどい気がするんですけど。

「──ねえ、かなた」

　重え栖すみさんはそれでもまだ不満そうに唇くちびるを尖とがらせていたが、

「かなただって、このままでいいと思ってるわけじゃないでしょ」

「それは……そう…………だけど…………」

　淡たん々たんと諭さとされ、最終的にこくりと小さく頷うなずく。俯うつむきがちな状態のまま、ぎゅっと沖おき島しまさんの手を握にぎった。

「と、いうわけで、久ひさ田だ君」

　優やさしくその手を握にぎり返し、沖おき島しまさんが半開きの目を僕ぼくに向ける。

「成り行きを見守っていた貴方あなたなら、もちろん協力してくれるわよね？」

「ええっ？　そういう説得方法!?」

　汚きたない。あまりにも卑ひ怯きよう過ぎる。

「手を貸してくれるなら、久ひさ田だ君にもメリットはあるわ。私がその証しよう拠こだけど、かなたと一いつ緒しよにいるってだけで、必要以上に人から注目されちゃうの。かなたが人前で普ふ通つうに喋しやべれるようになれば、その会話相手である貴方あなたも、自然と記き憶おくされるはずよ」

　それがいい意味でなのか、悪い意味でなのかは別にして。

　微び妙みように目を逸そらしながら、沖おき島しまさんは正直に小声で付け加えた。

「……お願いできないかしら？」
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　一度深く息を吸すい込こみ、彼かの女じよは再度、真まっ直すぐに僕ぼくを見つめる。顔にこそ表れていないが、緊きん張ちようしているのだろう、その語ご尾びは微かすかに震ふるえていた。

「うん。いいよ」

　僕ぼくの返事はほとんど即そく答とうだった。

「ほ、本当にいいの？　今ならまだ撤てつ回かいできるわよ？」

「そんなことしないって」

「と、見せかけてからの？」

「見せかけてないっ！　噓うそなんか吐つかないから！」

　もしかしたら沖おき島しまさんは慎しん重ちようなのではなく、ただ単にめんどくさい性格なだけなのかもしれない。

　まあ僕ぼくの返答が早すぎて、不安になる気持ちも分からなくはない。だけど本当に迷わなかったのだから仕方がない。

　沖おき島しまさんの提示したメリットに惹ひかれたという理由も、確かにある。

　だけどそれは、誤差として無視できるほど極ごく々ごく小さなものだった。

　単純に、僕ぼくは嬉うれしかったのだ。

　重え栖すみさんが僕ぼくを記き憶おくしていてくれたことが。そんな彼かの女じよの役に立てることが。

　周りに嫉しつ妬とされ、やっかみ半分の視線に晒さらされたとしても、全然気にならないくらいに。

「僕ぼくなんかでよかったら、ちゃんと協力するよ」

「……ありがとう」

　ようやく信用してくれたらしく、沖おき島しまさんはふっと表情を緩ゆるめた。ことこと移動して、テーブル越ごしにではなく僕ぼくの目の前で、軽くお辞じ儀ぎする。

「これからよろしくお願いするわ」

「うん。こちらこそよろしく」

　同じくぺこりと頭を下げ、ぎこちなく微笑ほほえむ。……慣れない相手と会話するだけで緊きん張ちようするのは、僕ぼくも同じなのだ。

　まあ、それはともかく。

　こうして僕ぼくは、重え栖すみさんの体質改善を手伝うことになった。

　まず最初の目標は、金魚のフンのように沖おき島しまさんにくっついて移動しておきながら、無意味にふんぞり返ってチラチラとこちらを窺うかがう彼かの女じよと目を合わすことだろうか。
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　重え栖すみさんの体質改善に協力する。

　そう決まったものの、当日は特に何かするでもなく、すぐに解散となった。

　肝かん心じんの重え栖すみさんが早々にギブアップをしたというのがその主な理由だ。ほんの一言二言程度だけれど、慣れていない相手と会話したことで、彼かの女じよの精神力が尽つきてしまったのだという。

　相手が僕ぼくだからというわけではなく、誰だれであろうが関係なくそうなっていたんだろうけど、やっぱり少し傷付く。

　とはいえ、それくらいで僕ぼくのやる気は少しも損そこなわれなかった。

　僕ぼくが他人から頼たよられるなんて今まで一度もなかったことだし、これから先の人生でも、おそらく二度とないだろう。そんな日が来るとは想像もしていなかったこともあり、時間の経過と共に、やる気はどんどん膨ふくらんでいった。

　興こう奮ふんしてろくに眠ねむれないまま一夜が明け、迎むかえた初日。

「お、おはよ──ってえええっ!?」

　その第一歩目から、僕ぼくはいきなり蹴け躓つまずいてしまった。

　人付き合いの基本といえば、やはり挨あい拶さつだろう。話し相手になるという任務を全うするためには、まずは少しでも仲良くなるところから始めなくてはいけない。というわけで重え栖すみさんが登校してくるのを待ち構え、颯さつ爽そうと声をかけようとしたのだが、彼かの女じよは僕ぼくを見るなり、すぐに回れ右して教室を出て行ってしまったのだ。

「ええー……」

　それはない。それはないよ。

　自然体で気付かれないことはあっても、意図的に無視されたり拒きよ絶ぜつされたりすることには慣れていない。ショックで手を挙げかけた格好のまま固まっていると、沖おき島しまさんが廊ろう下かへと続くドアからひょいっと顔を覗のぞかせ、謝あやまるように軽く目配せしてすぐに消える。

　昨日の出来事は僕ぼくの妄もう想そうだったんじゃないかと一いつ瞬しゆん心配になったけど、そういうわけではなさそうだと一安心──できるはずもなく、肩かたを落として自分の席へと戻もどる。丸まった僕ぼくの背中に、何だあいつ？　という視線がザクザクと突つき刺ささった。

　誰だれかに注目されるのを嫌いやだと思う日が来ようとは、まさか思ってもみなかったです。




　そんなわけで。不安たっぷりなスタートから想像できる通り、重え栖すみさんとの交流は、その後も決して順調には進まなかった。

　朝のホームルームをサボった重え栖すみさんと沖おき島しまさんは、一時間目の授業も欠席。続く休み時間には教室に戻もどってきたものの、僕ぼくと目が合うのを避さけるようにずっと俯うつむき、しかも授業が始まる前に出て行ってしまった。結局それ以降は姿を現そうとせず、午前中は丸々休みに。

　重え栖すみさんは元から授業の出席率が低いので、今のところ誰だれもその変化に気付いていないようだけど、明らかに状じよう況きようは悪化していた。

　僕ぼくのせいなのかと、一人、嫌いやな汗あせを流す。

　午後になってからは沖おき島しまさんこそ授業に復帰したものの、やはり重え栖すみさんはずっと不在。しかもその沖おき島しまさんも重え栖すみさんに会うためだろう、休み時間のたびに教室を出て行ってしまうため、軽く話をすることすら叶かなわなかった。

　キリキリと痛む胃をさすりながら午後の授業を過ごし、ようやく彼かの女じよ達たちと合流できたのは、放課後になってからだった。

「遅おそい。早く鍵かぎ開けてよ」

　もしかしてと化学準備室へ向かうと、いきなりの罵ば声せいに迎むかえられる。偉えらそうにふんぞり返った重え栖すみさんが、ドアの前で待ち構えていたのだ。

「ほら、何してるの！」

「あ、うん。ごめん」

　普ふ通つうにこんな態度を取られたら、さすがにムカッとしてしまいそうだけど、彼かの女じよは寄より添そうように沖おき島しまさんにぴったりとくっつき、決して僕ぼくと目を合わせようとしない。無意味に虚きよ勢せいを張っているのが丸分かりで、怒おこるよりも先に呆あきれてしまった。

　微び妙みように疲つかれた表情の沖おき島しまさんにお疲つかれさまと軽く頷うなずき、化学準備室の鍵かぎを開ける。どうぞと道を譲ゆずると、重え栖すみさんはぬるりと素す早ばやい動きで部屋へと飛とび込こんだ。

「はあぁ……」

　昨日と同じくにテーブルに突つっ伏ぷし、だらりと頰ほおを預ける。

「やっぱりこのテーブル、ひんやりして気持ちいい……」

「気持ちいいじゃないわよ。だらしないわね」

　幸せそうに相そう好こうを崩くずす重え栖すみさんの頭を、沖おき島しまさんがこつんと小こ突づく。

「久ひさ田だ君にはもう秘密がバレてるとはいえ、ちょっと気を抜ぬきすぎよ」

「ううう……だって……」

　それでもテーブルにぴったりと張り付いたまま、重え栖すみさんは恨うらめしげに僕ぼくを睨にらむ。そんな目で見られても困るんですけど。

　気にしなくていいと弁護するべきか迷っていると、

「そういえば久ひさ田だ君、昨日の流れでそのままここに来たんだけど、この部屋って使って大だい丈じよう夫ぶなのかしら？」

　重え栖すみさんの髪かみを撫なでながら、沖おき島しまさんはさっさと話題を変えてしまった。

「それは問題ないよ。ここは化学部の部室なんだけど、部員は僕ぼく一人だけなんだ」

「一人って……、それって部活として成立してるの？」

「まあ、一応？　去年までは他にも何人かいたらしいんだけど、春に全員卒業しちゃったんだって。部費は出ないから、実際には同好会扱あつかいなのかもしれないけどね」

　現実的に活動できるかどうかは別にして、活動する場としての体てい裁さいは整っている。

　……僕ぼくとしては、非常に残念なことに。

　今でこそ一人で落ち着く場所として利用しているが、僕ぼくはそれを狙ねらって化学部に入部したわけではない。『単なるクラスメイト』よりも、『同じ部の部員』の方が心理的に距きよ離りが近い気がする。友とも達だちを作るため、影かげの薄うすさをカバーしてくれることを願って入部したのだ。

　なのに蓋ふたを開いてみれば僕ぼく一人という有様で、入部した意味は完全にゼロだった。転部しようかとも思ったけど、廃はい部ぶを免まぬがれたことで顧こ問もんの先生が喜んでくれた手前それも申し訳なく、二の足を踏ふんでしまう。せめてその顧問の先生と仲良くなることができたら結果オーライだったのだが、喜んだのは何だったんだと言いたくなるくらい先生は部活に対して興味がなく、入部してから今日まで、一回も部室を訪おとずれていなかった。

　これは僕ぼくの影かげの薄うすさがやはり足を引っ張っているらしく、最初の頃ころは部室の鍵かぎを借りに行くたびに怪け訝げんな顔をされたものだ。怒おこられるのを半分期待して、今では意図的に鍵かぎを返へん却きやくせず私物化しているのだけど、特に呼び出されたりもしていない。

　……あれ？　何で僕ぼく、この部に入ってるんだろう。

　どうせなら強制的に廃はい部ぶになってくれればよかったのに。世の無常さを心の中で嘆なげいていると、「ふむ」と沖おき島しまさんが頷うなずいた。

「それは好都合ね」

　よく分からないことを呟つぶやき、やる気ない半開きの目を僕ぼくへ向けた。

「久ひさ田だ君、私とかなたも化学部に入部するわ」

「えっ？　ええっ!?　どうしてそんなことしなきゃいけないのよっ！」

「どうしてもこうしても、貴方あなたのために決まってるでしょ」

　バシンとテーブルを叩たたいて立ち上がった重え栖すみさんをじろりと睨ねめ付つけ、沖おき島しまさんは軽く嘆たん息そく。すぐに僕ぼくへと視線を戻もどす。

「溶とけた姿を目もく撃げきされないように、かなたには邪じや魔まの入らない、落ち着ける場所が必要なの。対策として中学までは保健室登校で過ごしてたんだけど、この学校の保健室はリア充じゆうどもの溜たまり場ばになってて、それが無理みたいなのよ。というか無理。絶対無理。あんな空間かなたじゃなくても無理よ。私が居たくないもの」

「そ、そうなんだ」

「ええ。何なのかしらあいつら。私とかなたがいるのに堂々といちゃいちゃしてるんじゃないわよ！」

　思い出しただけで耐たえられなくなったのか、沖おき島しまさんはぎりぎりと歯は軋ぎしりする。どう声をかけていいのか分からず、救いを求めて重え栖すみさんへと目を向けるが、彼かの女じよはその保健室での光景を思い出してか、再びテーブルに突つっ伏ぷし、紅こう潮ちようした頰ほおを冷やす作業に戻もどっていた。

　沖おき島しまさんと重え栖すみさんも、端はたから見たらそのカップル達たちの一員と思われているんだけど。それを指し摘てきするのはまずいだろうか。

　対人スキルの低さを遺い憾かんなく発揮し、どうしたらいいのか僕ぼくがおろおろしていると、

「……とまあ、そんなわけで」

　いつのまにか勝手に冷静さを取とり戻もどしたらしく、沖おき島しまさんはこほんと咳せき払ばらいをして、まるで何事もなかったかのように話を続けた。

「久ひさ田だ君以外に誰だれも立ち入らないこの部屋は、かなたにとってとても有用なの。貴方あなたと一いつ緒しよの部活だったら、かなたの体質改善にも都合がいいし、入部させてもらえないかしら？」

「え、ええっと……」

　二人に入部されると、出会いを求めて転部するという手が完全に使えなくなってしまう。未練がましく迷って口ごもっていると、沖おき島しまさんは何か勘かん違ちがいをしたらしく、勝手にうんうんと頷うなずいた。

「そっか。たとえ平の部員が一人もいないとしても、『部長』という初めて手に入れたリーダーの肩かた書がきを守りたいのね」

「いやいや、そんなことは全然考えてないけど」

「そうなの？　ちゃんと書記か会計くらいにはしてあげるつもりはあるわよ」

「だからいらないって！」

　面めん倒どうな役目を押おしつけてるだけじゃないのか、それ。しかも部長と副部長はちゃっかり自じ分ぶん達たちでやるつもりだし。

「まあ、その辺は追々考えるとして」

　じっとりと不ふ審しんな目で見み遣やるが、沖おき島しまさんは顔色一つ変えずにさらりと受け流す。

「久ひさ田だ君にも本当にメリットはあるのよ。万が一に備えて、学校のどこかに液体窒ちつ素そを用意しておこうと前から思っていたの。それをここに設置したら、貴方あなたも自由に使ってもらって構わないわ。化学部員なら、液体窒ちつ素そを使った実験に興味があるんじゃないかしら？」

　いかにも自信ありげに、ふふんと軽く鼻まで鳴らしてみせるが、

「えっと、いや、別に。あんまり」

　僕ぼくの答えは、彼かの女じよのお気に召めすものではなかった。

「どうしてよ？　もしかしてもう、飽あきるほど実験したとか？　もしそうなら取とり扱あつかいを任せられるから、それはそれで嬉うれしいんだけど」

「そうじゃなくて、僕ぼくが化学部に入部したのは、中学の頃ころも化学部員だったってだけなんだ。その時も特に化学に興味があったわけじゃなく、友とも達だちに誘さそわれたから入っただけだったし。そもそも中学校の化学部自体も、熱心に活動してる部じゃなかったんだよね」

「……ああ。そう」

　事情を正直に打ち明けたのに、沖おき島しまさんの目があからさまに冷たくなっていく。一方的に期待したのはそっちなのに、その反応は酷ひどくないですか。

「す、スライム作りとかは得意だよ？」

「へー」

　精せい一いつ杯ぱいのフォローも、状じよう況きようをより悪化させるだけに終わってしまう。面おも白しろいんだけどなぁ、スライム。高校生になってやることかと言われたら、そりゃ反論の言葉は一つもないけれど。

「じゃあ、私とかなたが入部するってことで、いいわね？」

「……はい。お好きにどうぞ」

　淡たん々たんと決定事じ項こうのように告げられ、僕ぼくは両手を挙げる。

　まあ元々、彼かの女じよ達たちが入部すること自体を嫌いやがっていたわけではない。僕ぼくのことだからどうせ転部を実行には移さなかっただろうし、構わないといえば構わなかった。

「で、部長は沖おき島しまさんってことでいいの？」

　まさか重え栖すみさんってことはないだろう。念のために確かく認にんすると、沖おき島しまさんはくすりと小さく苦く笑しようした。

「さっきのは冗じよう談だんよ。本当に部長の座を奪うばうつもりはないわ」

「そうなの？　僕ぼくなら別に気にしないよ？」

「いいと言うか、むしろ久ひさ田だ君にお願いしたいの。私もかなたも今まで部活動をしたことがないし、私はともかくかなたに至っては、そもそもそれ以前の問題でしょ」

「ああ……。うん」

　確かに。確信を持って僕ぼくが頷うなずくと、

「ちょっと！　黙だまって聞いていれば、なに勝手なこと言ってるのよ！」

　長々と冷れい却きやく体勢にあった重え栖すみさんが、弾はじかれたようにがばりと立ち上がった。

「わたしに部長は無理とか、そんなのやってみないと分からないじゃない！」

「あら、じゃあやってみる？」

「無理に決まってるでしょごめんなさい！」

　鼻息を荒あらくしていたくせに、彼かの女じよは即そく座ざに前言を翻ひるがえす。その力強さと清すが々すがしさに、僕ぼくは呆あきれを通とおり越こし、思わず感心してしまった。

　そんな僕ぼくを八つ当たりのようにぎろりと睨にらみつけ、

「仕方がないから久ひさ田だくんが部長だって認めるわお願いします！　でもアンタが文ふみやわたしより上だって認めたわけじゃないから、その辺ちゃんと覚えてないさいよっ！」

　重え栖すみさんは微び妙みように声を震ふるわせながらも堂々と言い放つ。

　ただし、柔やわらかくなった頰ほおが落ちてしまわないよう、両手でしっかりと抑おさえつけながら。

「……ね？」

「……うん」

　沖おき島しまさんと僕ぼくは、二人してしみじみと頷うなずき合った。

　部外者と会う機会は限られているとはいえ、やっぱり重え栖すみさんに部長は不可能だ。彼かの女じよの対人スキルを向上させるため、頑がん張ばらなくてはと改めて思い知らされた。

「な、なによ？」

「ううん。何でも」

　そろそろと沖おき島しまさんに抱だき付つきながらこちらを窺うかがう重え栖すみさんへ、僕ぼくは慈じ愛あいの笑えみを返す。

　前ぜん途とは多難で、長い時間がかかるのは明白だけど。幸いにも時間制限があるような事こと柄がらではない。挫くじけずに、一歩ずつ進んでいけばいい。




　……なんてことを。

　この時の僕ぼくは、気軽に考えていました。





＊






　絶好の行楽日和びよりを迎むかえた、ゴールデンウィークの初日。

　手持ちの中から吟ぎん味みした一番ましなんじゃないなと思われる服を纏まとい、僕ぼくはそわそわしながら駅前で人を待っていた。

　待ち合わせの相手は、重え栖すみさん。

　保護者である沖おき島しまさんは抜ぬきで、彼かの女じよ一人だけ。今日は僕ぼくと重え栖すみさんの二人っきりで出かける予定である。

　つまりは、その、デートだ。

（ど、どうしてこうなったんだろ……）

　待ち合わせ時間が迫せまるに連れ、心音は高まりどんどん落ち着かなくなっていくのを自覚する。だけどどうしようもなく、無意味にきょろきょろと辺りを見み渡わたした。

　事の起こりは昨日。

　重え栖すみさんと沖おき島しまさんが化学部に入部して、半月ほど経過した日のことだった。




「デートしなさい」

　軽く怒いかりをはらんだ声が、静せい謐ひつな化学準備室に響ひびく。

「……へっ？」

「……ん？」

　放課後。いつものように黙もく々もくと宿題をしていた僕ぼくは、その唐とう突とつに放たれた言葉にシャーペンを持つ手を止めた。

　馴な染じみのない、僕ぼくからは縁えん遠どおい単語が含ふくまれていた気がする。聞き間ま違ちがいかと思って発言の主へと顔を向けると、沖おき島しまさんは半開きの目を普ふ段だんよりも細め、何な故ぜだかお怒いかりの様子だった。

　何かあったのかと横目で重え栖すみさんを窺うかがうと、彼かの女じよも困こん惑わくするように、こてんと小首を傾かしげている。

「きゅ、急にどうしたの、文ふみ？」

「どうしたじゃないわよ。デートしなさいって言ったの」

　親友へと返す沖おき島しまさんの声は、いつになく冷たい。

　なんだ、ただの痴ち話わ喧げん嘩かか。

　四六時中一いつ緒しよにいる彼かの女じよ達たちだけど、部室にいる間はあまり会話をしていない。化学部に入部してから二人だけの時間が減ったことで、きっとフラストレーションが溜たまっているのだろう。

　関係ないというか、むしろ立ち入ってはいけない話だと分かり、元の宿題へと戻もど──

「デートよデート。かなたと久ひさ田だ君が、二人で」

「えええっ!!」

　ろうとしていた僕ぼくは、全く予想外の言葉にシャーペンを取り落としてしまった。

「ぼっ──、僕ぼくがっ？」

「ええ」

「えっ？　えっ!?　ななな何でっ？」

「そ、そうよ！　どうしてそんなことしないといけないのっ!!」

　目を丸くしながら訊たずねると、重え栖すみさんも立ち上がってそれに続く。意外だったのは彼かの女じよも同じらしく、柔やわらかそうに丸みを帯びた顔の輪りん郭かくを抑おさえることも忘れていた。

「説明されなきゃ本当に分からない？」

　しかし沖おき島しまさんは困こん惑わくする親友を気き遣づかうことなく、淡たん々たんと続ける。

「化学部に入部してから今日まで、貴方あなた達たちは何をしていたのかしら？」

「何って……」

「別に……」

　特に気に障さわるようなことをした覚えはないんだけど。首を捻ひねりながら、今までの活動を振ふり返かえる。

　重え栖すみさんと沖おき島しまさんが入部した当初、僕ぼくは自分から、積極的に彼かの女じよ達たちに話しかけた。

　彼かの女じよ達たちというか、その対象は主に重え栖すみさん。彼かの女じよの対人スキルを向上させるのが僕ぼくに任された任務なのだ。久しぶりに会話できる相手を得られたという喜びもあり、かなりテンション高めに話題を振ふっていったのだが、成果は芳かんばしいものではなかった。

　何と声をかけても、返ってくるのは「うん」とか「まあ」とか、そんな気のない二文字だけ。会話は全く弾はずむことなくすぐに終わってしまい、逆に彼かの女じよの方から話しかけてきたことなど一度もない。

　重え栖すみさんがそういう人だってことは前から分かっていたから、全然傷付いてなんかないけどね。うん。ちょっと涙なみだ目めになっただけだし。

　とにかくそんな感じで数日が経過し、僕ぼくは挨あい拶さつ以外、彼かの女じよに話しかけるのをやめた。いきなり会話から始めるのではなく、まずはその土台作りとして、同じ空間に居ることに慣なれてもらおうと考えたのだ。

　決して心が折れたとか、一度話しかけるのを躊ちゆう躇ちよして以来、声をかけるのが怖こわくなったというわけではありません。ええ。

　……他人から認にん識しきされないことには慣れているけど、認識しているはずの相手から無視に近い対応をされるのは、正直きついです。

　沖おき島しまさんが間を取り持ってくれることを期待したものの、彼かの女じよの方針はスパルタらしく、部室では僕ぼくだけでなく重え栖すみさんともあまり話をしようとしなかった。自主性を尊重するのは、今の僕ぼくらにはハードルが高すぎるんじゃないでしょうか。

　とまあ、そんな感じで。

　昼休みと放課後はこうして欠かさず集まり、三人とも部室でほぼ無言で過ごすというのが最近の日課となっていた。配置としては僕ぼくが部屋の奥おくの隅すみっこで、重え栖すみさんはテーブルを挟はさんだ対角線上の、入り口に近い端はしの席。幅はばの広い大きなテーブルが二つ繫つなげて置いてあるので、結構遠い。沖おき島しまさんはバランスを取ってか僕ぼくの正面で、定期的に重え栖すみさんが彼かの女じよに抱だき付つきに行くのが唯ゆい一いつの動きだろうか。

　……改めて考えると、これを部活と言い張るのは無理があるな。

　全国の化学部から非難されても仕方がない有様だけど、まともに部活動をしていなかったのは前々から分かっていたはずだ。彼かの女じよ達たちにその意志もなかったんだから、沖おき島しまさんに怒おこられるような要素はやっぱり思い当たらないんだけど。

「何もしてないのが問題なのよ」

　しばし沈ちん黙もくを保った沖おき島しまさんは、それでも答えが返ってこないことに落らく胆たんしてか、大きく溜ため息いき。ちらりと僕ぼくに目をやった後、鋭するどく親友を睨にらむ。

「久ひさ田だ君はまだいいわ。最初の頃ころは頑がん張ばってたし、挫くじけるのは私の予想以上に早かったけど、最初からそこまで期待していたわけじゃないから、ヘタレなりによくやったって褒ほめてあげてもいいくらいね」

　いやそれ、褒ほめてないですよね？

「駄だ目めなのはかなた、貴方あなたよ。せっかく久ひさ田だ君が協力してくれているのに、いったい何をしてるの。この二週間で全く変わってないじゃない」

「うっ……、うぐぐ……」

　ぴしっと正論を突つき付けられ、重え栖すみさんが悔くやしげに呻うめく。

　まだ二週間しか経たっていないわけだし、ちょっと厳しいんじゃないかと僕ぼくとしては思ってしまうが、事実なのは確かだ。

　しばらく説教タイムが続くのかと、軽く憂ゆう鬱うつになりかけていると、

「か、変わってなくなんか、ないわよ」

　唇くちびるを尖とがらせながら、重え栖すみさんがまさかの反論をした。

「わたしだってちゃんと頑がん張ばってるんだから。変化に気付いて褒ほめてくれない文ふみの方こそ、駄だ目めなんじゃないの」

「変化……？」

　え？　何か変わってる？

　僕ぼくと同じく沖おき島しまさんもそれが何なのか分からないらしく、怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。その反応に気をよくしたのか、重え栖すみさんは得意げに胸を張りながら、ばしばしと隣となりの椅い子すを叩たたいた。

「まだ気付かないの？　ほら、座すわる場所が隣となりに移動してるのよ！」

　どうだと言わんばかりに、ふふんと鼻から大きく息を出す。

「……」

「……」

　ええっと。

　重え栖すみさんは僕ぼくとテーブルを挟はさんで対角線上、つまり一番遠くの席にいつも座すわっていたはずなのに、それがいつの間にか隣となりに──つまりは椅い子す一脚きやく分だけ、僕ぼくの方へ近づいていたのだ。

「……なるほど」

「なるほどじゃないわ。久ひさ田だ君もそんなことくらいで感心しないで」

　ぴしゃりと僕ぼくを窘たしなめ、沖おき島しまさんは深く溜ため息いきを吐つく。

「そうね。かなたにしては頑がん張ばったって認めてあげるわ」

「でしょでしょ!?」

「でも褒ほめはしないわよ。分からなくもないけど、どれだけハードルを低く設定してるの」

　言われてみれば確かに。真っ当な指し摘てきに、喜色満面だった重え栖すみさんは一転して肩かたを落とす。

「ええー、そんなぁ……」

　とぼとぼと沖おき島しまさんへと近づき、背後から覆おおい被かぶさるように、彼かの女じよへ抱だき付ついた。そのままゆさゆさと、甘あまえるように左右に体を揺ゆらす。

「わたしは褒ほめられて伸のびるタイプってわけじゃないけど、褒ほめられたら嬉うれしいのよ？」

「知ってるけど知ったこっちゃないわよ。それにゴールデンウィークを挟はさんだら、まだ元の席に戻もどってるに決まってるでしょ」

「そ、そんなことないわよ！」

「あるわ」

「な──、…………、あ、あるけど……」

　相変わらず挫くじけるの早いな。

　まあこれは、沖おき島しまさんがそれだけ重え栖すみさんの性格を把は握あくしている証しよう拠こと言えるか。

「だから、荒あら療りよう治じが必要だと判断したの。久ひさ田だ君と一回デートしたら、普ふ通つうに話をするくらい、そんなに負担にならなくなるでしょ」

「う……ううううう……」

　重え栖すみさんはまだまだかなり不満そうだったが、やり込こめられた直後だけに、反論できない様子だった。

　僕ぼくとの会話を負担扱あつかいなのは酷ひどいんじゃないかとか、荒あら療りよう治じ過ぎるんじゃないのかとか、言いたいことは沢たく山さんあった。だけどそれらをぐっと我が慢まんし、

「……でも、いいの？」

　僕ぼくは、一番気になっていることを訊きいてみることにした。

「いいって、何が？」

「だから、その、僕ぼくとデートなんかさせて。……重え栖すみさんと沖おき島しまさんは、付き合ってる──んでしょ？」

　瞬しゆん間かん、凍こおりついたように二人の動きがぴたりと止まる。

　図星を指されて硬こう直ちよくする──のではなく、心底意味が分からなそうに、ぽかんと口を開けて。

「は？　どうしてそうなるの？」

「そっ──、そうよそうよっ！　なに考えてんのあんたっ！」

　呆あきれるように返す沖おき島しまさんに対し、重え栖すみさんは数秒遅おくれて顔を真っ赤にして猛もう抗こう議ぎ。ぱっと飛とび跳はねるように沖おき島しまさんから離はなれ、躊ちゆう躇ちよしながらまたすぐに抱だき付ついた。

「違ちがうの？」

「ええ。どうしてそうなるのかしら」

　どうしてもこうしても、現にさっきから、いちゃいちゃしてるんですけど。

「二人が付き合ってるんじゃないかってのは、僕ぼくが勝手に考えたんじゃなくて、クラスで噂うわさになってるんだよ。……話し相手のいない、僕ぼくの耳に届くくらいに」

「はあっ!?」

「えっ!?　な、何で……？」

　どうやら本人達たちは、その噂うわさを知らなかったらしい。今度は沖おき島しまさんも、重え栖すみさんに負けないくらい驚おどろきを露あらわにした。

　というか今まで自覚なかったのか。

「ほら、それ」

　噓うそだろと思いながら、二人に人差し指を突つき付つける。

「そうやって、いつも人目を憚はばからずに抱だき付き合ってるじゃない」

「──あっ！」

「──えっ！」

「そうじゃなくても二人っきりで常に行動してるし、お互たがい以外と話をしようとしないし。その辺の事情はまあ、今の僕ぼくなら分かるけど、知らない人からしたら、勘かん違ちがいされても仕方がないんじゃないかな」

　むしろそう思うなと言う方が、無理がある気がする。

「ええっ！　えっ、えええっ……」

「はああ……」

　原因を告げたというのに、重え栖すみさんは誤解を解こうと沖おき島しまさんから離はなれるのではなく、逆に強く抱だき付つく。それを振ふり解ほどこうともせず、沖おき島しまさんは疲つかれたように長々と溜ため息いきを吐ついた。

　これはもしかして、二人は本当に付き合っていて、さっきは僕ぼくを誤ご魔ま化かそうとしてただけだったっていう展開かな？

「久ひさ田だ君、手を出してもらえないかしら？」

「え？　うん」

　言われるがままに右手を伸のばすと、沖おき島しまさんもそっと手を差し出し、僕ぼくと指と指とを絡からめる。繫つながれた手はかなり冷たく、また急にそんなことをされたこともあって、心臓がびくんと飛とび跳はねた。

「私はこの通り、普ふ通つうの人より微び妙みように、少しだけ体温が低めなの」

「へ、へえ、そ、そうだんだ」

「ええ。見た目に反して、ね。まあ手が冷たい人は心が温かいってよく言うし、そういう意味では順当なのかもしれないけれど」

「ふ、ふーん」

　ぱっと見でそんな感じだし、手の冷たさは微び妙みようってレベルじゃないけど。

「かなたがよく私に抱だき付ついてる理由はこれよ。私の体温で、溶とけかけた体を冷やしてるの」

「……なるほど」

　ここでよくテーブルに突つっ伏ぷしているのと同じ理由か。熱くなった体を冷やす、冷れい却きやく装置として使っていたのだ。

　納なつ得とくしてふむふむと頷うなずきながら、沖おき島しまさんの手の冷たさを確かく認にんしていると、

「ちょっと！　いつまで手を握にぎってるのよ！」

　重え栖すみさんがぐいっとテーブルに身を乗り出し、僕ぼくの手をびしびしとチョップした。

「ご、ごめん！」

「文ふみの体温はわたしのなんだからっ！　勝手に奪うばわないで！」

「いや私のだから」

　慌あわてて手を引いた僕ぼくを威い嚇かくするように、彼かの女じよはぐるぐると唸うなる。沖おき島しまさんが冷静に訂てい正せいしていたけれど、耳を貸す様子はない。

「ま、まあ、二人が付き合ってないってのは分かったよ」

　実のところまだ半分くらい疑ってはいるけど。重え栖すみさんを落ち着かせるため、それは保留して話を元に戻もどす。

「でもさ、やっぱりデートは重え栖すみさんにとってハードルが高すぎると思うよ？　もっとゆっくり慣れていくんじゃ駄だ目めなの？」

「駄だ目めよ。私とかなたが付き合ってるって噂うわさの存在を知って、改めてそう思ったわ」

　きっぱりと。強い口調で沖おき島しまさんは否定。

「久ひさ田だ君の言う通り、ゆっくり慣れようとしたら、かなたの体質が改善されるまで確実に年単位の時間がかかるわ。でもね、高一の夏は一生に一度しかないのよ」

　いつもやる気のない目つきに力を込こめ、ぎろりと僕ぼくを見み据すえる。

「高校生になったことだし、私も彼かれ氏しとか、欲ほしいの」

「……ああ」

「……うん」

　その気持ちは非常によく分かります。

　そういうことなら協力するしかあるまい。どんなに言葉を重ねられるより、圧あつ倒とう的てきに説得力があった。

　重え栖すみさんもさすがに異論はないらしく、むっつりと不ふ機き嫌げんそうにしながらも、もう口を挟はさもうとしなかった。

「というわけで、デートは明日だから」

「はあっ!?　さ、さすがに急すぎでしょ！」

「たとえ一週間後、一ヶ月後だろうが、貴方あなたはどうせ心の用意ができないでしょ。だったら明日でも一いつ緒しよよ」

　途と端たんに騒さわぎ出した重え栖すみさんを一いつ蹴しゆうし、沖おき島しまさんはにやりと口角を挙げる。

「じゃあ久ひさ田だ君、よろしくね」

「……はい」

　僕ぼくに反論できるはずもなく、話はそれで終しゆう了りようとなった。




　そんなわけで、デートをすることになった次し第だいである。

　昨日の今日で、当然ながら僕ぼくも心の用意はできていない。とはいえこれはあくまでもデートの真ま似ね事ごとであり、本物のデートではない。初デートの記念日としてカウントするなと沖おき島しまさんにも繰くり返かえし念押おしされたくらいなので、まだ気は楽なんだけど。

　……。

　ごめんなさい。噓うそを吐つきました。

　真ま似ね事ごとだと分かっていても、やっぱり緊きん張ちようしてしまいます。

　駅の時計に目をやると、時刻は午前十時。三十分近く前から待っていたのだが、気がつけば予定の時間となっていた。

（違ちがう場所にすればよかったかな）

　駅の改札を出たところで待ち合わせているのだけれど、ゴールデンウィーク初日ということもあってかなりの人混みだ。重え栖すみさんには辛つらかったかもしれない。

　そうでなくても、僕ぼくは体質的に野外での待ち合わせに向いていないのだ。彼かの女じよの特とく徴ちようである、ぴょこんと飛とび跳はねた栗くり色いろの髪かみを探していると、

「……お、おは、」

　さっと死角から忍しのび込こむようにして、急に僕ぼくの目の前に、一人の人物が立たち塞ふさがった。

「おはよ…………お、遅おそいじゃないの！」

「へっ？　ご、ごめんなさいっ！」

　反射的に頭を下げてから、その声に聞き覚えがあることに気付く。

「おはよう、重え栖すみさん……？」

「……お、おはよう。何で疑問系なのよ」

「いやほら、髪かみ型がたがいつもと違ちがったから、一いつ瞬しゆん分からなくて」

　むっつりと不ふ機き嫌げんそうな重え栖すみさんは、今日は長い髪かみを束ねることなく真まっ直すぐに下ろし、目ま深ぶかに帽ぼう子しを被かぶっていた。服装も体のラインを隠かくすふんわりと可愛かわいらしい感じで、学校でのぴりぴりした雰ふん囲い気きとはかなり違ちがう。

　小旅行に行くのかと思うくらい、ぱんぱんに膨ふくれた鞄かばんをしっかりと摑つかんでいるのが微び妙みように気になった。

「ポニーテールを目印に探してたから、来てるのに気付かなかったよ」

「あの髪かみ型がたをしてるのは学校だけよ。目立たないように、普ふ段だんはこうなの」
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　あ、目立ってるって自覚あったんだ。

「どうして学校では、わざわざ変えてるの？」

「周囲を威い嚇かくするために決まってるでしょ。中二くらいまでは今みたいに真まっ直すぐ下ろして、目立たないよう伊だ達て眼鏡までかけてたんだけど、下に見られたのか話しかけてくるやつがいっぱいたの。だから近寄るなって警告として、髪かみ型がた変えたのよ」

　猫ねこ背ぜ気味だった背を若じやつ干かん逸そらし、重え栖すみさんはふふんと自じ慢まんげに鼻を鳴らす。

「ふ、ふーん、そうなんだ。実際に話しかけられる頻ひん度どは減ったの？」

「ううん全ぜ──、え、ええ、当然じゃない」

　頰ほおを引きつらせながら、彼かの女じよは必要以上に胸を張る。あ、これは確実に減ってないな。

　僕ぼくの分ぶん析せきだと高すぎる位置で髪かみを束ねているせいで微び妙みように間が抜ぬけており、それが話しかける隙すきになっている気がするんだけど。本人は満足しているようだし、口には出さないでおこう。

　真ま似ね事ごととはいえデートなのだから、髪かみ型がたを褒ほめ、その流れで教えることは可能なのかもしれない。しかし『今の髪かみ型がたの方がいい』なんてさらっと言えるようなコミュニケーションスキルなど、僕ぼくは持ち合わせていなかった。

「え、えっと………………。よく僕ぼくに気付いたね」

　それでも頑がん張ばってみようとはしてみたものの、やっぱり挫くじけてしまい、誤ご魔ま化かすように話題を変えた。

「待ち合わせで先に見つけてもらえることなんて、滅めつ多たにないのに」

　滅めつ多たと見み栄えを張ったが、実際には皆かい無むだ。僕ぼくの方から見つけて声をかけても、すぐには気付いてもらえないことすらあった。

「こんなに人が多いところに長居したくないから、集中して探したのよ。そうでなくても話しかけてきそうなきそうな人から隠かくれるのに神経使うんだから。……どうしてあんたはスマホ持ってないのよ？　連れん絡らくさえできれば待ち合わせ場所変へん更こうしたのに」

「い、いやーごめんごめん。と、とにかく行こうか」

　いかん、藪やぶ蛇へびだった。

　あまりよろしくない流れになりそうなのを察知し、僕ぼくは逃にげるようにして移動を開始した。
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　駅から徒歩で十分ほどの距きよ離りにある、市立水族館。

　そこが今日のデートもどきの目的地だった。重え栖すみさんと沖おき島しまさんが二人で時々来ているらしく、重え栖すみさんの心理的負担が少ない場所として選ばれたのだ。

　僕ぼくも子どもの頃ころ、学校の遠足や家族とで何回か来た覚えがあるが、正直、そんなに好きではない。魚がどうこうではなく、館内が暗めなこともあり、他の場所よりも更さらにはぐれやすく、置いて行かれやすいのだ。

　……まあ、どこに行ってもかなりの高確率で忘れられる僕ぼくからしたら、誤差の範はん疇ちゆうではあるんだけど。

　唯ゆい一いつ評価できるところがあるとしたら──

「出入り口が大きく解放されているのはいいな。うん」

「それのどこがいいのよ？」

　しみじみと呟つぶやくと、重え栖すみさんの耳にも届いたらしく、彼かの女じよは眉み間けんに皺しわを寄せた。

「僕ぼくの影かげの薄うすさは機械にも適応されるらしくて、自動ドアの場合、半分くらいの確率で反応してもらえないことがあるんだよね。最初っから開いてたら、出入りで苦労することも、そもそも入れないってこともないでしょ？」

　センサーが反応しそうなところで手を振ふったり、その場で軽くジャンプしたりしたら大たい抵ていどうにかなるんだけど、たまにそれでも駄だ目めなときがある。以前、本屋に入ろうとしたら、数歩戻もどっては進んでを五、六回繰くり返かえしても自動ドアが開いてくれなかったことがあり、さすがに故障かと疑ったのだが、別のお客さんが来たらあっさり開いたという経験もある。

　自分の体質を自覚していても、そのときはさすがにショックでした。非接せつ触しよく式ではなく押おしボタン式の自動ドア、大好きです。

「どうせなら受付も、人じゃなくて券売機にしてくれたら言うことないんだけどね」

「それはわたしも同意するわ」

　理由は正反対だけど。初めて共感を覚えながら、館内へと進む。重え栖すみさんとセットだったおかげか、僕ぼく史上類を見ないほどスムーズにチケットを買えた。

「ううむ……」

　入ってすぐの今はまだそうでもないが、視線を奥おくに向けると、やはり暗い。トラウマというほど強くはないけれど、体が勝手に二の足を踏ふんでしまった。

　ここが好きな人はいいよなぁ……と思って横目で重え栖すみさんを見み遣やると、彼かの女じよはしかし、楽しそうに目を輝かがやかせているのではなく、両りよう頰ほおに手ての甲こうを当て、軽い冷れい却きやく作業の真っ最中だった。

（……そうか）

　彼かの女じよは彼かの女じよで、いつもとは違ちがう環かん境きようにあり、決してお気軽というわけではないんだ。むしろ僕ぼくなんかより、よっぽど不安だろう。

　だったら──

「ほ、ほら。行こう、重え栖すみさん」

　率そつ先せんして足を踏ふみ出だし、彼かの女じよへ明るく声をかける。

　たとえ真ま似ね事ごとでも、これはデートなんだから。僕ぼくが頑がん張ばらなくてどうする。

「ここはもう何回も来てるんでしょ？　僕ぼくはかなり久しぶりだから、案内してくれないかな」

「し、仕方ないわね！」

　偉えらそうに胸を張り、重え栖すみさんはツンと顎あごを逸そらす。

　表情にはまた硬かたさが残っていたが、頰ほおから手を離はなし、冷れい却きやくポーズを終しゆう了りようしてくれた。
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　常つね日ひ頃ごろから、僕ぼくは人にぶつかられそうになることが多い。

　ぶつかる直前──もしくはぶつかる瞬しゆん間かんまで、僕ぼくの存在に気付いてもらえないからなのは改めて説明するまでもない。もっとも僕ぼくの方が気を付けているので、普ふ段だんは八割くらいの確率で避よけられるのだけど──。

「あっ、すいません」

「い、いえ、こちらこそ」

　水すい槽そう内の魚をストレスから守るため、暗い館内。注意を余よ所そに向けながら進むということもあって、その割合は逆転していた。

　正直、ぶつかりすぎて肩かたが痛いくらいです。

　とはいえ、いくら暗い場所であっても、普ふ通つうならそんな頻ひん繁ぱんにぶつかるということはないだろう。原因が僕ぼくにあるのは明白なので、謝あやまられるとむしろ申し訳なかった。

　実のところ、僕ぼく一人ならいくらでも避よけられるのだけど。そうするとその人と重え栖すみさんが近づくことになるため、ガードする意味で半分意図的にぶつかっているところもあった。重え栖すみさんの存在感なら衝しよう突とつすることはないし、近づくといってもぴったり隣りん接せつするほどではないのだが、彼かの女じよにとってはそれでも十分負担になるしね。

「おおー」

　その甲か斐いあってか、重え栖すみさんはちゃんと楽しめているようだった。泳ぐ魚を眺ながめる横顔は、沖おき島しまさんに抱だき付ついているときのように安らいでいる。

（……来て、よかったな）

　肩かたをさすりながら、僕ぼくも水すい槽そうへと目を向ける。

　僕ぼくらが今いるのは、入り口正面にある大水すい槽そうを、違ちがう角度から眺ながめるゾーン。

　エイやアオウミガメ、コブダイにイワシにウツボにサメなど、他にも様々な魚が大量に泳ぎ回っている。本来棲すんでいた環かん境きようからすると、圧あつ倒とう的てきに狭せまい空間へ閉とじ込こめられているのだろうが、それでも伸のび伸のびと自由に泳いでいるように見受けられ、心が癒いやされた。

　僕ぼくもこんなふうに、人目を気にすることなく生きることができたらいいのにな、と。

　しばしぼうっと、無心で水すい槽そうを眺ながめ──

（しまった！）

　誰だれかが肩かたにぶつかってきた衝しよう撃げきではっと我に返り、己おのれの失態に気付く。

　同行者から目を離はなすと、置いて行かれるのが常だというのに。慌あわてて隣となりを向くと、しかし僕ぼくの予想は外れ、重え栖すみさんはちゃんと、変わらずそこに立っていてくれた。

「……どうしたの。そろそろ次に行く？」

「う、うん」

　急に激しい動きを見せた僕ぼくを怪け訝げんそうに窺うかがう彼かの女じよに、がくがくと頷うなずきを返す。

　重え栖すみさんが僕ぼくを忘れずに待っていてくれたのは、彼かの女じよ自じ身しん、心細いからだろう。精神安定装置である親友と離はなればなれの現状では、友達未満の僕ぼくでもいないよりはましということで、気に懸かけてくれているのだ。

　ただ、それだけのこと。

　デートの相手だからとか、決してそんな理由ではない。そんな愚おろかな勘かん違ちがいをするほど僕ぼくは馬ば鹿かではないつもりだ。

　……だけど。

　どんな理由であれ、置いて行かれなかったという事実だけで、僕ぼくは嬉うれしかった。




「おっ……」

　特に会話するでもなく。ゆっくりと順路を巡めぐり、とある展示の前で僕ぼくは足を止めた。

　一見して魚がいないように思える小さめの水すい槽そうが、幾いくつも並べられている。しかし決して空なわけではなく、カサゴやオコゼ、カニなどの、珊さん瑚ごや石に擬ぎ態たいする生物が集められていた。

「うーん……」

　複雑な思いでそれらを眺ながめていると、

「こいつらはいいわよね……」

　溜ため息いきと共に、重え栖すみさんが僕ぼくとは正反対の感想を漏もらした。

「目立たずに自然に溶とけ込こんで。わたしもこうだったらいいのに」

「……そうかな」

　考えるより先に、反論の言葉が勝手に口から出る。

「こいつらだって、本当はもっと目立ちたいって思ってるかもしれないよ？　こんな姿じゃなくて、もっと派手な姿で生まれたかったって！」

「きゅ、急にどうしたのよ？」

　無意識で口調が厳しくなってしまい、重え栖すみさんがびくっと背を震ふるわせた。両りよう頰ほおに手を当てながら、ぎろりと僕ぼくを睨にらむ。

「自然界で生いき抜ぬくため、わざわざこういう姿に進化したんだからそんなわけないでしょ。魚に嫉しつ妬としてどうするの」

「うっ……、それは、そう、なんだけど……」

　そんなことくらい、僕ぼくも分かってるよ。でもどうしても、目立たなくて褒ほめられるのがズルイと思ってしまうのだ。どうしようもないじゃないか。

　我ながら子どもかと呆あきれてしまうが、口をへの字にして不満を表明していると、重え栖すみさんは「まったくもう」と肩かたを竦すくめた。

「まあわたしにも、あんまり好きじゃないのはいるけど」

　そう言って先に進み、僕ぼくを手招き。とある水すい槽そうの前へと導く。

「こいつよ、こいつ」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で指差したのは、大量のクラゲだった。

「文ふみはクラゲが好きなんだけど、わたしに似てるって言うのよ。全く失礼よね！」

「そ、そうなんだ」

　憤ふん慨がいする重え栖すみさんにどう応えていいのか悩なやみつつ、曖あい昧まいに頷うなずく。

　色んな種類のクラゲが集められたコーナー。目の前の水すい槽そうでは、その中でもシロクラゲという種が泳いでいた。

　透とう明めいで小さく、水流に流されるまま、ふわふわと水中を漂ただよっている。

　その頼たよりなさと柔やわらかさは、確かに似ているかもしれない。トゲや毒を持っているものもいる、というのも彼かの女じよを思わせる要素だろう。

　こうしてじっくりクラゲを眺ながめるのは初めてだったけど。

「可愛かわいいな……」

「にゃっ──！」

　ぽつりと正直な感想を漏もらすと、何な故ぜだが重え栖すみさんが小さく悲鳴を上げた。

「かかか、可愛かわいいって……」

「うん。そう言ったけど？」

　沖おき島しまさんに同意したのが許せないんだろうか。それにしてはどうしてそんなに顔を真っ赤にして──

「──っ!!」

　そこまで考え、やっと僕ぼくは重え栖すみさんが隠かくしようがないほど溶とけかけている理由を察することができた。

　途と端たんに彼かの女じよに負けないくらい、僕ぼくの顔も赤くなるのを自覚する。

「いやあの、可愛かわいいっているのはクラゲのことで、その、似てるっていう重え栖すみさんのことを言ったわけでは」

「わ、分かってるわよそんなこと！」

「あ、でも別に重え栖すみさんが可愛かわいくないって言いたいわけじゃないよ？　むしろ可愛かわいいと──」

「だからそんなこと訊きいてないって！」

　混乱するあまり余計なことを口走ってしまい、重え栖すみさんの声を更さらに荒あらげさせる結果となってしまった。

　どうしようどうしようどうしよう？　発火しそうなほど頰ほおが熱くなり、盛さかんに目を泳がせた僕ぼくは、いつの間にか周囲から注目されていることに気付いた。

　水族館で大声で騒さわいだのだから、そりゃ当然だ。

「と、とにかく行こう」

「う、うん」

　重え栖すみさんの背中を押おす──ような仕草でプレッシャーをかけ、実際は指一本触ふれずに彼かの女じよを急せかす。

　僕ぼくの念願ではあるんだけど。重え栖すみさんと関わってから、変な形で注目されてばっかりだよもう。





＊






　クラゲが展示されている水すい槽そうの前から逃にげ出だした僕ぼく達たちは、迷めい惑わくにならない程度の早歩きを保ち、そのまま水族館から脱だつ出しゆつした。

　まさか出口まで一直線で突つっ切きるとは思わなかったけど、重え栖すみさんが足を止めようとしなかったのだから仕方がない。

　次に向かったのは水族館と隣りん接せつしている広い公園の、片かた隅すみにあるベンチ。親子連れで公園内は賑にぎわっていたが、日当たりが悪く微び妙みようにじめじめしているせいか、そこだけぽつんと空いていたのだ。

　僕ぼくも重え栖すみさんも、そういう場所に慣れていて気にならないから助かる。まあもっとも、今ばかりは気にする余よ裕ゆうもなかったというのが正解かもしれない。

「ふぅ……」

「はぁ……」

　どしりと倒たおれ込こむようにしてベンチに腰こしを落ち着け、やっと一ひと息いき吐つく。

　なんか、妙みように疲つかれた。

　背もたれに全体重を預けながら、横目で重え栖すみさんを盗ぬすみ見みる。僕ぼくから可能な限り距きよ離りを取り、同じベンチの端はしっこギリギリに座すわった彼かの女じよは、頭を抱かかえ込こむようにして丸まり、自己冷れい却きやく作業の真っ最中だった。

　そんな状態でもちゃんと離はなれて座すわる判断力は残っているのだなと、思わず感心してしまう。それでも普ふ段だん──化学準備室での距きよ離りよりは、圧あつ倒とう的てきに近いのだけど。

　彼かの女じよが再び会話できる程度にまで回復するには、かなり時間がかかるに違ちがいない。ならばと僕ぼくも体を休め、楽しそうに遊ぶ親子連れをぼーっと眺ながめていると、

「…………ごめん、なさい」

　予想よりもかなり早く、たかが十分程ほどで重え栖すみさんは顔を上げた。

「え？　何が？」

「だから……、水族館を、途と中ちゆうで切り上げることになっちゃって」

　ごそごそと鞄かばんを漁あさり、水すい筒とうを取り出す。喉のどが渇かわいたのかなと思ったが、そのステンレス製の筒つつを頰ほおに押おし当あて冷れい却きやくに利用した。

「私は年間パス持ってるからいいけど、久ひさ田だくんは子どもの頃ころ以来だったんでしょ？」

「そうだけど……。別にいいよ」

　重え栖すみさんが謝あやまるなんて何事かと驚おどろいたけど、なんだ、そんなことか。

「来ようと思ったら、またいつでも来られるしね。それに、デート──重え栖すみさんと二人で出かけるって決まったときから、トラブルがあることは覚かく悟ごしてたし」

　むしろ水族館を三分の二くらい満まん喫きつできただけ、上等だったのかもしれない。

　気にすることはないと明るく笑ってみせるが、しかし彼かの女じよは安あん堵どするのではなく、逆に表情を曇くもらせてしまう。

　何な故ぜだ。そんなに僕ぼくの笑え顔がおは不自然ですか。

「……何を、」

　胸むな元もとでぎゅっと水すい筒とうを抱だき締しめながら、重え栖すみさんは警けい戒かいするように背中を丸め、上うわ目め遣づかいに僕ぼくを見み遣やる。

「何を企たくらんでいるの？」

「えええええっ!?　た、企たくらむって……、僕ぼくは何も企たくらんでなんかないよ！」

　善意で行動しているだけなのに、これは酷ひどい。

　急に何を言い出すんだと愕がく然ぜんとするも、彼かの女じよは疑いの目を緩ゆるめてくれない。溶とけかけ柔やわらかく丸まった頰ほおを押おさえながら、警けい戒かい態勢をとり続ける。

「じゃあどうして、今日はわたしに、つ、付き合ってくれたのよ？」

「部室で今日のことを決めたのは沖おき島しまさんじゃないか。僕ぼくはそれに協力してるだけだよ」

「それはそうだけど。でも断ろうと思えば断れたはずでしょ」

「ええー……」

　断れるような流れじゃなかったし、それにそんなこと言い出したら切りがないじゃないか。

　どう説明すれば納なつ得とくしてもらえるんだろう。僕ぼくが途と方ほうに暮れていると、重え栖すみさんはぱんぱんに膨ふくらんだ鞄かばんを再び漁あさった。

「今までわたしに近づいて来た人ひと達たちは、全員、一人残らず下心を抱いだいていたわ」

　声を震ふるわせながら、一つ一つ、中身を取り出していく。

「もし久ひさ田だくんがそういう態度を取るようなら容よう赦しやするなって、文ふみに色々持たされてたんだけど、そんな気配は全然なかったし……」

「うん。気持ちは分かるけど、完全にやり過ぎだから」

　束になった防犯ブザーや催さい涙るいスプレーは分かる。スタンガンもまだいい。だけど手て錠じようや特とく殊しゆ警棒、熊くま撃げき退たい用スプレーは明らかにおかしいからね。人間に向けるなって注意書きをちゃんと読もうよ。

　思わず僕ぼくも目つきを悪くしていると、重え栖すみさんはゆっくりと深呼吸。

「下心がないなら、どうして、久ひさ田だくんはわたしの体質改善に協力してくれるの？」

　再度、疑問の言葉を繰くり返かえす。

　きっとそれが、彼かの女じよが理解できずにいることなのだろう。

「それはほら、沖おき島しまさんと約束──」

「いつも怒ど鳴なってばっかで、わたしはお世辞にも、性格がいいとは言えないわ。……一いつ緒しよにいて、嫌いやな気持ちになるでしょ。わたしの体質が改善したら、久ひさ田だくんも友とも達だちができるって話しだったけど、そうなってくれる可能性が低いことくらい、本当は気付いているはずよ」

「……」

　僕ぼくを遮さえぎって発せられた声は、段々と小さくなり、熱量を失っていく。自分の手や水すい筒とうで冷やそうとしなくても、彼かの女じよの顎あごのラインは優美な曲線を取とり戻もどしていた。

「最初は状じよう況きように流されて、協力するって約束させられたのは事実だよ」

　ふう、と溜ため息いきを吐つき、僕ぼくは苦く笑しようする。

　そんなに難しく考えることなんか、ないのに。

「でも今は、自分の意志で重え栖すみさんの力になりたいって思ってるんだ」

「噓うそよ。そんな人いるわけないもの」

「本当だって。……重え栖すみさんこそ、今日のデ、デートをどうして断らなかったの？」

　かなり気き恥はずかしかったけど。濁にごして誤ご魔ま化かすのではなく、あえてデートという言葉を使う。途と端たんにどちらかといえば青白かった重え栖すみさんの顔色が、一いつ瞬しゆんで赤く染まった。

　僕ぼくとデートしたかったからだなんて馬ば鹿かな勘かん違ちがいは一秒たりともしていなかったのに、それでもどきっとしてしまいました。

「そっ、それはだって、文ふみがそうしろって……」

「重え栖すみさんが本気で拒きよ否ひすれば、沖おき島しまさんは強制しなかったはずだよ。違ちがう？」

　そんなこと僕ぼくが指し摘てきするまでもなく、彼かの女じよ自じ身しん気付いていただろう。重え栖すみさんは「うっ」と息を飲んだ。

「……そうしなきゃ、文ふみの足を引っ張っちゃうじゃない」

「どれだけ引っ張っても、沖おき島しまさんは迷めい惑わくがらないと思うけど」

「ええ。彼かれ氏しが欲ほしいって言ってたけど、わたしの体質が改善されない限り、文ふみは絶対、彼かれ氏しを作ったりしないわ」

　だから嫌いやなの、と重え栖すみさんは唇くちびるを嚙かむ。

「文ふみはわたしの大切な親友だから。ずっとお世話になってばっかりだけど、ちゃんと対等な立場になりたいのよ」

　まだ背筋は少し丸まったままだったけれど。

　鋭するどく睨にらむのではなく、彼かの女じよは真まっ直すぐに、僕ぼくの目を見つめた。

「……だからだよ」

　その答えは、ほぼ僕ぼくが想像していた通りのもの。

　そしてそれこそが、僕ぼくが重え栖すみさんに協力したいと思った理由だった。

「効果が伴ともなってるかは別にして、重え栖すみさんは自分の体質と向き合って、改善しようと努力してるから。だから、僕ぼくも力になりたいんだ」

　正直に告げる。だけど重え栖すみさんはまだ納なつ得とくがいかなさそうに、眉まゆをハの字にしていた。

「そんなことくらいで？」

「そんなことくらいで」

　僕ぼく自身、『そんなことくらい』のこともできていないのだから。

「……ケータイ持ってないって重え栖すみさん達たちに説明してたけど、あれは噓うそなんだ」

「へっ？　ケータイ？」

「うん。本当は持ってるけど、電池が切れてるだけなんだよね」

　物理ボタンを愛しているので、今どきスマホではなくガラケーである。

「だったらさっさと充じゆう電でんすればいいじゃない」

「そうなんだけど……。実は、中学を卒業してから一回も充電してないんだ」

「はあっ!?」

　唐とう突とつに話題を変えられた──と思っていたのだろう、訝いぶかしげにしていた重え栖すみさんが、心底意味が分からないと言わんばかりの目で僕ぼくを見み遣やる。

「中学の頃ころまでは僕ぼくも少ないとはいえ友達がいて、ケータイで連れん絡らく取ってたんだよ。だけど卒業してからバラバラになって、……怖こわく、なったんだ」

「怖こわい……？」

「僕ぼくは存在感が薄うすいから、学校で直接顔を合わさなくなったら、……忘れられちゃうんじゃないかって」

　他人からしたら馬ば鹿からしくなるくらいどうでもいい心配かもしれないけれど。僕ぼくにとっては夜眠ねむれなくなるくらいの恐きよう怖ふだった。

「僕ぼくの方から積極的に連れん絡らくすればいいのに、返事が来なかったらって思ったら、それもできなくて。怖こわくなった僕ぼくは、……わざと、ケータイを電池切れにして放置したんだ。連れん絡らくが取れない状じよう況きようなら、連れん絡らくが来てるのか来てないのか、うやむやのままにできるから」

　忘れられているのではないと、自分を誤ご魔ま化かした。

　どこまでも自分本位で、身勝手な行いだ。誰だれかが電話やメールをしてくれていたら無視する形になるし、もしかしたら心配をさせてしまっているかもしれない。

　それらを全て分かっていながら、怖こわくて、逃にげ出だしてしまった。しかも能動的にケータイの電源を切るのではなく、切れてしまったのだと自分に言い訳する卑ひ怯きような方法で。

「影かげの薄うすさを嘆なげいていながら、僕ぼくは改善するための努力をするどころか、それと向き合えてすらいないんだよ。だから、そうじゃない重え栖すみさんに協力したいんだ」

　せめてもの行いとして。

　結局はそれも、現実から目を逸そらすのに利用しているのは事実だけど。

　純じゆん粋すいに、彼かの女じよを凄すごいと思うから。

　中学卒業以来、ずっと抱かかえていた罪を打ち明けたことで、もやもやしていた胸が少しだけ軽くなる。

　勇気を振ふり絞しぼった僕ぼくの告白を、

「馬ば鹿かね」

　重え栖すみさんはしかし、たったの三文字で切って捨てた。

「なんてもったいないことしてんのよ。そんな贅ぜい沢たくできる立場だと思ってんの？」

「ご、ごめんなさい」

「謝あやまる相手が違ちがうでしょ。悪いと思ってるなら、今日家に帰ったら、すぐにケータイ充じゆう電でんしなさい」

　ぐいっと身を乗り出し、水すい筒とうを僕ぼくの額に押おし当あてぐいぐいと押おす。

「……わたしも、一人だったら絶対ひきこもってた」

「えっ？」

「文ふみがいてくれるから、わたしは逃にげないでいられるの。しょ、しょうがないから、わたしがアンタの背中を押おしてあげるわ」

　水すい筒とうで視界の陰かげに隠かくされ、重え栖すみさんの表情は見えない。

　だけどそのか細い声は、彼かの女じよのものとは思えないほど優やさしく僕ぼくの耳に届いた。

「わたしの体質さえ改善されれば、いっぱい新しい友達ができるのは確定してるんだから。もし全員に忘れられてたとしても、それがどうしたって気楽に電話してみなさいよ」

「……うん」

　次があるから忘れられても構わない、なんて単純な話ではないけれど。

　彼かの女じよの暖あつたかな心こころ遣づかいが、僕ぼくの胸に巣すくった恐きよう怖ふ心を綺き麗れいさっぱり押おし流ながしてくれた。

「ありがとう、重え栖すみさん」

「こ、声が小さいわよ」

「ありがとうございますっ!!」

「大きすぎるわよ馬ば鹿かっ!!」

　テンションが変な感じになっているせいか、ほとんど叫さけぶように声を張り上げ叱しかられてしまう。重え栖すみさんは重え栖すみさんで、僕ぼくに負けず劣おとらずの大声だったのだけど。

　お互たがい慣れていない、体育会系みたいなノリをするもんじゃないね。

「ご、ごめんなさい」

「う、うん。……わたしもごめん」

　妙みような形で注目されるのは遠えん慮りよしたい。休日を楽しむ家族連れを邪じや魔ましないよう、二人揃そろってベンチの上で小さく縮ちぢこまった。

　重え栖すみさんは再び水すい筒とうを使っての冷れい却きやく作業に戻もどり、僕ぼくも身み動じろぎ一つせず、横目でこっそりそれを見守る。

　しばしそうやって公園内で遊ぶ子どもの楽しそうな声に耳を傾かたむけていると、ぐうと小さく腹の虫が鳴った。

「そういえば、もうとっくにお昼過ぎてるのか」

　緊きん張ちようで朝食がほとんど入らなかったこともあって、かなりお腹なかが空いていた。さっきまでは空腹に気付く余よ裕ゆうもなかったけど、一度自覚してしまったら、もう無視を決きめ込こむのは不可能だった。

（……どうしよう）

　デートをすると決まったのが昨日の今日であり、行き先も沖おき島しまさんが指定したこともあって、昼食のことを一いつ切さい考えていなかった。

　自動ドアの店だと入店するのに一苦労。入店しても店員さんが席に案内しに来てくれない。席に通されても注文を取ってもらえない。水がもらえないのは当たり前で、注文しても商品が届かない。

　僕ぼくにとって外食とは、ファミレスですらこれだけのハードルを乗のり越こえた先にあるもので、正直言って好き好んでしたいものではない。ようやく食べられたとしても、お会計でまた一苦労するし。

　それでも一応はデートなのだから、頑がん張ばってチャレンジしてみるべきか。ノウハウがゼロの状態で頭を悩なやませていると、

「ね、ねえ」

　その間に冷れい却きやくが完かん了りようしたらしく、重え栖すみさんが顔を上げた。

「お腹なか空いたの？」

「う、うん。重え栖すみさんは？」

「わたしも、……まあ」

「そっか。どこかに食べに行く？」

　重え栖すみさんが復活したのなら、二人で決めればいい。ほっとして訊きいてみるのだが、しかし彼かの女じよは無言で首を横に振ふった。

「じゃあ、何か買ってこようか？」

「……」

　答えはやはり無言。それどころか顔を上げたままだが水すい筒とうを頰ほおに押おし当あて、半冷却体勢へと移行してしまった。

　こういう場合、どうするのが正解なのでしょうか。デート初心者の僕ぼくには分かりません。

　ケータイさえあれば沖おき島しまさんに助けを求められるのに。自じ業ごう自じ得とくという言葉の意味を嚙かみ締しめながら途と方ほうに暮れていると、

「い、いちおうっ！」

　重え栖すみさんが唐とう突とつに、微び妙みように声を張った。ごそごそと三度鞄かばんを漁あさり、

「一応、……お弁当、…………ある、けど」

　声をひっくり返しながら、ベンチの真ん中にドシンと四角い容器を叩たたきつける。その鞄かばん、色々入ってますね。

「僕ぼくの分も、いいの？」

「わたしは外食するのが好きじゃないから、出かけなきゃいけないときは、いつもお弁当作ってるのよ。いつもは文ふみの分も一いつ緒しよに作るから、たまたま！　つい癖くせで今日も二人分作っちゃったの！　余っても仕方ないし、しょうがないから分けてあげる！」

　早口で言ってのけ、感謝しなさい！　とばかりに胸を張る。それでいながら水すい筒とうを頰ほおに押おし当あてたままなので、迫はく力りよくや威い厳げんの類たぐいは全くなかったけれど。

「そ、そうなんだ、ありがと」

「ふんっ、もっと褒ほめ称たたえなさい！　あ、あくまでも心の中でね、態度や口に出す必要はないから。むしろ出さないでお願いだから」

　視線を下げたまま、僕ぼくの顔を全く見ないようにして重え栖すみさんは弁当を広げる。

「おおー……？」

　何というか、それはとても男らしい弁当だった。

　二人分ということで、ちょっと多めの容量。その三分の二以上を、きちんと整列して詰つめられたおにぎりが占しめている。残りの三分の一、おかずゾーンには漬つけ物もの、卵焼き、唐から揚あげの三種のみ。パセリや葉物の類たぐいは一枚も見当たらず、日常的に弁当を作っている割には、致ち命めい的に彩いろどりに欠けていた。

「……何よ？　何か言いたいことでもあるの？」

「べ、別に何も？　い、いただきます！」

　せっかく作ってきてくれたのに、文句を付けるなど言ごん語ご道どう断だんである。無言で差し出されたおしぼりで手を拭ふき、おにぎりを摘つまむ。見たときから思っていたけど、やはりそれはかなり大きめだった。

　形も三角や俵たわら型ではなく、限りなく真円に近い。落としたらどこまでも転がっていきそうなほど歪ゆがみがなく、美しかった。

「凄すごいね、これ」

「し、仕方ないでしょ。おにぎりは熱々の状態で握にぎらなきゃいけないんだから」

　僕ぼくは形について触ふれたつもりだったけど、重え栖すみさんは大きさを皮肉られたと捉とらえたらしく、小さく唇くちびるを尖とがらせる。

「熱で手のひらが溶とけ──、柔やわらかく、なっちゃうから小さく握にぎれないのよ」

「な、なるほど」

　狙ねらったわけではなく、その結果この芸術的なまでの丸さが作られているのか。

「サンドイッチだったら、そんなこと起こらないんじゃない？」

「わたしは米が好きなのよ。パンも別に嫌きらいじゃないけど、お米を食べたいの」

「だったらしょうがないか。最近握にぎらないおにぎりもあるみたいだけど、そういうのは？」

「ああ、いいんじゃないの？　別に。わたしは握にぎるけど」

　どこか上から目線で、重え栖すみさんは自信ありげに頷うなずく。まあ大きさ以外は完かん璧ぺきなおにぎりをつくれるのだ。無理もなかろう。

　その丸さに妙みように心を惹ひかれ、しげしげと眺ながめていると、

「……食べたくないんだったら、そう言いなさいよ」

「そ、そんなことないって！」

　またも意思の疎そ通つうに失敗してしまい、僕ぼくは慌あわてておにぎりを口に運んだ。曲線を崩くずしたくなかったのだと説明したところで、絶対に通じるはずがないし。

「うんうん、美お味いしい」

　海の苔りの巻かれていない純白のおにぎり。塩加減が絶ぜつ妙みようで、最初は具材が入ってないのを少し残念に思ったけど、すぐに気にならなく──

「──お、おおお？」

　あれ？　凄すごいぞ？

　食べ進めるうちに、気づく。いや気づかされる。重え栖すみさんの体質によりスライムのように柔やわらかくなった手で握にぎったおかげだろうか、そのおにぎりは見た目だけでなく、握にぎり具合も完かん璧ぺきだった。きちんと成形されて囓かじっても崩くずれないのに、中身はふんわりとして、口の中でほろほろと自然に解けていく。米の甘あまみが口いっぱいに広がり、邪じや魔まする具材がないことを逆に感謝してしまう。

「お、美お味いしくなかった……？」

「えっ？　いや違ちがう！　そんなことないよ！」

　おにぎりを半分ほど頰ほお張ばったところで唸うなり、放心していたため、重え栖すみさんを勘かん違ちがいをさせてしまったようだ。ぶんぶんと、大おお慌あわてで激しく首を横に振ふる。

「毎日食べたいくらい、凄すごく美お味いしいよ！」

「そ、そう」

　僕ぼくにできる最大級の賛辞を送ると、彼かの女じよはほっと安心したように溜ため息いきを吐つき、すぐに顔を真っ赤に染めた。

「ままま、毎日って……、よ、よく味わって食べなさいよ！　わたしに感謝しなさい！」

　ふん！　と顔を背そむけ、両りよう頰ほおを押おさえる。きりりと眉まゆを吊つり上あげていたが、その口元がにへらと緩ゆるんでいるのを僕ぼくは見み逃のがさなかった。
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「ふぅ、ごちそうさま」

「……お、おそまつさま」

　弁当を綺き麗れいに平らげ。ぱしんと両手を合わせると、重え栖すみさんは弁当箱を片付けながら口をへの字に曲げた。

　少し前までの僕ぼくなら、その表情に不安を感じていただろうけど、今なら彼かの女じよが不ふ機き嫌げんになっているのではなく、ただ単に柔やわらかくなった頰ほおが垂れ下がらないよう、顔の筋肉を引ひき締しめているだけなのだと分かる。

　溶とけかけている証しよう拠こであり、まだ沖おき島しまさんのように自然体で付き合えているわけではない。だけどその程度の溶とけ具合ですんでいるのだから、僕ぼくにしては大した進歩だろう。

　公園に設置された時計に目を向けると、時刻は二時前。かなりゆっくり昼食を食べたけど、まだまだ日は高く、デートの時間はたっぷり残されている。

　さて──。

「……これからどうしようか？」

「う、うん……」

　今回のデートは沖おき島しまさんの命によるものなんだけど、水族館に行くことしか聞かされていなかった。重え栖すみさんはどうなのかと訊たずねてみるが、彼かの女じよもやはり、力なく首を左右に振ふる。

「どうせ途と中ちゆう解散になるのは目に見えてるから、水族館の他は考えるだけ無む駄だだって」

「ううむ、確かに」

　僕ぼくでもそう思う。というか実際、何も考えていなかった。

　ここで気の利きいた場所に案内でもできればいいんだけど、それが無理なのは繰くり返かえし認めている。いやそこで終わっちゃ駄だ目めなんだと分かってはいるんだけど、しかしながらない袖そでは振ふれないというか、無理なものは無理でして。

　それでも一応、思考停止するのではなく必死で考えてはみたものの、

「えっと、文ふみに相談してみるね」

「……はい。お願いします」

　結局最終的には、スマホを取り出す重え栖すみさんに頭を下げるしかありませんでした。我ながら情けない。

「はあ……、………………んん？」

　がくりと肩かたを落としていると、すぐ近くで電話の着信音が聞こえた気がした。ふと顔を向けると、その音源はベンチの後ろに立ってる、一本の木の向こう側だと気付く。

　けれどそれらしい人ひと影かげは見当たらず、またそこは意図的に潜ひそんででもいない限り、人がいるような場所ではない。

　きょとんとした重え栖すみさんと顔を見合わせ、お互たがいに首を傾かしげた。

　重え栖すみさんのかけた電話は繫つながらず、着信音も鳴り止やまない。近づいて確かく認にんするべきか迷っていると、

「──あら、偶ぐう然ぜんね」

　木の陰かげからすっと、鳴り止やまないスマホを握にぎり締しめた沖おき島しまさんが姿を現した。

　まるでたまたま通りかかったかのように、しれっと。

「いやいや、偶ぐう然ぜんて」

　さすがにそれは無理がありませんか。

「えっ!?　文ふみも水族館に来てたの？」

「ええー、信じちゃうんだ」

　呆あきれてしまう僕ぼくだったが、目を丸くする重え栖すみさんに疑う様子は微み塵じんも感じられない。とことこと素す早ばやく駆かけ寄より、いつものように沖おき島しまさんへと抱だき付ついた。

　親友に対する信しん頼らい度が高すぎて、ちょっと不安になるよ。

「いつからいたの？」
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「そうね、かなたが家を出る前からかしら」

「いくらなんでもそれはないよっ！」

　早すぎる。水族館で待まち伏ぶせでもしてたのかと思ったのに、僕ぼくの想像を超こえていた。

　心配なのは分かるけど、どう考えてもやり過ぎじゃないか。

「重え栖すみさんに発信器を仕し掛かけてたとかよりはマシだけど……」

「ＧＰＳ発信器なら持ってるけど？」

「って持ってるの!?」

　平然と言うようなことじゃないでしょ。重え栖すみさんに聞かれても大だい丈じよう夫ぶなのかと余計な心配をしてしまうが、

「ええ、かなたの希望でね。かなたも私の発信器を持っているわよ」

「うん」

　極ごく々ごく普ふ通つうのことのように、沖おき島しまさんは続ける。

　なんだこの二人。

「朝からずっといたなんて、全然気付かなかった。だったら声かけてくれればよかったのに」

「それじゃデートにならないでしょ」

「あ、そっか」

　発信器についてはあっさりと流すと、もはや重え栖すみさんの興味は完全に沖おき島しまさんへと移り、ぴったりとくっついて二人の世界を作り出す。少しは打ち解けられたような気がしていたけれど、今となっては僕ぼくはすっかり忘れ去られてしまっていた。

　デートを邪じや魔まされた形であり、本来なら怒おこるべきなのかもしれないけれど。

「……ま、そうだよね」

　不思議と僕ぼくの中に、そういった感情は一いつ切さい湧わいてこなかった。

　元々がお膳ぜん立だてされたデートの真ま似ね事ごとなのだ。そしてそれを抜ぬきにしても、重え栖すみさんの心底安らいだ表情を見ていると、全てが許せるような気がしてくる。

　僕ぼくと一いつ緒しよにいる間、彼かの女じよがそんな顔をしたことはなかった。つまりは僕ぼくではデートの相手として役者が不足しているということだ。

　自分が邪じや魔ま者ものなのだと自覚し、彼かの女じよ達たちへ背中を向ける。そっとその場を離はなれ──

「ちょ、ちょっと、どこ行くのよ？」

　ようとしていた僕ぼくは、焦あせったような重え栖すみさんの声に呼び止められ、直すぐに足を止めた。

「もしかして次の行き先決めたの？　だったらちゃんと声かけてよ」

「い、いや、そういうわけじゃないけど……」

「ん、じゃあ急に用事でもできた？」

「う、ううん」

「それなら勝手にどこか行かないでよ！」

　ぷくりとむくれて見せ、重え栖すみさんは目だけを僕ぼくに向けたまま、顔を埋うめるように沖おき島しまさんへとしっかり抱だき付つく。

「い、一応まだ、デートの最中なんだから」

「……うん」

　そんな格好で言うかと少し呆あきれてしまったけれど。

　彼かの女じよらしいと、思わず笑ってしまった。

「そうだね。せっかく沖おき島しまさんとも合流したんだし、三人で考えようか」

「そうね。そうしましょう！」

「……貴方あなた達たちはそれでいいの？　というか私に丸投げする気でしょ」

　真ま似ね事ごととはいえ、重え栖すみさんの言う通り一応はデートなのだ。

　彼かの女じよが笑え顔がおでいてくれるよう、今日一日精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばろう。
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　ゴールデンウィークが明けた、月曜日のお昼休み。

「ん」

　いつものように化学準備室で昼食を摂とろうとしていると、珍めずらしく僕ぼくの方へと近寄ってきた重え栖すみさんが、ぶっきらぼうに何かの包みを突つき付つけた。

「えっと……」

「ほら。早く受け取りなさいよ」

「……はい」

　有う無むを言いわせぬ圧力に負け、疑問はひとまず置いて、とりあえず受け取る。顎あごでしゃくられるままその包みを開くと、中身は小さめの弁当箱だった。

「えっと、これは？」

「そ、その、ま、まいにち……」

　いきなりこんなものを手て渡わたされた意味が分からず、僕ぼくは首を傾かしげる。それに応えて重え栖すみさんはもにょもにょと説明をしてくれた──のだが、ほとんど聞き取れないほどに声は小さく、しかもそれすら途と中ちゆうで打ち切られてしまう。

「えっ？」

　しっかりと耳を澄すまし、

「だっ、だからおにぎりよおにぎり！　久ひさ田だくんが毎日でも食べたいって言ってたから、作ってきてあげたの！」

「っ──!!」

　一言一句聞きき逃のがさないよう意識を集中していた僕ぼくは、突とつ然ぜんの大声に甚じん大だいなダメージを受けた。鼓こ膜まくと脳がガンガンと揺ゆさぶられ、

「──えっ？　ええっ!?」

　その衝しよう撃げきからようやく回復したらしたで、更さらに大きな驚おどろきに襲おそわれることになった。

　重え栖すみさんが？

　僕ぼくに？

　お弁当を？

　噓うそだ、と真っ先に思う。そうでなければダメージを受けた脳が勝手に記き憶おくを塗ぬり替かえでもしたのだろう。そうとしか考えられない。

　しかしながら、現実として僕ぼくの手の中には弁当箱があり、

「おおぅ……」

　震ふるえる手でゆっくりと蓋ふたを開けると、果たしてその中には、見覚えのある丸くて大きなおにぎりが詰つめられていた。

　それでもまだ信用できず、自分の頰ほおをつねってみる。けれども頰ほおはしっかりと痛みを主張し、重え栖すみさんのようにうにょんと伸のびたりもしなかった。

「……いらないのなら、別に、いいけど」

「そそそそんなことないよ！　いる！　いただきます！」

　僕ぼくの不ふ審しんな行動で不安にさせてしまったのだろう、重え栖すみさんの低い声のトーンではっと正気に戻もどり、僕ぼくは激しく首を横に振ふった。

「ほんとに……？」

「うん！　すっごく嬉うれしいよ！」

「そ、そう」

　ぶんぶんと勢いよく頷うなずくと、不安そうにしていた重え栖すみさんは、ほっと安あん堵どの息を吐はく。途と端たんに耳まで紅こう潮ちようし、両手で頰ほおを挟はさみ込こんだ。

　その表情は実に嬉うれしそうで──。

　正直、もの凄すごく可愛かわいい。

　連休前までの彼かの女じよだったら、僕ぼくに対してこんなに素す直なおに感情を見せようとはせず、常に顔の筋肉を引ひき締しめていたのに。いったいどうしたということだ。

　両手を使った自己放熱の効果はイマイチのようで、重え栖すみさんは頰ほおを押おさえたまま、混乱しっぱなしの僕ぼくを上うわ目め遣づかいに見つめる。

「喜んでもらえたなら、よかった」

「────っ!!」

　先さき程ほどとは比ひ較かくにならないほど強い衝しよう撃げきが、僕ぼくを滅めつ多た打うちにする。

　無理。これは無理です。

　変な勘かん違ちがいをするんじゃないとずっと自分に言い聞かせていたけど、もう限界だ。この状じよう況きようで「やったー」とただ単純に喜んで終わるほど、僕ぼくは鈍にぶい人間ではない。ゴールデンウィーク二日目以降は全く連れん絡らくも取ってなかったとはいえ、一応はデートをした直後の反応というのもあるし。

　一いつ般ぱん的に考えても、導かれる答えは一つしかない。僕ぼくの脳内が一いつ瞬しゆんでピンク色に染まり──

「こほん」

　かけていた矢先、まるでそれを制するように、沖おき島しまさんが大きく咳せき払ばらいした。半開きの目はいつになく不ふ機き嫌げんそうで、鋭するどく僕ぼくを睨にらむ。

「久ひさ田だ君、一つ、言っておくことがあるわ」

「え？　あ、うん」

「かなたは私以外に友達ができたの初めてだから、まだ友達との距きよ離り感が摑つかめてないの。先日の件で二人は友達になれたみたいだけど、友達としたら失礼なことをしちゃうかもしれないから、友達として気を付けてね」

「……はい」

　何が言いたいのかよく分かりました。ごめんなさい。

　まあ、現実なんてそんなもんだよね。

　友達との距きよ離り感が摑つかめないというのは、僕ぼくも身に覚えがある。僕ぼくはどこまで距きよ離りを詰つめていいものか慎しん重ちようになりすぎてしまう傾けい向こうがあるけど、彼かの女じよの場合は逆なのだろう。基準が沖おき島しまさんとの関係だけなので、仕方がないのかもしれないけれど。

　それを踏ふまえて冷静に考えると、重え栖すみさんが僕ぼくに向けているのは決して恋れん愛あい感情などではないと判断できる。もしそうだったら、彼かの女じよはもっともっと溶とけていても不思議ではないしね。

（──よし）

　勘かん違ちがいするなと、しっかり自分に言い聞かす。僕ぼくが重え栖すみさんに惚ほれられているなどと愚おろかな勘かん違ちがいをして、万が一それを彼かの女じよに知られてしまった場合、彼かの女じよとの関係はぎくしゃくとして、体質改善作戦は失敗に終わってしまうだろう。

　沖おき島しまさん以外で初めてできた友達とそういう間あいだ柄がらになってしまったら、それがトラウマとなり、重え栖すみさんのコミュニケーション能力向上の足を引っ張ることになるのは間ま違ちがいない。そんな展開は避さけなくてはならない。

　これから先、どうしても勘かん違ちがいしてしまったとしても。絶対に、態度に出してはならない。

　そう心に強く誓ちかった。

「──くん、久ひさ田だくん？」

「は、はいいっ？」

「急に黙だまっちゃったけど、何かあった？」

　いけない。いきなりテンションを下げ、一人で唸うなりだしたものだから、重え栖すみさんに不ふ審しんに思われてしまった。

「え？　いや別に、何も？」

　正直に話すわけにはいかないので、とりあえず愛あい想そ笑わらいをしておく。それでも重え栖すみさんはじとりとした目を解除してくれず、

「そ、そうそう、おにぎりありがとうね。今日のお昼は家にあったパンを適当に持ってきただけだったから、余計に助かったよ」

　強ごう引いんに話を戻もどすと、どうにか彼かの女じよの気も逸それてくれた。

「そういえば。いつもはお弁当なのに、どうしたの？」

「……まさか最初からかなたのおにぎりを期待してたとかじゃないでしょうね」

「そんなわけないって！」

　声を大にして無罪を主張し、……少しだけ、肩かたを落とす。

「今日はほら、連休明けだから。久しぶりで母さんが弁当を作るの、忘れてたんだ」

「……ああ」

「……なるほど」

　途と端たんに二人の目が、暖かいものへと変わる。

「疑ったりしてごめんなさい」

「いや謝あやまらなくてもいいから」

　これはあくまでもうっかりミスであって、僕ぼくの影かげの薄うすさとは関係がない…………はずだ。

　自信を持って断言できないのが、自分でも悲しくなるけど。

「そ、そうだ。だったら今日だけじゃなく、毎日お弁当作ってきてあげようか」

　客観的に見て僕ぼくはそんなに可哀かわい想そうなのか、重え栖すみさんは更さらに優やさしい言葉をかけてくれる。

「嬉うれしいけど、さすがにそれは悪いよ」

「気にしなくていいのよ。うちはおじーちゃんが農家だから、お米は沢たく山さんあるの。一人分も二人分も、手間は変わらないわ」

「そうよ、素す直なおに受け入れておきなさい」

　喜んでいいのか悪いのか、沖おき島しまさんまでもが後あと押おし。

「でないと沖おき島しま君がお弁当を持ってこなかったたびに、理由はどうあれ私わたし達たちが余計な気を回さなくちゃいけなくなるもの」

「……はい。すみません、お願いします」

　影かげが薄うすくてごめんなさい。

　深々と頭を下げ、そのままごつんと額をテーブルに打ちつける。痛みは僅わずかなはずなのに、何な故ぜかじわりと涙なみだがにじんでしまった。

　おかしい。同級生の女の子が毎日お弁当を作ってくれるという夢のような展開だというのに、場の雰ふん囲い気きがだだ下がりじゃないか。

　こ、これはいけない。

「だったらさ、その代わりにおかずは僕ぼくが用意するよ」

　空元気で無理矢理に声のトーンを上げ、わざとらしくても破顔してみせる。

　重え栖すみさんは弁当のおかずに対して、おにぎりほどは思い入れがなさそうだったし。ちょうどよかったかもしれない。

「久ひさ田だくんって料理得意なの？」

「得意ってほどじゃないけど、家でちょくちょく作ってるんだ」

　僕ぼくの分のご飯を忘れられたのがきっかけで始めたのだけれど、そのことは伏ふせておこう。

「あと、趣しゆ味みで燻くん製せいやってるから、それを持ってくるよ」

「へえ？　燻くん製せいって難しいんじゃないの？」

「きちんとやろうとしたら大変だけど、熱ねつ燻くんっていう短時間で燻いぶす簡単な方法もあるんだ。一いつ般ぱん的なイメージの温おん燻くんにも挑ちよう戦せんしてるけど、やっぱりメインはまだそっちだね」

「ふーん」

　あ、知ってる。これあんまり興味がない感じのやつだ。

「でも家で燻くん製せい作ったら、煙けむりとか匂においで周りに迷めい惑わくかかるんじゃないの？」

「温おん燻くんするときはキャンプ場まで行くし、熱ねつ燻くんならそんなに気にしなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。僕ぼくの場合は煙けむりが飛ばないよう、できるだけ雨の日にやるようにもしてるし」

　そういう配はい慮りよは大切です。

「まあ僕ぼくが燻くん製せいやり始めたのは、正に『周りに迷めい惑わくがかかる』って思ったからなんだけど」

「は？　どうしてそうなるのよ」

「いやその、迷めい惑わくをかけたら、影かげが薄うすくても注目してもらえるかなーって。実際には遠えん慮りよして、迷めい惑わくにならないよう凄すごく気を配りながらやってるんだけどね」

　我ながら実に子どもっぽい、短たん絡らく的な発想である。

「そ、そうなんだ……」

「ははは……」

　──ってしまった！

　沈しずんだ空気を変えようと思っていたのに、つい口が滑すべってしまった。部員の二人から気を遣つかうような目で見られ、僕ぼくは頭を抱かかえたくなった。

　おかしいおかしい、こんなはずじゃないのに。

　どうにかして現状を打破できないものかと、無意味に制服のポケットをまさぐる。何か、何かいいものはないか──

（──これだっ！）

　指先に堅かたい感かん触しよくが伝わる。そうだ、これがあったじゃないか。

「えっと！　話は変わるけど、重え栖すみさん、この間はありがとう」

　喉のどが痛くなるほどに一回声を張って、ポケットからそれを取り出す。

　この学校に入学して以来、初めて持ってきたケータイを。

「重え栖すみさんに言われた通り、あれから充じゆう電でんして、中学の頃ころの友達と連れん絡らく取ってみたんだ。そしたらメールや電話の返事が遅おそいって、怒おこられたよ」

「そっか。……よかったじゃない」

「うん。本当にありがとう、重え栖すみさんのおかげだよ」

　元々の人数そのものが極少数とはいえ、全員が連れん絡らくの取れなくなった僕ぼくを心配してくれていた。なのに僕ぼくは勝手に怖こわがり、彼かれらとの関係を切ろうとしていたのだ。

　重え栖すみさんがいなければ、実際にそうなっていた。彼かの女じよには何度お礼を言っても言い足りないくらいだ。

　にこにこと重え栖すみさんも笑え顔がおで祝福してくれ、部屋の雰ふん囲い気きがやっと明るいものへと変わる。

　いやーよかったよかった。

　この状じよう況きようなら、やっと美お味いしくご飯が食べられる。和なごやかに食事を取る流れへと──

「あれ？　そういえば久ひさ田だ君、どうしてこの学校を選んだの」

　なってくれればよかったのに、沖おき島しまさんが禁断の話題に触ふれてしまった。

「せっかく友達がいたんだったら、一いつ緒しよの高校行けばよかったのに」

「……ああ、うん」

　やっぱり訊きいちゃいますか、それ。

　沖おき島しまさんが言ったような理由で志望校を決めるのはけしからん！　と怒おこる人もいるだろう。けれど僕ぼくみたいに影かげの薄うすい人間にとっては、非常に有効な選せん択たくだと思う。

　なのにそうしなかったのは、僕ぼくが友達と別れてでも自分の道を貫つらぬいたとか、そんな格好いい理由ではなく──。

「ここってこの辺りじゃ結構レベルが上の方でしょ？　僕ぼくは基本的に、先生に顔も名前も覚えてもらえないんだけど、テストでいい点数取ったときだけは認にん識しきしてもらえるんだ。それでテストのたびに気合い入れてたら、受験のとき、担任の先生にここを受けてみろって熱心に勧すすめられて……」

「褒ほめてもらえるのが嬉うれしくて、何も考えずに言われるがまま選んでしまった、と」

「……はい。仰おつしやる通りです」

　顔から火が出そうなほど恥はずかしい。もし僕ぼくが重え栖すみさんだったら、ドロドロに溶とけていたことだろう。

　レベルが高い学校を目指すこと自体は何も悪いことではなく、友達も応おう援えんしてくれたものだから、全然気付かなかったのだ。入試が終わった後になって、ようやく離はなれ離ばなれになってしまうことに気付いて愕がく然ぜんとした。

　しかも頑がん張ばって本来よりも上の高校に入ってしまったものだから、ここでは成績で注目してもらえる見み込こみはないし。踏ふんだり蹴けったりとはこのことだろう。

「なんだ、ただの自じ業ごう自じ得とくじゃない」

「うぐっ……」

　沖おき島しまさんのとどめの言葉が、鋭するどく僕ぼくの胸を抉えぐった。

　今度ばかりは重え栖すみさんも温かい目を向けてはくれず、それきり二人は何事もなかったかのように僕ぼくを無視して弁当を食べ始める。口を開いたらまた墓ぼ穴けつを掘ほってしまいそうで、僕ぼくも黙だまっておにぎりを咀そ嚼しやくした。

　デートのときはあんなにも美お味いしかったのに。

　今日のおにぎりは、なんだか妙みようにしょっぱかった。
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「へえ？　思ってたより本格的なのね」

　初めての中間テストを乗のり越こえた、翌日の昼休み。

　昼食のおかずを持ってくると伝えてから約二週間、僕ぼくはようやくその約束を果たした。

　それだけ間が空いてしまったのは、テスト期間中を避さけたのと、ベーコンの下準備にある程度の時間が必要だからだ。まずは肉屋で新しん鮮せんな豚ぶたバラ肉のブロックを購こう入にゆうし、フォークで全体に穴を開ける。次に分量を計測した塩、砂糖、黒胡こ椒しようをしっかりと肉に揉もみ込こみ、冷蔵庫で寝ねかす。二日経たったらそれに蜂はち蜜みつ味み噌そを満まん遍べんなく塗ぬり、再び冷蔵庫へ。その状態で四日間熟成させ、味み噌そを洗い流してから更さらにもう一晩冷蔵庫で表面を乾かん燥そうさせる。そこまでして、やっと燻くん製せいできる状態になるのだ。

　下処理にそれだけの時間をかけておきながら、実際に肉を燻いぶす工程は一時間にも満たない。中ちゆう華か鍋なべを使って、弱火でじっくりと熱ねつ燻くんしてやる。煙けむりが落ち着くまでしばらく寝ねかせたら、遂ついに蜂はち蜜みつ味み噌そベーコンの完成である。

　時間はかかるが手間としては大したものではなく、温おん燻くんのように温度管理にそれほど気を配る必要もないので初心者にもオススメです。

「ど、どうかな？」

　化学準備室で自家製ベーコンを重え栖すみさんと沖おき島しまさんに振ふる舞まう。家族には好評で自信はあるけれど、それ以外の人に食べてもらうのは初めてだ。なので実はちょっと不安だったんだけど、

「うん！　美お味いしい」

「……そうね」

　二人の感想を聞いて、僕ぼくはほっと肩かたの力を抜ぬいた。

「スーパーで売ってるベーコンとは別物なのね。びっくりしたわ」

「うん。温おん燻くんにしたらもっと本格的になるんだけど、テスト明けにそこまでする元気はなかったんだよね」

「そうなの？　これでも十分美お味いしいわよ」

　重え栖すみさんの笑え顔がおを眺ながめていると、こっちも自然とにやけてきてしまう。……対照的に沖おき島しまさんが不ふ機き嫌げんそうなのが気にはなったけど、箸はしは進んでいるみたいだし、不ま味ずいと思っているわけではなさそうか。

　ベーコン以外に用意したのは、基本的なチーズにゆで卵、そしてししゃもの燻くん製せい。それらは表面を拭ふいただけですぐに作れるのだが、最初にベーコンを食べて欲ほしくて今日まで持ってきていなかった。こんなに好評ならさっさと作っておけばよかったなと、少しだけ後こう悔かいする。

「おにぎりとも合うし。なかなかやるじゃない」

「塩を燻くん製せいした燻くん製せい塩じおってのもあるし、よかったら作ってこようか？」

「お願いできる？」

「任せて。ほら、どんどん食べてね」

　そう言いながら、ベーコンを軽く炎ほのおで炙あぶる。常温よりも暖あたためた方が、やっぱりベーコンは美お味いしい。部室の片かた隅すみでホコリを被おおったアルコールランプを発はつ掘くつしたので、中学の頃ころから化学部だった経験を活いかし、それを使わせてもらったのだ。

「このアルコールランプ、昔は授業でも使ってたんでしょ？　なんか初めて化学部らしいことをしてる気がしないでもないわね」

「確かにそうかも」

　せっかくこんなに重え栖すみさんと打ち解けられたのだから、部活っぽいことをするのもいいかもしれない。何かいいのはないかと考えていると、

「はっ──！」

　唐とう突とつに、沖おき島しまさんが大きく鼻を鳴らした。

「そんなので実験を気取るなんて、滑こつ稽けいなものね。同じ化学部員として呆あきれちゃうわ」

　やれやれとわざとらしく肩かたを竦すくめながら、冷たい目で僕ぼくを睨にらむ。重え栖すみさんの慣れてない人への対応なみに刺とげ々とげしく、喧けん嘩か腰ごしとまで言えるかもしれない。

　重え栖すみさんにしてもその態度は意外だったらしく、彼かの女じよは目を丸くして親友を見み遣やる。

「えっ？　きゅ、急にどうしたの？　文ふみ」

「そ、そうだよ、ベーコン美お味いしくなかった？」

　僕ぼくの驚おどろきはその比ではなく、明確な敵意をぶつけられ、困こん惑わくするばかりだった。

「今ちょっと鼻の調子が悪いのが残念になるくらい、ベーコンは美お味いしかったわ。ありがとう」

「いえいえ、喜んでもらえたらよかった」

「それはそれとして、実験についてよ」

　一いつ瞬しゆん空気が緩ゆるみかけるが、沖おき島しまさんはごほんと咳せき払ばらいして即そく座ざにキャンセル。ふふんと不敵に笑い、わざわざ椅い子すから立ち上がり、背せ伸のびして僕ぼくを見下ろす。

「放課後、またここに来なさい。本当の実験ってやつを教えてあげるわ」

「はあ……」

　来いって言われなくても、いつも来てるんですけど。
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　部活動をするに当たって、揃そろいのユニフォームというのは絶対に欠かせないだろう。

　純じゆん粋すいに機能性や利便性を追求するためだけではなく、全員で一つのことを行っているのだと分かりやすく視覚で訴うつたえ、団結を促そく進しんする効果がある。全員がお互たがいを思いやる、素す晴ばらしい世界が実現するのだ。そしてそこに仲間外れは存在しない。してはいけない。

「おおっ……！」

　放課後。少し時間を潰つぶしてから来いという沖おき島しまさんの指令を守って部室へ向かうと、彼かの女じよは制服の上から純白の衣ころもを身に纏まとっていた。

　白衣──即すなわち化学部のユニフォームを。

「逃にげずによく来たわね」

　偉えらそうに腕うで組ぐみする沖おき島しまさんだけでなく、その後ろでふんぞり返っている重え栖すみさんも同じく白衣姿。中学の頃ころから適当な活動しかしていなかったから気付かなかったけど、そうか、これが化学部の正装か。

「ど、どうかしら」

「うん、よく似合ってるよ」

　きょどきょど目を泳がせる重え栖すみさんへ力強く頷うなずくと、彼かの女じよは「そ、そう」と呟つぶやき僕ぼくからそっぽを向いて、親友へと抱だき付つく。すると沖おき島しまさんは珍めずらしく、機き嫌げん悪そうに頰ほおを膨ふくらませた。

　ふむ。彼かの女じよはいつも蒼そう白はくに近い顔色をしているのに、熱でもあるのか今日はなんだかちょっと頰ほおが赤みがかっている。冷れい却きやく装置として使われるのを、嫌いやがっているのかな？

「白衣いいね、沖おき島しまさんが用意したの？」

「ええ。そうよ」

「やっぱりそういうの着ると、ぐっと部活っぽくなるよね」

「そのために用意したんだもの」

「……」

「……」

　え、えっと……。

「あのさ、僕ぼくの分の白衣はないのかな？」
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「あら、欲ほしいの？」

「欲ほしいよ！　欲ほしいに決まってるよ！」

　全員お揃そろいで着てこそのユニフォームじゃないか。

「ふーん。久ひさ田だ君って白衣フェチだったのね」

「いやいやそうじゃなくて！」

「いいわ。知りたくないし深くは訊きかないでおいてあげる」

　妙みように優やさしい目をして、沖おき島しまさんは一着の白衣を差し出してくれる。

「一応注意しておくけど、白衣の下で全ぜん裸らになるのはやめてね」

「そんな心配されなくてもするわけないよっ！」

「ええ、人前ではそうよね」

「一人でもしないって！」

　まったくもう。用意してくれているなら、普ふ通つうに渡わたしてくれればいいのに。でもありがとうございます。

　ぶつくさ言いながらも、白衣に袖そでを通すとつい笑えみがこぼれてしまう。全員で同じ格好。連帯感があるって素す晴ばらしいよね。

「やっぱり白衣フェチ──」

「それはもういいから！　ひ、昼休みに沖おき島しまさんが言ってたの、これのことだったんだ」

　白衣姿は正直嫌きらいじゃないんだけど、いじられるのはもう勘かん弁べんして欲ほしい。頰ほおを引ひき攣つらせながら話題を変えると、沖おき島しまさんはやれやれと肩かたを竦すくめた。

「実験って言ったでしょ。これはそのための準備でしかないわ」

　部屋の隅すみを指差す。するとそこには、いつの間にか見慣れないボンベが置かれていた。銃じゆう弾だんのように上が丸まった、キャスター付きの銀色の容器だ。

「液体窒ちつ素そよ。入部する時にも、置くって伝えていたわよね」

「あ、ホントに用意したんだ」

「ええ。万が一に備えて、かなたのために必要だもの」

　くしゅんとくしゃみを一つして、気を取り直すように軽く咳せき払ばらい。

「さあ、本物の実験ってやつを始めましょうか」

　ふふんと得意げに笑い、沖おき島しまさんは高らかに宣言した。
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　取とり扱あつかいには十分に注意すること。

　液体窒ちつ素そを使った実験を始めるに当たって、沖おき島しまさんはまず、僕ぼくらに厳しく注意した。

　窒ちつ息そくする危険があるので、必ず換かん気きをする。

　凍とう傷しようにならないよう、布製の手て袋ぶくろは絶対に使わない。

　飲まない。ふざけて人に飛ばさない。

　あれ？　もしかして後半は適当だった？

「……そんな実験、僕ぼくらだけでやっていいのかな？」

「顧こ問もんの先生がやる気ないんだから仕方ないでしょ」

　まあそれはそれとして。説明を聞いて大だい丈じよう夫ぶなのかと不安になってしまう僕ぼくだったが、沖おき島しまさんは軽く鼻を鳴らして受け流す。

「それにどうせ一回しか実験しないんだから、気にすることないわ」

「えっ？　もったいなくない？」

「元々実験するためではなく、かなたのために用意したんだもの。ほら、見なさい」

　液体窒ちつ素そに浸つけた花を、革かわ手て袋ぶくろをはめた手で粉々に握にぎり潰つぶす。テレビでもよく観みる定番の実験だけど、実際に目の前でやられると、やっぱり感心してしまう。

「へぇ……」

「次は液体窒ちつ素そといえば欠かせない、これよ」

　バナナの皮を剝むき、沖おき島しまさんはにやりと笑う。液体窒ちつ素そでガチガチに凍こおらせ、それを親友へと差し出す。

「危ないから直接触さわっちゃ駄だ目めよ。ほら、よく冷えてるのが分かるでしょ」

「うん。凄すごいわね」

　バナナに手を近づけ、冷気を実感した重え栖すみさんは愛いとおしそうに目を細めた。

「これならどんなにかなたが溶とけても、一いつ瞬しゆんで冷やしてあげられるわよ」

「そうね！」

「いやいや、ちょっと待って」

　とてもじゃないが聞き流すことができず、僕ぼくは二人の間に口を挟はさむ。

「液体窒ちつ素その凄すごさは分かったけど、凄すごすぎて重え栖すみさんを冷やすのには使えないでしょ」

「そうね。だからかなた、絶対に自分一人で液体窒ちつ素そを使っちゃ駄だ目めよ。使うときは私が使うから」

「うん。お願い」

「いやいやいやいや」

　誰だれが使うとか、そういう問題じゃないだろう。本当に実行したら危ないなんて話じゃないし、認にん識しきを改めさせなくてはいけないと思うのだけど。

「いいから」

　沖おき島しまさんは強い口調と睨にらみで、強制的に僕ぼくを黙だまらせる。

「いちいち口出ししてうるさいわね。しょうがない、じゃあ久ひさ田だ君にも使わせてあげるわ」

「いや別にそんなことを求めてるわけでは、」

「ほら、早く靴くつと靴くつ下した脱ぬいで」

「だから──って、靴？　どうして？」

「液体窒ちつ素そは魚うおの目めの治ち療りようにも使われているのよ。治してあげるから、さっさと裸足はだしになりなさい」

「いやいや、僕ぼくは魚の目ないから」

　というか、僕ぼくが求めているのは自分が実験に参加することではないんだけど。いやもちろん一いつ緒しよに参加したいんだけど、その前にもっと注意を──

「見み栄えを張らなくていいから。本当は足の裏、魚の目だらけなんでしょ？」

「だから違ちがうって！」

「ほらほらかなた、一いつ瞬しゆんなら指を液体窒ちつ素そに入れても大だい丈じよう夫ぶなのよ」

「僕ぼくの話を聞いてよ！」

　勝手に僕ぼくが魚の目だと決めつけ、しかもそのまま放置して、沖おき島しまさんは何事もなかったかのように重え栖すみさんと実験を再開。

　せっかく初めての化学部らしい活動だというのに、僕ぼくはもやもやが胸に渦うず巻まき、それを楽しむことができなかった。
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「うーん、いいのかなぁ……」

　結局、最後まで液体窒ちつ素そ凄すごい！　一いつ瞬しゆんで凍こおる！　という側面を主張しっぱなしで下校時間を迎むかえ、僕ぼくはやっぱり釈しやく然ぜんとしないまま、とぼとぼと校舎を出ることになった。

　自然にどうしても、足取りは鈍にぶいものとなってしまう。けれどそんな僕ぼくとは対照的に、そうなっている原因であるところの沖おき島しまさんは、とてもにこやかで上じよう機き嫌げんだった。いつもは眠ねむそうに半開きになっている瞼まぶたも、心なしか多少大きめに開かれている気がする。

「どうだったかしら？　今日の実験は」

　じいっと見つめていると、その視線に気付いたのか沖おき島しまさんがこちらに顔を向けた。

「……うん。楽しいのは楽しかったよ」

　危険性まできっちり説明してくれれば、もっと純じゆん粋すいに楽しむことができたんだけど。

　実験中、僕ぼくは何度か危ないって口を挟はさもうとしたのだが、その度に黙もく殺さつされてしまったのだった。理由を教えてくれと目で訴うつたえてみるも、彼かの女じよには通じなかった。

「でしょう？　ま！　スライム作りなんかとは違ちがう、本物の実験だものね」

「ぐっ、うぐぐ……」

　それどころかこんなふうに、ことある毎ごとに煽あおられる始末。

　これはいけない。スライム作りは中学生だった頃ころの僕ぼくの大切な思い出なのだ。化学部として活動していた三年間、ふと気が向けばスライムを作って遊ぶというのを繰くり返かえしていた。

　……自分でもそれはどうかと思ってしまったけど、それでも楽しかったのは事実だ。立派な実験なのだし、沖おき島しまさんにもその楽しさを教えてあげなくては。

「今日のお返しとして、明日は──」

「──くしゅん」

　スライム作りを、と提案しようとするも、小さなくしゃみに出鼻を挫くじかれてしまう。

「ごめんなさい。何か言ったかしら？」

「……いや、別に。それより大だい丈じよう夫ぶ？」

　部活中にも何度もくしゃみをしていたし、お昼にも思ったけど、若じやつ干かん顔が赤い。風か邪ぜでもひいたんじゃないかと訊たずねると、沖おき島しまさんは悔くやしげに唇くちびるを歪ゆがませた。

「やっぱりそうなのかしら。私、もう何年も風か邪ぜをひいていなかったんだけど」

「そうなの？」

「ええ。私が健康でないと、かなたを冷やしてあげられないもの」

　何でもない、当たり前のことのようにさらりと言ってのける。その自然さに、驚おどろくよりも先に沖おき島しまさんらしいと感心してしまった。

　彼かの女じよのように誰だれかのためではなく、残念ながら純じゆん粋すいに自分の身を守るためだけど、実のところ僕ぼくもあんまり風か邪ぜをひいた覚えがない。病気で弱った状態で家族に忘れられると命に関わるので、健康には特に気を遣つかっているのだ。

　病びよう原げん菌きんにすら認にん識しきされないということでは、ない。……と思いたい。

「家で液体窒ちつ素そを使った実験の予行演習繰くり返かえしてたから、そのせいかも」

　自分の額に手を当てながら、沖おき島しまさんは軽く嘆たん息そく。

「わざわざそんなことしてたんだ」

「素人しろうとがいきなり本番ってわけにはいかないでしょ。扱あつかい方を間ま違ちがえたら危険なんだから」

　それが分かっているなら、ちゃんと重え栖すみさんにも注意しようよ。

　というか昨日まで中間テストだったんだから、試験勉強と並へい行こうしてそんなことしてたのか。そりゃ体に負担が掛かかって当然だ。

　──って、あれ？

「沖おき島しまさん、本当は前から化学部に興味があったの？」

　でなければ、テスト期間中に無理を押おす理由が考えられない。

　一刻も早く実際に実験をしてみたかった、とか。名目だけとはいえ、もしそうなら化学部部長としてちょっと嬉うれしい。

「は？　興味なんてあるわけないでしょ」

　しかし、僕ぼくの淡あわい期待は脆もろくも打うち砕くだかれる。

「もう目的は果たしたから、これからは実験なんてするつもりもないわ」

「ええー……」

「液体窒ちつ素その残りは、久ひさ田だ君が使いたかったら使ってもいいわよ」

　愕がく然ぜんとする僕ぼくに、沖おき島しまさんはあっさりと軽く告げる。それでいながら「取とり扱あつかいには十分注意するように」と付け加えるのは忘れなかった。

　だから、それは重え栖すみさんにしてくれと何度も言っているのに。

「じゃあそういうことで。さようなら」

「ば、ばいばい」

　最後に盛せい大だいにくしゃみをして、沖おき島しまさんは一方的に話を打ち切り僕ぼくに背中を向ける。重え栖すみさんがぎこちなく手を振ふってくれるが、その手をさり気なく、そして素す早ばやく沖おき島しまさんが回収、仲良く繫つなぐ。ちらりとこちらを振ふり返かえり、にやりと勝かち誇ほこるように笑って見せたので、きっとわざとだろう。

「じゃあ、また明日」

　遅おくれて僕ぼくも手を振ふり返すが、ぐいぐいと先に進む沖おき島しまさんに引っ張られ、重え栖すみさんの目には届かなかった。

　いったい、僕ぼくが何をしたって言うんですか。
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　登下校の手段として、僕ぼくは毎日バスを利用している。

　所要時間は約二十五分。雨の日だとプラス十分。それくらいの距きよ離りなら自転車で通えばいいんじゃないかと思う人もいるだろうけど、残念ながら僕ぼくは自転車を運転するのに向いていなかった。

　技術的には乗れるのだけど、主に体質的な理由で。

　持ち前の影かげの薄うすさがここでも足を引っ張り、僕ぼくが自転車に乗っていると、気付かずに車が突つっ込こんでくるということが多々あるのだ。事故で怪け我がでもしたら洒落しやれにならないし、車の運転手にも申し訳ないので、滅めつ多たなことでは自転車に乗らないようにしている。

　なので基本的に、僕ぼくの移動手段は徒歩か公共の交通機関だ。バスは車内で頻ひん繁ぱんに足を踏ふまれるし、肘ひじとか鞄かばんをぶつけられるけど、その程度の被ひ害がいで済むしね。

　電車と比べてバスの場合は、油断すると目的地で降りる前にバスが出発してしまうということが結構あるのだが、高校前の停留所ではそれが起こりにくいのも利点だ。流れに乗ってすっと降りられると、その集団の一員に加われた気分になれるので、割と好きです。

　……だけど。

　そうやってバスを降りた僕ぼくは、今、人の流れに逆らって進んでいた。

　校門前をスルーし、そのまま遠ざかる方へと進む。登校時間ということで、同じ制服に身を包む生徒達たちで道は賑にぎわっていたが、逆行するのは当然僕ぼく一人だけ。自意識過か剰じようだと分かっていても、どうしても奇き異いの目で見られている気がして、思わず溜ため息いきが漏もれてしまう。

　僕ぼくが求めているのは、こんな注目のされ方じゃないのに。

　回れ右して流れに加わりたいという欲求が湧わいてくるが、そういうわけにはいかない。我が慢まんしてしばらく早歩きしていると、幸いなことに人通りはどんどん減っていき、それから更さらに二十分ほど足を進める。

　生徒の姿どころか通行人の類たぐいすら一いつ切さい見当たらなくなり、遅ち刻こくが確定した頃ころになって、ようやく目的地に到とう着ちやくした。

「──っと、この辺か」

　ポケットからケータイを取り出しながら、きょろきょろと当たりを見み渡わたす。

　メインの大通りから外れた、寂さびれたシャッター街の一画。朝っぱらからわざわざこんなところに来たのには、もちろん理由がある。重え栖すみさんからメールで呼び出されたのだ。

「……本当にここで合ってるのかな？」

　彼かの女じよの指示に従ったつもりだけど、とてもじゃないが登校前に来る用事がありそうな場所とは思えない。当の本人の姿もなく、メールの文面をもう一度確かく認にんしていると、

「っ──！」

　突とつ然ぜん、背後から腰こしの辺りを引っ張られ、僕ぼくは悲鳴を上げそうになった。

　ケータイを落としそうになり、わたわたとお手玉する。どうにか無事にキャッチし、額の汗あせを拭ぬぐう暇ひまもなく後ろへ振ふり向むくと、何をしているんだと言わんばかりの目で、重え栖すみさんが僕ぼくを眺ながめていた。

「……遅おそい」

　近くにあった電信柱に寄より添そうようにしながら、露ろ骨こつに不満そうな顔で彼かの女じよは呟つぶやく。いつの間にと一いつ瞬しゆん驚おどろいたけど、僕ぼくが気付かなかっただけで最初から電信柱の陰かげに隠かくれていたのだろう。

「ごめん。一応、寄り道せずに来たつもりなんだけど」

　事前に待ち合わせていたのならともかく、呼び出しのメールが届いたのはバスに乗っている最中だったのだ。まあそれから三十分以上経たっているので、怒おこりたくなる重え栖すみさんの気持ちも分かるけど。

「……うん、それは、ごめんなさい。来てくれてありがと」

　彼かの女じよもすぐに自分の訴うつたえの理り不ふ尽じんさを自覚したらしく、ぺこりと頭を下げる。高い位置で束ねられた栗くり色いろの髪かみが影かげから外れ、朝日を浴びて眩まぶしく輝かがやいた。

「い、いいよ別に。ええっと、沖おき島しまさんは？」

　らしからぬ素す直なおでしおらしい態度に、僕ぼくは逆に戸と惑まどってしまう。いつもなら毒どく舌ぜつで中和されそうな沖おき島しまさんの姿は、何な故ぜだか見当たらなかった。

「……文ふみは今日、休み」

　電信柱にぺたんと頰ほおをくっつけながら、重え栖すみさんは吐と息いきと共に漏もらす。

「風か邪ぜひいて、熱が出たんだって」

「あー、あれから悪化しちゃったのか」

　昨日の時点で調子がよくなさそうだったし、そうなっても不思議ではない。だから重え栖すみさん一人なのかと納なつ得とくした僕ぼくは、

「──えっ？　一人？」

　すぐにその異常性に気付き、大きく目を見開いた。

　僕ぼくが知る限り、重え栖すみさんと沖おき島しまさんは常に一いつ緒しよに行動している。以前、僕ぼくとデートしたときは単独だったけど、実際には沖おき島しまさんが陰かげからこっそり付いてきていたし、重え栖すみさん自身乗り気ではなく、嫌いや々いやでのことだった。

　重え栖すみさんはしょっちゅう教室から飛び出したりするので、短時間なら別々になることは珍めずらしくないのだけれど。それでもやっぱり、校内で二人はセットなのだという印象が強い。

　溶とけかけた体を冷やすという名目があるとはいえ、べったりと沖おき島しまさんに依い存ぞんしている彼かの女じよが、まさか一人で登校するだなんて。

「……わたしが一人で、何か文句でもあるの？」

「う、ううん、別に？」

　思わずまじまじと不ぶ躾しつけな目で見てしまい、重え栖すみさんは拗すねるように唇くちびるを尖とがらせる。

「久ひさ田だくんはわたしじゃなくて、文ふみに居て欲ほしかったんだ」

「え？　いや全然そういうわけじゃくて」

　単独行動をするなんて、彼かの女じよの方こそ熱でもあるんじゃないかとちらりと考えてしまったのは秘密だ。もしそうなら溶とけてすぐに分かるだろうし、何より沖おき島しまさんが本当に熱を出しているのに、そんなことを言うのは不ふ謹きん慎しんだしね。

「えっと……、そうだ、どうして僕ぼくをここに呼んだの？」

　話の矛ほこ先さきを逸そらすように訊たずねると、重え栖すみさんは「うっ……」と小さく息を飲んだ。電信柱にぴたりと頰ほおを貼はり付つけ、何度か深呼吸を繰くり返かえす。

　縮こまるように背中を丸め、上うわ目め遣づかいに僕ぼくを見上げた。

「…………あの、ね？」

「うん」

「一いつ緒しよに、……わたしと一いつ緒しよに登校、してもらえない……かな？」

「っ──!!」

　瞬しゆん間かん、ハンマーでぶん殴なぐられたような強い衝しよう撃げきが僕ぼくを襲おそう。激しく脳を揺ゆさぶられ、ぐらりとふらついてしまった。

「ちょ、ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ？」

「な、何でもないから」

　心配そうに手を伸のばしてきた重え栖すみさんを制し、ブロック塀べいへがんがんと頭を打ちつける。

　ふらついたからではなく、自分自身の意志で。

「ええっ!?　ぜんぜん大だい丈じよう夫ぶじゃないじゃない！」

「いやいや、大だい丈じよう夫ぶ。何も問題ないから」

　そうとも。これは僕ぼくが冷静になるために必要な儀ぎ式しきなのだ。

　一いつ緒しよに登校しようと誘さそう重え栖すみさん。その姿に僕ぼくの心は完全に打うち抜ぬかれてしまった。彼かの女じよが極きよく端たんなまでの恥はずかしがり屋だと事前に知っていなければ、好意を抱いだかれているだと確実に勘かん違ちがいしてしまっていただろう。

　というか、現に分かっていながら激しく惑まどわされている僕ぼくがいる。

（落ち着け、落ち着くんだ僕ぼく！）

　彼かの女じよはただ、親友が不在の状じよう況きようで不安になっているだけなのだ。他に頼たよる相手がいないから、僕ぼくにお願いしている。それだけのことで、他に理由はない。数ある選せん択たく肢しの中から僕ぼくを選んだわけでは決してない。思い上がるんじゃないぞ！

　僕ぼくが下へ手たに勘かん違ちがいをして、それを態度に出してしまったら、重え栖すみさんの体質改善を手伝えなくなってしまう。それは絶対に避さけなければならないと誓ちかっただろう。

「……よし、よし！」

　壁かべに額を擦こすり付つけながら、ぶつぶつと呟つぶやく。端はたから見たら明らかに不ふ審しん者なんだろうが、そんなことを気にしている余よ裕ゆうがないんだから仕方がない。

「ふぅ……。じゃあ行こうか」

　頭から出血させれば、血が上った状態が強制的に解除されるんじゃないかと迷ったけれど、それだと服が汚よごれて目立ってしまい、重え栖すみさんの迷めい惑わくになってしまうかもしれない。そう判断できるだけの冷静さを取とり戻もどし、僕ぼくはお待たせと彼かの女じよに笑いかけた。

「行くって……病院に？」

「何でさ、学校にだよ。一いつ緒しよに登校しようって誘さそってくれたじゃないか」

　自分から言い出したことのはずなのに、僕ぼくが改めて言葉にすると、重え栖すみさんは「う、うん」と口ごもり、またぴたりと頰ほおを電信柱に預けた。その密着具合から、軽く溶とけかけているのが分かる。

　まったくもう、どれだけ僕ぼくを動どう揺ようさせれば気が済むんだよ。

「ほ、ほら、出発しよう」

　再び頭を壁かべに叩たたきつけたい欲求が湧わき起こり、僕ぼくは慌あわてて彼かの女じよから目を引ひき剝はがす。くるりと背中を向けて、そのままぎこちなく足を踏ふみ出だした。

　何でもいいから体を動かさずにはいられなかったし、このままだと遅ち刻こくどころか二時間目の授業にすら遅おくれてしまいそうだという現実的な理由もある。しきりに早歩きになりたがる足を叱しかりつけながら数メートルほど進み、

「っ──!!」

　重え栖すみさんがちゃんと付いてきてくれているかどうか念のために振ふり返かえった僕ぼくは、体が硬こう直ちよくして思わず止まってしまった。

　完全に想定外な距きよ離りに、彼かの女じよがいたのだ。

　電信柱の陰かげから移動していないのではなく、その逆。近い。あまりにも近すぎる。

　決して密着などはしていない。肌はだは一ミリたりとも触ふれていないし、息がかかりもしないだろう。だけど彼かの女じよの体温や吐と息いきが感じられるんじゃないかと勝手に想像してしまう程度には接近していたのだ。

　少なくとも、僕ぼくにとっては。

「どうしたの？」

「な、なんでもないです」

　首を傾かしげる重え栖すみさんへ、忙せわしなく目を泳がせながら引ひき攣つった笑えみを返す。

　デートをした時はもっと距きよ離りがあったはずなのに。かといって離はなれてくれなんて言えるわけがないし、また言いたいわけでもない。どんな理由であれ、彼かの女じよに頼たよられて嬉うれしくないはずがないんだけれども。

　ただ、切実に、沖おき島しまさんの一刻も早い復帰を強く願った。

　誠実であろうとする僕ぼくの忍にん耐たい力を、どれだけ試ためせば気が済むんですか。

　お願いだからもう勘かん弁べんして下さい。
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　いなくなって初めて、その人のありがたみが分かると世間ではよく言われている。

　しかし交友関係の乏とぼしい僕ぼくにとって、繫つながりのある人というのは全員ありがたい、かけがえのない存在である。なのでその言葉の意味がイマイチ共感できなかったのだが、それも今日までのことだった。

　やっぱり人って、凄すごい大事。

　僕ぼくのように影かげが薄うすいわけではないが、重え栖すみさんのように注目を集めるキャラでもない沖おき島しまさん。彼かの女じよは重え栖すみさんの面めん倒どうを見るために、親友共々クラスで自分から進んで孤こ立りつしている。なので学校を休んでも特に影えい響きようがないかといえば、全然そんなことはなかった。

　一時間目の休み時間。僕ぼくに続いて重え栖すみさんが教室に入ると、クラスメイトの間で軽いざわめきが起こった。

　彼かの女じよが僕ぼくと一いつ緒しよだったから──ではなく、おそらくは沖おき島しまさんと一いつ緒しよじゃなかったから。

　校内で重え栖すみさんが単独行動をするのは極きわめて稀まれだ。突とつ発ぱつ的に教室を飛び出し、沖おき島しまさんを置いていくことは珍めずらしくないが、単独で登校したことなど今まで一度もなかった。待ち合わせ先で僕ぼくも驚おどろいたくらいだから、彼かれらとしても意外だったのだろう。

　ちなみに前者を否定したのは、誰だれも僕ぼくに目もくれなかったからです。遅ち刻こくするのは初めてだったんだけど、案の定誰だれも気付いていなかったんだと思う。

　慣れてるし、いいんだけどね。

　それでも休み時間が終わるギリギリになるよう時間を調整したことが功を奏し、その時はすぐに二時間目の授業が始まり、重え栖すみさんが周りから話しかけられることは回かい避ひできた。

　けれど結局、それは一いち時じ凌しのぎに過ぎず──

「おはよう重え栖すみさん」

「今日はどうして沖おき島しまさん休みなの？」

　授業が終わってしまえば、途と端たんに彼かの女じよはクラスメイトに囲まれることとなってしまった。

　出欠を取ったことで沖おき島しまさんの欠席が確かく認にんされ、日ひ頃ごろから熱心に重え栖すみさんに話しかけている一部の生徒がここぞとばかりに群がったのだ。それだけでも沖おき島しまさんの存在の重要性が分かるというものだが、実は問題はここからだった。

「わ、わたしに構わないでっ！」

　ガタンと椅い子すを鳴らして立ち上がり、重え栖すみさんはいつものように一いつ喝かつ。そのまま教室を飛び出していくのがお決まりとなった一連の流れなんだけど、しかし今日はそう上う手まくいかない。

「まあまあ、そう怒おこらないで」

「そうそう、たまには私わたし達たちともお話しようよ」

　両サイドを取り囲んだクラスメイトが壁かべとなり、重え栖すみさんが脱だつ走そうするのを妨ぼう害がいしたのだ。僕ぼくも今まで気付いていなかったけど、普ふ段だんは沖おき島しまさんが器用に立ち回り、さり気なく彼かの女じよの逃にげ道みちを確保していたのだろう。

「どっ、退どいてってば……！」

　初めての状じよう況きように戸と惑まどい、けれど強行突とつ破ぱもできずに重え栖すみさんは立たち尽つくす。救いを求めるようにきょろきょろと教室内を見み渡わたし、その瞳ひとみは僕ぼくで固定された。

　まあ、そうなるよね。

「ちょっとごめん、通してもらえる？」

　そんな泣きそうな目で見られなくても、最初から見捨てるつもりなどない。なんだこいつという視線を浴びながら、クラスメイトをかき分け彼かの女じよの傍そばへと辿たどり着つく。

　さて──。

「えっと……」

　ど、どうしようか。

　沖おき島しまさんのように、抱だき付ついて体温で冷やしてやるなんてのは論外。手を引いて廊ろう下かへ連れ出すのが一番だと思うんだけど、重え栖すみさんはすでにいっぱいいっぱいの状態なのだ。手を繫つないだりなんかしたらそれだけで溶とけてしまわない保証はない。というかほぼ確実にちょっと溶とけると思う。

　周りの関心を重え栖すみさんから奪うばうほど口も達者ではなく、

「……ほら、行って」

　僕ぼくにできるのは、体を張って包囲網もうに穴を開けるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「っ──、ありがとっ！」

　すぐにその意図を汲くんでくれ、重え栖すみさんは教室の外へと飛び出していく。さすがに誰だれも後を追いかけようとまではせず、彼かの女じよの秘密が暴かれることはなかった。

「せっかくチャンスだったのに……」

「あーあ……」

　残された僕ぼくには、溜ため息いきと共に冷たい言葉が注がれる。直接文句を言ってくる人はいなかったけど、責められるような空気がありありと伝わってきた。

　もう何度目だろうか。またもや重え栖すみさんが原因で、望まない形で注目される結果となってしまう。

　だけれども。この時ばかりは誇ほこらしい気持ちに溢あふれ、へこんだりはしなかった。

　……。

　……ごめん、噓うそ。

　後こう悔かいする気持ちは微み塵じんもないけど、やっぱり辛つらいのは辛いです。
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「ふぅ……」

　ようやく迎むかえた昼休み。安全地帯である部室に逃にげ込こんだ僕ぼくは、いつもの定位置ではなく、間近の椅い子すにどっかりと腰こしを下ろした。へなへなと脱だつ力りよくし、上体をテーブルに預ける。

　重え栖すみさんじゃないけど、天板の冷たさが心ここ地ちいい。

「……ごめんね」

　しばしそうやって癒いやされていると、二つ隣となりの席に座すわった重え栖すみさんが、ぽつりと呟つぶやいた。

「へっ？」

「わたしのせいで、久ひさ田だくんに迷めい惑わくかけちゃって」

　ぱちくりと瞬まばたきしながら見み遣やると、彼かの女じよはお守りのようにスマホを両手で握にぎり締しめながら、消しよう沈ちんしてしゅんと肩かたを落としていた。僕ぼくと同じく教室からここまで小走りで来たというのに、テーブルで冷れい却きやくしなくても、体が溶とけている様子はない。

「やっぱり学校来なきゃよかったのかな……」

　短く、しかし深く溜ため息いきを吐つき、目を伏ふせる。

　彼かの女じよの言う通り、今に至るまでが大変だったのは事実だ。

　遅ち刻こくをしたこともあり、午前中に受けた授業は三科目。たかだか三時間ぽっちで、授業中は生徒に絡からまれる心配がないことを考こう慮りよすると、重え栖すみさんの秘密を守るために使った時間は、実質三十分にも満たない。

　二回の休み時間と、昼休みに入ってからここに来るまで。たったそれだけの時間だというのに、僕ぼくはへとへとになっていた。

　沖おき島しまさんの不在により、重え栖すみさんと話をしようと普ふ段だんよりも気合いを入れたクラスメイト。彼かれらを牽けん制せいするのは、僕ぼくにとって辛つらい行いだった。

　授業が終わると同時に重え栖すみさんの元へと駆かけ寄より、廊ろう下かに逃にがす。ただそれだけのことなのだが、周囲も学習し、二時間目よりも三時間目、三時間目よりも四時間目と、時間が経たつに連れて包囲網もうはどんどん強化されていった。

　とはいえ彼かれらも悪意を持って重え栖すみさんに近づいているわけではなく、物理的に捕つかまえたりと無茶する人はいなかったので、実際に辛かったのはその後、針のむしろのような環かん境きようとなった教室で、冷たい視線に耐たえることだったのだけど。

　またさっきは心配がないと言ったけど、授業中だって決して気が抜ぬけるわけではない。注目を集めたり褒ほめられたりしただけで、重え栖すみさんは赤くなり、すぐに溶とけそうになってしまうのだ。とてもじゃないが授業に集中できるわけもなく、ちらちらと気がつけば彼かの女じよの様子を窺うかがっていた。重え栖すみさんも重え栖すみさんでやはり不安らしく、その度に目が合ったものだ。

　客観的に見ると、迷めい惑わくがかかったのは間ま違ちがいないだろう。

　だけど。

「そんなことないよ」

　弱音を吐はく重え栖すみさんへ、僕ぼくはきっぱりと首を横へ振ふった。

「沖おき島しまさんがいなくても、学校に来たいと思ったんでしょ？　だったら堂々と、胸を張って来ればいいじゃないか」

「でも、久ひさ田だくんに迷めい惑わくが──」

「別に。僕ぼくは迷めい惑わくだなんて思ってないよ」

　しょぼんとらしくない姿の彼かの女じよへ、呆あきれ混じりの苦く笑しようを返す。

「重え栖すみさんの体質改善に協力するって決めたときから、苦労するんだろうなってことは予想してたから。今さら迷めい惑わくだって思う方がおかしいでしょ」

「で、でも……」

「ちゃんと見返りを期待しての行動なんだから、気にしなくていいって」

　それでもまだ重え栖すみさんの眉まゆは下がったままで、僕ぼくはことさらに、軽く明るく声を張った。

「重え栖すみさんの体質が改善されたら、僕ぼくに友達を紹しよう介かいしてもらう約束だよ。もし迷めい惑わくかけてるって思うんだったら、その時に返してくれればいいから」

「……うんっ！」

　ようやく納なつ得とくしてくれたらしく、彼かの女じよは久々に、輝かがやく白い歯を見せてくれた。よかったと胸をなで下ろし、一安心──

「あ……、」

　する暇ひまもなく、重え栖すみさんは再び表情を曇くもらせる。

「まだ、何か？」

「今日の久ひさ田だくんみたいな苦労を、文ふみはずっとしてきたんだなって。分かってたつもりだったけど、改めて考えたら、やっぱり迷めい惑わくよね……」

　先さき程ほどの比ではないくらい、ずーんと暗く沈しずむ。血が出そうなほど強く唇くちびるを嚙かむ彼かの女じよを前に、僕ぼくはやれやれと溜ため息いきを吐ついた。

　今いま頃ごろかよと呆あきれるのではなく、なんだ、そんなことかと。

「じゃあそういうことで、お昼ご飯にしようか」

「ちょ、ちょっと！　何よそれ！」

「だってさ、そんなの悩なやむ必要ないでしょ」

　憤ふん然ぜんと立ち上がり、重え栖すみさんは強く僕ぼくを睨にらみつける。頭に血が上って顎あごが軽く丸みを帯びていたが、そのことにすら気付いていない様子だった。

「もし逆の立場だったら、重え栖すみさんは迷めい惑わくだって思う？」

「は？　そんなの思うわけないじゃない！」

「でしょ？」

　即そく答とう、並びに断言する彼かの女じよ。それが答えじゃないか。

「沖おき島しまさんもきっと同じ気持ちだよ。もし迷めい惑わくだって感じてるんだったら、重え栖すみさんからとっくに離はなれていってるはずだし」

　常つね日ひ頃ごろからあれだけ人目を憚はばからずいちゃついておきながら、何を言っているんだか。

「っ…………！」

　すんなりと得心が行ったのだろう、重え栖すみさんは大きく目を見開いた後、すとんと腰こしを下ろした。しばし両手で自分の顔を挟はさみ込こみ、

「……ごめん」

　ばつが悪そうにしながら、ぺこりと僕ぼくへ頭を下げる。

「そう、よね。ありがとう、久ひさ田だくん」

「いいって。それよりほら、早く弁当食べないと、昼休み終わっちゃうよ」

「……うん。そうね」

　食事は楽しく摂とらないと。空気を入いれ替かえるように急せかすと、重え栖すみさんも柔やわらかく微笑ほほえんでくれる。

　午後の授業は、今日は後二時間。

　重え栖すみさんのおにぎりを食べて英気を養えば、それくらいあっさり乗のり越こえられるはずだ。
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　進学校寄りで運動系の部活に力を入れていないせいなのか、この学校は高校のくせに、大人数で使える更こう衣い室が存在しない。なので体育の時は男子が奇き数すう、女子が偶ぐう数すうのクラスに別れて着き替がえを行う。

　そういう理由があっても、自分以外のクラスに入るのは苦手だという人は多いと思う。それでも友達同士で固まっていれば気になるほどでもないんだろうけど、顔見知りすらいない僕ぼくにそれは無理な相談だった。こそこそと無言のまま、教室の隅すみで素す早ばやく着き替がえを済ませる。

「ふぅ……」

　午後一の授業が体育だと、やっぱり眠ねむくなるな。

　運動した後の心ここ地ちよい疲つかれを感じながら、軽く肩かたを回してストレッチ。『二人組を作って』でお馴な染じみであり、友達のいない人にとって鬼き門もんとなりがちな体育だけど、実は僕ぼくはそんなに嫌きらいじゃなかった。

　個人競技の時は確かに死にたくなるけど、団体競技の場合は必ずしもそうではない。たとえば、今日はサッカーだったのだけど、持ち前の影かげの薄うすさを活いかして、相手のパスをカットしたりと地味に活かつ躍やくすれば、その時だけはみんなに褒ほめてもらえるからね。

　午前中のことがあるから、頑がん張ばっても白い目で見られてしまうんじゃないかと少し心配していたんだけど、そんなこともなかった。……未いまだに僕ぼくがちゃんと認にん識しきされていない可能性も、十分にあり得るのが悲しい。

「プラスに考えよう。プラスに」

　気分が沈しずみそうになっているのを感じ、慌あわてて自己暗示をかける。大だい丈じよう夫ぶだと励はげましながら自分の教室へと向かい、

「……あれ？」

　無人の廊ろう下かを眺ながめ、僕ぼくは首を傾かしげた。

　運動するとどうしても体温が上がってしまうので、重え栖すみさんは普ふ段だんから、絶対に体育の授業を見学する。誰だれかから絡からまれてしまうのを避さけるため、最初から体操服に着き替がえもせず、廊ろう下かで待ち合わせる約束だったんだけど。

　きょろきょろと左右を見み渡わたすが、やはり彼かの女じよの姿は見当たらない。

「どこ行っちゃったのかな」

　僕ぼくの教室は女子の更こう衣い室として現在使われているので、中にいるのか確かく認にんするのは不可能だ。仕方がないので他にいそうな場所──部室の方へと、とりあえず足を向ける。

「──んん？」

　するとほとんど進まないうちに、甲かん高だかい女の子の声が小さく耳に届いた。

　か細い、まるで悲鳴のような声が。

「まさか……！」

　凄すごく、嫌いやな予感がする。まだほとんどの生徒が着き替がえをしている最中なのだろう、人ひと気けが少ないことを幸いに廊ろう下かを走ると、二階へと続く階段の踊おどり場ばで、目的の彼かの女じよを発見することができた。

　やはりというか何というか、案の定、ピンチに陥おちいっている。

「ふっふっふ、もう逃にげられないわよ～」

「ひっひっひ、そろそろ観念しなさい」

　壁かべを背にした重え栖すみさんを、三人のクラスメイトが取り囲んでいた。彼かの女じよ達たちは全員ジャージ姿のままなので、着き替がえに行くだろうと油断したところを捕つかまりでもしたのか。

「だからそういう言い方やめなさいって」

　指をわきわきさせる二人を、リーダー格の少女──鈴すず木きさんが溜ため息いきを一つして窘たしなめる。

　取り囲むと言っても、絶対に逃にがさないぞ！　と気合いを入れて構えているわけではなく、教室の時と同様その包囲網もうは緩ゆるい。緊きん張ちようをほぐすように冗じよう談だんめかした態度で、十分に友好的なのだが、照れて赤くなっただけで溶とけてしまう重え栖すみさんにはそれでも脅きよう威いなのだろう。足が竦すくんで動けないようだった。

　走って逃にげられたら簡単なのに。ずっと沖おき島しまさんに頼たよっていたツケが回ってきたのか。

　悪ふざけはしてもどうせ無茶はしなさそうだし、荒あら療りよう治じとしてしばらくこのまま様子を見るのもいいかもしれない。なんて楽天的に考え、

「重え栖すみさんって、すっごい肌はだ綺き麗れいだよね。化け粧しよう水はなに使ってるの？」

「や、やめっ──！」

　僕ぼくはすぐに、とんでもない後こう悔かいをすることとなった。

　びくんと身を竦すくめた重え栖すみさんの頰ほおを、鈴すず木きさんが軽く突つっつく。するとその指は、健康的にぷるんと弾はじかれるのではなく、すっと抵てい抗こうなく頰ほおに埋うまった。

　人体とは思えないほど、柔やわらかく、深く。

「いや──っ!!」

　どん！　と鈴すず木きさんを突つき飛とばし、重え栖すみさんは頭を抱かかえてその場にしゃがみ込こむ。一、二歩たたらを踏ふんだ鈴すず木きさんはしかし、怒おこるのでも謝あやまるのでもなく、呆ぼう然ぜんと自分の指を見つめた。

「い、今……」

　その指先はぶるぶると震ふるえ、振しん動どうはやがて全身へと広がっていく。他の二人も同じものを目もく撃げきしたのだろう、重え栖すみさんから距きよ離りを取り、三人固まるように肩かたを寄せ合った。

「っ──、」

　反射的に体が動き、弾はじかれたような勢いで階段を一段上ったところで全力でブレーキ。僕ぼくは歯を食いしばって足を止める。

　考えろ。考えろ！

　すぐにでも重え栖すみさんへと駆かけ寄より、震ふるえる彼かの女じよを抱だき締しめてあげたい。だけどそれはただの自己満足に過ぎず、全く彼かの女じよのためにはならない。

　必要なのは、重え栖すみさんが溶とけたのを不自然に思わせない説明。──否いな、溶とけたように見えた、勘かん違ちがいをしてしまったと説得させる術すべだ。

（何か、何か起死回生のアイディアは……）

　そんな都合のいいものがあれば、沖おき島しまさんがとっくに採用している。僕ぼくの中の冷静な部分がそう囁ささやくが、脳内でぶん殴なぐって黙だまらせる。だったら沖おき島しまさんとは違ちがうところを考えろよ！

　男。影かげが薄うすい。化学部。燻くん製せい。後は──、

（それだっ！）

　つらつらと思おもい浮うかぶがままに違ちがいを列挙した僕ぼくは、あることに気付いて目を輝かがやかせた。大おお慌あわてで体操服の入ったバッグを漁あさり、目当てのものを確かく認にんする。

　嗚あ呼あ。今が体育終わりで、バッグを持ったままで本当によかった。

（落ち着けよ、僕ぼく）

　時間が経たつに連れて、人が溶とけるわけがないという常識は揺ゆらぎ、彼かの女じよ達たちの疑念は固まっていくだろう。一秒でも早くとダッシュしたくなるが、ぐっと我が慢まん。

　──こほん。

「やあ！　驚おどろいてもらえたかな？」

　朗ほがらかに声を張り、余よ裕ゆうを持ってゆっくりと階段を上がる。

「きゃっ──！」

「何？　何なの!?」

　いつもなら大声を出しても聞き流されることがあるのだが、緊きん張ちよう状態にあったおかげか三人とも反応してくれる。びくっと飛とび跳はねそうな勢いで、こちらに振ふり向むいた。

「誰だれよあんた？」

「あっ！　ほら、えーっと、名前は分かんないけど、同じクラスの──」

「ああ、午前中よく邪じや魔ましてた……？」

　熱心に重え栖すみさんと話そうとしようとしていた三人だけに、辛かろうじてだが僕ぼくのことも覚えていてくれたようだ。こんな時だけど、ちょっと嬉うれしくなってしまう。

「どう？　びっくりした？」

　全力で感謝を表明したいところだけど、今はそんな場合じゃない。自分から進んで話題を戻もどすと、彼かの女じよ達たちも思い出したように、さっと顔から血の気が引いた。

「び、びっくりしたって、あんたも見たの？」

「見たって？」

「だから！　その、重え栖すみさんのほっぺたが……」

「ほっぺたが？」

　意地悪くにやにやと笑いながら、鸚おう鵡む返がえしを重ねる。すると当然の結果として、鈴すず木きさんを始めとした三人の怒いかりが、どんどん僕ぼくへと向けられていくのが分かった。

　よしよし。それでいい。

「もしかして、溶とけたことを言ってるの？」

　僕ぼくがその言葉を発した途と端たん、恐おそる恐おそる顔を上げかけていた重え栖すみさんが、ぎゅっと自分の体を抱だき締しめ、さらに小さく身を縮める。

　ごめんなさい。後でいくらでも謝あやまります。

「溶とけ……？　う、うん。溶とけたってほどじゃないけど……」

「それよそれ！　あんたは何でそんなに平然としてるのよ！」

「そ、そうよそうよ！」

　鈴すず木きさんは微び妙みように首を傾かしげるが、耐たえられなくなったらしい他の二人が怒いかりを爆ばく発はつさせる。ナイスアシストありがとうございます。

「何でって言われても……」

　ぽりぽりと、わざとらしく頰ほおを搔かき、

「つまり、こういうことでしょ？」

「ひっ──」

「うわっ!!」

「きゃあああああああっ！」

　僕ぼくが手を下ろすと、三人は揃そろって悲鳴を上げた。

　まあ、僕ぼくの頰ほおがどろりと溶とけ、垂れ下がっているのだから当然だろう。

「どう？　びっくりした？」

　先さき程ほどと同じ台詞せりふを繰くり返かえし、嫌いやらしく笑えみを深める。じわじわと距きよ離りを詰つめると、彼かの女じよ達たちはお互たがいに抱だき付ついたまま、踊おどり場ばの隅すみまで逃にげ込こんだ。

「い、いや……！」

「来ないで！　来ないでよ！」

　顔色は恐きよう怖ふに染まっており、本気で怯おびえている様子だった。申し訳なさでかなり胸が苦しいし、このまま逃にげられるわけにはいかない。もうこれで十分だろう。

「じゃあ、そろそろ種明かしを」

　土下座して謝あやまりたいという欲求を堪こらえながら、軽く頰ほおを拭ぬぐう。すると溶とけて垂れ下がってた僕ぼくの頰ほおがびよんと伸のび、手の中へと収まる。

　後に残ったのは、傷一つない元通りの肌はだ。

「あ、あれ……？」

　きょとんとする三人に、僕ぼくは右手に握にぎったそれを差し出す。

　洗せん濯たくのりに水、硼ほう砂しや、それと絵の具を混ぜた特製の化合物を。

「もしかしてこれ、スライム……？」

「うん。正解」

　僕ぼくの肌はだの色と同じになるよう調節した、中学の頃ころの作品である。これを右手に隠かくして頰ほおに貼はり付つけ、体が溶とけたように見せかけたのだ。

　沖おき島しまさんの液体窒ちつ素そに対たい抗こうして昨日部屋で探したときは、水分がかなり飛んでしまっていて不安だったんだけど。おかげで肉っぽさが増して、逆に功を奏したようだ。

　こんなふうに使うことになるとは、まさか思ってもみなかったけどね。

「僕ぼくと重え栖すみさんは化学部員なんだ。部の宣伝としてやってみたんだけど、どうだった？」

　非常に不本意だけど、興味ではなく反感を抱いだかれるよう、わざとにやにや笑って畳たたみかける。突とつ然ぜんの勧かん誘ゆうにしばらく三人はぽかんとしていたが、やがてふつふつと怒いかりを滾たぎらせ、鋭するどく僕ぼくを睨にらみつけた。

「はっ？　何言ってんのよあんた！」

「馬ば鹿かじゃないの？　もう！」

「ねえ、もう行きましょ！」

　罵ば倒とうの言葉を残し、彼かの女じよ達たちは僕ぼくの悪口をまき散らしながら立ち去っていく。質たちの悪いイタズラでからかい、そうされるだけのことをしたのだから仕方がない。鈴すず木きさん達たちの反応は当然のもので、何一つ悪くない。

　せっかく顔を覚えてもらったけれど、僕ぼくがこの先、彼かの女じよ達たちと仲良くなるのは非常に困難だろう。まず無理だと言える。

　だけど。

「もう大だい丈じよう夫ぶだよ、重え栖すみさん」

　たったその程度の被ひ害がいで彼かの女じよの秘密を守ることができたのだから、僕ぼくに悔くいはない。

　顔の筋肉を揉もみほぐし、久しぶりに自然な笑えみを浮うかべる。休み時間も残り少ないことだし、さあ、と教室に戻もどろうと思ったのだが、

「重え栖すみさん？　あれ？　重え栖すみさーん……？」

　いつまで経たっても、彼かの女じよは丸くなったまま、顔を上げてくれなかった。

　これはアレか、やっぱりいくら鈴すず木きさん達たちを誤ご魔ま化かすためとはいえ、溶とけると連呼したのがまずかったのか。彼かの女じよ達たちには僕ぼくとセットで、悪い印象を持たせてしまったし。知り合う前に作ったものとはいえ、肌はだの色したスライムも不ふ謹きん慎しんだったかもしれない。

　思い当たる節が多すぎて、不安はどんどん膨ふくらんでいく一方だった。

「その、ごめん！」

　居ても立っても居られなくなり、勢いよく頭を下げる。何から謝あやまっていこうか順番を吟ぎん味みしていると、

「……どうして謝るの」

　膝ひざを抱かかえ直し、重え栖すみさんがほんの少しだけ顔を上げてくれた。

「え、だって、重え栖すみさんを怒おこらせちゃったかなって」

「怒おこってなんかないわよ」

　ぶっきらぼうに呟つぶやき、彼かの女じよはようやく半分背筋を伸のばす。その顔がかなり柔やわらかそうに丸まっているのを見て、僕ぼくは彼かの女じよが動かなかった理由を理解する。

　どうしてそんなに真っ赤になっているのかまでは、分からなかったけど。

「助けてもらったのに怒おこるわけじゃないじゃない！」

「そ、そうだよね」

　反射的に謝りたくなるくらい、語気が鋭するどいんですが。

　どう反応すればいいのか困り、とりあえず僕ぼくもしゃがんで目の高さを合わせる。すると彼かの女じよは長々と時間をかけて深呼吸。

「さっきはその、あ、ありがと」

　上うわ目め遣づかいに僕ぼくを見つめ、蚊かの鳴くような声で、言った。

　両りよう頰ほおに手を当てていても、その手ごと溶とけそうなくらいに体を柔やわらかくしながら。

「凄すごく、……すっごく嬉うれしかった」

「そそそ、そうなんだ」

　途と端たんに僕ぼくの頰ほおも火が出そうなほど熱くなり、耳まで真っ赤に染まる。とにかく体を動かさずにはいられなくなり、座すわったばかりだというのにすぐに立ち上がり、無意味に肩かたをぐるぐると回した。

（どうしようどうしようどうしよう？）

　彼かの女じよの顔を直視していると、頭が真っ白になって何も考えられなくなってしまう。しかしじっと僕ぼくを見つめる潤うるんだ瞳ひとみから目を逸そらすことなどできず、胸の鼓こ動どうは激しくなる一方だった。

　重え栖すみさんも口を閉じてしまい、お互たがいに黙だまったまま、何な故ぜかずっと見つめ合う。無言なことに関しては、決して居い心ごこ地ちは悪くなかったのだが、とても落ち着かない。屋上まで階段を一気に駆かけ上あがりたい衝しよう動どうに駆かられながらも体は指一本動かず、頭から湯気が出そうなほど発熱し、溶とけかけた彼かの女じよの姿を強制的に網もう膜まくに焼き付けられる。

　数十倍、数百倍に引き延ばされたように時間がゆっくりねっとり流れ──

「うわっ！」

「きゃっ！」

　休み時間の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴ると、僕ぼくと重え栖すみさんは過か敏びんに反応してしまった。

　邪じや魔ましやがってという憤いきどおりと、助かったという感謝の気持ちが僕ぼくの中でせめぎ合い、後者が圧あつ倒とうする。これ幸いにとべしべし頰ほおを叩たたいて気合いを入れ、気分を入いれ替かえた。

「じゅ、授業時間始まっちゃったし、教室戻もどろうか」

「………………うん」

　微び妙みように視線を逸そらしながら重え栖すみさんに目を戻もどすと、顔の赤みは通常状態に戻もどっていたのに、頰ほおはまだ丸く膨ふくらんでいた。しぶしぶと不本意そうに腰こしを上げ──

「あ、あれ？」

　ようとするが、逆によろけて尻しり餅もちをつきそうになってしまう。

「どうしたの、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ちょ、ちょっと足に来ちゃってたみたい」

　見るとスカートからすらりと伸のびる彼かの女じよの白い足が、ぶるぶると細かく震ふるえていた。同時に僕ぼくの心臓も激しく存在を主張し始め、慌あわてて目線を上げる。

　え、えっとだ、重え栖すみさんはついさっき、秘密がバレそうになるというピンチを乗のり越こえたばかりなのだ。まあそうもなるか。

「はい」

「っ！」

　特に深く考えることなく。立つのを手伝おうと僕ぼくが手を差し出すと、重え栖すみさんははっと息を飲み、大きく目を開いた。

　彼かの女じよの体質的に、直接手を触さわるのは嫌いやがられるかもしれない。遅おくればせながらにそう気付き、引ひっ込こめるべきか迷うが、

「う、うん」

　重え栖すみさんはおずおずとだが、すぐに僕ぼくに応じて手を伸のばしてくれた。近づいただけでその手がかなり熱を持っているのが分かり──

「……」

「……」

　お互たがいの指が触ふれるか触ふれないか。そのちょうどのタイミングで、重え栖すみさんのスカートのポケットがぶるぶる震ふるえた。

「もうっ！　何でこんな時にっ！」

　ぺこっと僕ぼくに小さく頭を下げ、重え栖すみさんはポケットからスマホを取り出す。むすっとした顔で画面を睨にらみつけ、

「っ──!!」

　ぴょん、と飛とび跳はねるような勢いで立ち上がる。

　スマホの画面を見た途と端たん、一呼吸も置くことなく。

「え、重え栖すみさ──」

「ごめん久ひさ田だくんっ、また後でっ！」

　そしてそのまま、彼かの女じよは脇わき目めも振ふらずに二階へと駆かけ上あがり、猛もうスピードでどこかへと走り去っていく。一いつ瞬しゆん見えた横顔は、笑え顔がおできらきらと眩まぶしいくらいに輝かがやいていた。

　一いち瞥べつすらされずに取り残され、

「足、元気じゃないか……」

　一人寂さびしく、僕ぼくはそう呟つぶやくのだった。
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　前にも言ったけど、常つね日ひ頃ごろから重え栖すみさんは授業の欠席率が高い。

　なので六時間目以降、彼かの女じよの席が空きっぱなしになっていても、誰だれもがそれを普ふ通つうのこととして受け入れていた。例外として鈴すず木きさん達たち三人は、微び妙みように気まずそうにしていたけれど。

　必然的に重え栖すみさんが誰だれかに絡からまれる心配をする必要がなくなり、僕ぼくも授業に集中──することができればよかったんだけど、そう上う手まくはいかない。あんな別れ方をしたのでは、この場にいてもいなくても、彼かの女じよのことが気になって仕方がなかった。

　結局、最後まで上うわの空のまま放課後を迎むかえ、僕ぼくはとりあえず部室へと向かった。

「また後でって言ってたけど……」

　化学準備室のドアに手をかけると、鍵かぎは開いておりスッと抵てい抗こうなく開く。やっぱりここかと安あん堵どして、

「重え栖すみさ──」

　入室しながら彼かの女じよへ声をかけようとした僕ぼくは、けれど途と中ちゆうで口を閉じることとなった。

　予想が外れて重え栖すみさんが部屋に居なかったわけではない。居るのは居るんだけど、完全に僕ぼくの予想外な姿だったのだ。

　椅い子すを三つ四つ並べて、その上で体を横に。ただし頭の部分は直接椅い子すに預けるのではなく、彼かの女じよの親友──学校を休んでいたはずの沖おき島しまさんの膝ひざの上に。

　つまりは膝ひざ枕まくらをされていた。

　そうしてただくつろいでいるのではなく、静かに寝ね息いきまで立てている。

「……ドア」

「あっ、ご、ごめん」

　閉めろとジェスチャーで示しながら、沖おき島しまさんが囁ささやくような小声で注意。部外者に見られてしまわないよう、僕ぼくは慌あわてて、かつ音が鳴らないよう慎しん重ちようにドアを閉じる。

「おはよう久ひさ田だ君。といっても、もう放課後だけど」

「おはよう。沖おき島しまさん、体調よくなったんだ」

　まあ、授業は全部欠席してるんだけど。それでも回復したようで、なによりだ。

　重え栖すみさんを起こさないよう声を殺して会話しながら僕ぼくが微笑ほほえむと、

「……ん」

　沖おき島しまさんは前まえ髪がみを持ち上げ、つるりとした額を露ろ出しゆつさせた。

「ほら、早く」

「えっ？　ええっ？」

「言っとくけど触さわるだけよ。額を合わせたり、キスしたりしたら許さないから」

「そんなことするつもりないよっ！」

　思わず声が大きくなってしまい、はっとして両手で口を押おさえる。心配しながら様子を窺うかがうと、重え栖すみさんは一いつ瞬しゆん顔を顰しかめたものの、またすぐにすやすやと安らいだ表情に戻もどる。

　ほっと一安心──する暇ひまもなく、

「ん！」

　くいっと顎あごを持ち上げ、沖おき島しまさんが再度アピール。明かりが点つけられていないせいか、その頰ほおはうっすらと紅潮しているように見えた。

　分かった、分かりましたよ！

　こんな程度のことでどぎまぎしてしまう自分を情けなく感じながら、覚かく悟ごを決めて手を伸のばす。艶つややかな肌はだにぴたりと指を当て──

「あれっ？」

　さっきの今だというのに、僕ぼくはつい大きな声を出してしまう。触ふれてすぐに分かるくらい、彼かの女じよの額が熱を持っていたのだ。

　平熱がかなり低めの沖おき島しまさんにとっては、かなりの高熱なんじゃないだろうか。テンションが妙みような感じがするのも、そのせいかもしれない。
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「この通り。治るどころか悪化してるわ」

「えっ、でも……」

　顔が赤く見えたのは、僕ぼくの勘かん違ちがいではなかったらしい。実際に自分の手でそれを確かめ、しかし納なつ得とくできずに首を傾かしげる。

　僕ぼくは何の根こん拠きよもなく、それが勘かん違ちがいだと判断したわけではなかったのだ。

　風か邪ぜをひいて熱が出ているのなら、当然額だけでなく、体温そのものが上がっているはず。なのにそんな彼かの女じよに膝ひざ枕まくらされる重え栖すみさんは、溶とけかけてすらいなかった。

「ああ、説明したことなかったかしら」

　僕ぼくの視線に気付いたのだろう、沖おき島しまさんも目を伏ふせ、親友の髪かみを優やさしく撫なでる。

「かなたは融ゆう点てんが低いって言ったけど、単純に温度だけに反応しているわけじゃないの。それよりもこの娘この精神状態によって、大きく左右されるのよ。

　今みたいに眠ねむってるときは基本的に溶とけないし、前に風か邪ぜひいて寝ね込こんだときは、体温計の数字を見た途と端たんに溶とけて、熱が出てるって認にん識しきできなくなるくらい朦もう朧ろうとしたら、反対に溶とけなくなったくらいだもの」

「……つまり、要は重え栖すみさんの気分次し第だい心ってこと？」

「ええ」

　あっさりと頷うなずき、沖おき島しまさんは脳天気によだれを垂たらす重え栖すみさんの頰ほおを軽くつねる。よく餅もちのように伸のびているはずのそこなのに、今は常識的な範はん囲いでしか変化しなかった。

「かなたはよく私に抱だき付ついて、溶とけた体を元に戻もどしているけど、あれも安心したからって側面が強いのよ。いくら体温が低いって言っても、実際はほんの数度しか違ちがわないわけだし」

「なるほど……」

　それもあって、僕ぼくに体質改善の手伝いを頼たのんだのかもしれない。温度が絶対ではないのなら、治る余地は十分にある。

「ここに液体窒ちつ素そを置かせてもらったのも、いざというときはなんとかなるって、この娘こを安心させるため。最初から実際に使うつもりはないから、安心していいわよ」

「あ、説明が雑だったのは、やっぱりわざとだったんだ」

　だったら前もって、僕ぼくには教えてくれてもいいのに。思わず目つきが悪くなってしまうが、沖おき島しまさんは気にも留とめなかった。

　さらりと僕ぼくの視線を躱かわし、

「いつまで経たっても、私に甘あまえてばっかりなんだから」

　むにむにと重え栖すみさんの寝ね顔がおを弄もてあそび、彼かの女じよは軽く嘆たん息そく。

「まあ、私も人のこと言えないんだけど」

　自じ虐ぎやく的に頰ほおを歪ゆがめながらも、親友に向ける瞳ひとみは優やさしく、穏おだやかだった。

　重え栖すみさんが沖おき島しまさんに依い存ぞんしているのは、誰だれの目にも明らかだ。だけどそれは決して一方通行のものではないに違ちがいない。

　学校を休むほどの高熱なのに、心配になって無理して登校するなんて。沖おき島しまさんだって、重え栖すみさんを過保護に甘あまやかしているじゃないか。

　でも、まあ。

「いいんじゃないの。別に」

　降参するように、僕ぼくは小さく肩かたを竦すくめる。

「今日一日、重え栖すみさんはずっと不安そうにしてたよ。今みたいに完全に気を抜ぬいた表情は、一度もしてくれなかった。秘密がバレはしなかったけど、沖おき島しまさんみたいに上う手まくフォローもできなかったし。

　重え栖すみさんと沖おき島しまさんは、お互たがいにお互いを必要としているんだから。それで構わないんじゃない？」

　悔くやしいけれど、やっぱり僕ぼくなんかじゃ沖おき島しまさんの代わりにはなれない。それがよく分かった。

　二人の関係を共依い存ぞんだと非難する人もいるかもしれないけれど、だからどうしたってんだ。

「はっ？　そんなの当然よ」

　ふんっ！　と沖おき島しまさんは大きく鼻を鳴らし、

「……でも、ごめんなさい」

　しかしすぐに胸を張るのをやめ、小さく頭を下げる。

「かなたの面めん倒どう見るの、大変だったでしょ」

「まあ、否定はしないかな。だけど僕ぼくがやりたくてやったわけだし、謝あやまられるようなことじゃないよ」

「……そうね。じゃあ──」

　愛いとおしそうな目を重え栖すみさんに送り、沖おき島しまさんは僕ぼくへと柔やわらかく微笑ほほえんだ。

「改めて。ありがとう、久ひさ田だ君」

「え、だからそれは、」

「今日のことだけじゃないの。ちゃんとお礼を言わせて」

　別にいいのにと困ってしまうが、彼かの女じよは静かに首を横に振ふり、話を続ける。

「久ひさ田だ君も感づいていると思うけど、かなたは今まで、一人で学校に行ったことは一度もなかったの。私が休む日は、この娘こも必ず休んでいたわ。何かの理由で早退するときも、もちろん一いつ緒しよに。かなたが自分の体質を自覚してから、それがずっと、当たり前だった。

　だから今日も、当然そうだと思ってたの。……ううん、そうなるんだろうなって考えもしなかったわ。最初から休むと決めつけて、風か邪ぜひいたってかなたに連れん絡らくしたの」

　自分自身に呆あきれるように、軽く苦笑い。

「そしたら一人で学校行くって、一人でも行けるって言い出して。……驚おどろいたわ」

「……うん。だよね」

　実際、僕ぼくも自分の目を疑った。

「熱のせいで幻げん聴ちようでも聞こえたんだと思って、今け朝さは流してたんだけど。昼頃ころにかなたからのメールに気付いて、本当だって分かったの」

「それで、風か邪ぜが治ってないのにわざわざ学校まで出て来たんだ」

「ええ。ここでこの娘こに会って、自分の目で確かめるまでは、まだ半分疑ってたんだけどね」

　その状態で来る沖おき島しまさんに、僕ぼくは二度びっくりだよ。

「中学の頃ころまでのかなただったら、絶対にあり得なかったわ。……ううん。私と二人きりのままだったら、きっと、今でも」

　少しだけ悔くやしそうに。そしてその何倍も嬉うれしそうに。

　いつも半開きの瞼まぶたをしっかりと開け、沖おき島しまさんは僕ぼくを見み据すえる。

「ありがとう。貴方あなたのおかげよ」

「……そういうことなら、お礼を受け入れておくよ」

　彼かの女じよにそんな殊しゆ勝しような態度を取られると、何だか妙みような感じがするな。

「あと、ごめんなさい。かなたと仲良くなってるのが気に食わなくて、最近キツく当たっちゃっていたわ」

「あ、そういうことだったんだ」

「ええ。まあヘタレ……じゃなかった優やさしい久ひさ田だ君のことだから、病で弱ってる私を快く許してくれるわよね？」

「許すよ？　許すけどっ！」

　もっとこう、言い方ってもんがあるでしょ。

「はあ……。別に最初から怒おこってなかったけどさぁ」

　釈しやく然ぜんとしないものを感じてしまうが、そのもやもやもすぐに消えていく。

　こんな態度の方が、沖おき島しまさんらしいし。

「そんなの気にしなくてもいいのに。重え栖すみさんが今日頑がん張ばって学校来たのも、沖おき島しまさんに成長したところを見せるためなんだから」

「ん……、まあ、ね」

　微び妙みように口をへの字にしながら、彼かの女じよは脳天気に眠ねむりこける親友の額を軽く小こ突づく。重え栖すみさんは寝ね苦ぐるしそうに額に眉まゆを寄せるが、それが沖おき島しまさんの琴きん線せんに触ふれたのか、やめるどころかトントンとリズミカルに連打。

「もう！　何するのよー」

　遂ついには限界を迎むかえ、眠ねむりから覚めた重え栖すみさんはぷっくりと自分の意志で頰ほおを膨ふくらませた。

「あら、起きたの」

「文ふみが起こしたんじゃないのー。イジワルしないで寝ねかせて──」

　甘あまえた声をだしながら、膝ひざ枕まくらされながらスリスリと身をくねらせ、

「──んにゃっっ!!」

　僕ぼくと目が合った途と端たん、彼かの女じよは弾はじかれたように起立した。後あと退ずさりしようとして椅い子すにぶつかり、こてんとまたすぐに着席する。

「ななななな、なんで久ひさ田だくんがここにいるのっ!?」

「だってもう、放課後だし」

「えっ？　あっ、ホントだ！　ふ、文ふみもどうして起こしてくれなかったのよ!?」

「だからさっき起こしたじゃない」

「そうじゃなくてっ！　タイミングっ！」

　膝ひざ枕まくらされている姿を僕ぼくに見られたのが相当恥はずかしいらしく、重え栖すみさんは癇かん癪しやくを起こした子どものように地ち団だん駄だを踏ふむ。

　うううと唸うなりながら、しばらく頭を抱かかえ、

「ち、違ちがうのよ？」

　真っ赤になった顔を両手で挟はさみ込こみ、重え栖すみさんは目を泳がせながら僕ぼくを見み遣やった。

「勘かん違ちがいしちゃ駄だ目めだからね？　今のはほら、文ふみに耳掃そう除じしてもらってたのよ」

「えーっと、うん。そうだね」

「違うっ！　今のはなし！　聞かなかったことにしてっ！」

　空気を読んで僕ぼくが頷うなずくと、彼かの女じよはぶんぶんと大きく腕うでを振ふってやり直しを要求。二人が親密なのは周知の事実なんだし、膝ひざ枕まくらくらいでそんなに恥はずかしがらなくてもいいのに。

「そっ、そうっ！　文ふみは他人に膝ひざ枕まくらをするのが趣しゆ味みなの！」

　ほとんど間を置かず改めて言い出したのは、さっきよりも無茶苦茶なことだった。

「暇ひまさえあれば誰だれにでも膝ひざ枕まくらするのよ。ねえ文ふみ？」

「は？　するわけないでしょ」

「そこは頷うなずいといてよ！　ねえ！」

　重え栖すみさんはがばりと立ち上がると、親友の裏切りを嘆なげきながら肩かたを摑つかんでがくがくと激しく揺ゆさぶる。沖おき島しまさんは病人なんだし、あんまりそういうことしない方がいいと思うんだけど。

　直接手出しするは躊躇ためらわれ、どうしたものかとおろおろしていると、急にぴたり、と重え栖すみさんの動きが止まる。

　まるで排はい熱ねつするように長々と息を吐はき、

「ひ、膝ひざ枕まくらなんて当たり前のことだし！」

　開き直るように声を張り、沖おき島しまさんの隣となりにどしりと座すわり直す。やっと落ち着いてくれたかと僕ぼくは胸をなで下ろすが、それは大きな勘かん違ちがいだった。

「文ふみがしないんだったら、わたしがしてあげるわ。久ひさ田だくんもほら！　来なさい！」

　つん、と逸そらした顎あごのラインをもっちりとさせながら、彼かの女じよはばしばしと、半分スカートからはみ出た自分の太ふと股ももを叩たたく。

　冷静になるどころか、逆に突つき抜ぬけてしまっていた。

「久ひさ田だ君、相手しなくていいわよ」

　お手上げだと肩かたを竦すくめながら、沖おき島しまさんが溜ため息いきを吐つく。

　対人関係の拙つたなさを露ろ呈ていさせ、重え栖すみさんが妙みようなことを口走るのはこれが初めてではない。彼かの女じよの言葉に従い、優やさしく見守ってあげるべきなのだろう。

　しかし！

「じゃあ遠えん慮りよなく」

　僕ぼくは迷うことなく、沖おき島しまさんではなく重え栖すみさんの意見を採用。手早く椅い子すを配置し直し、ごろりと横へ。

　頭を置くのは、もちろん重え栖すみさんの太ふと股ももの上。

　女の子が膝ひざ枕まくらをしてくれるというのに、断る男があるだろうか？　いるわけないよね！

　ってなわけで──

「うっ……」

　今までの僕ぼくの人生の中で一番早く体が動き、前言撤てつ回かいされる前に、膝ひざ枕まくらを完かん了りようさせたわけなんだけど。

　いざやってみると、もの凄すごく照れる。

　後頭部の半分に伝わる、柔やわらかくすべすべした太ふと股ももの感かん触しよく。髪かみの毛け越ごしとはいえ、直接肌はだが触ふれ合あうのは重え栖すみさんの混乱につけ込こみすぎなんじゃないかと思うが、スカート側に近づくと、それはそれで彼かの女じよの胴どう体たいへと身を寄せることになってしまうわけで。

　結果的に仰あお向むけに寝ね転ころんだまま硬こう直ちよくしてしまい、指一本動かせずにいると、

「っ……!!」

　やっと自分が何を言ったのかを認にん識しきしたのだろう、二つの大きな膨ふくらみ越ごしに、茹ゆで蛸だこ状態になった重え栖すみさんと目が合う。こんなにも人間の顔は赤くなれるものなのかと、半分麻ま痺ひした頭で感心してしまった。

　至近距きよ離り──というほどではないが、それでもお互たがいの顔は、かなり近い。僕ぼくもさぞかし赤くなっているだろうと一度自覚してしまうと、もう駄だ目めだった。視界がぼやけるくらい顔が熱くなり──

「ん────っ!?」

　突とつ然ぜん。あうあうと言葉にならない声を発しながら頭から湯気を出していた重え栖すみさんの顔が、ぬるりと遠ざかった。

　彼かの女じよが立ち上がり、僕ぼくを突つき飛とばしたわけではない。限界まで距きよ離りを取ろうと、大きく上体を反らしたわけでもない。

　遠ざかったのは彼かの女じよではなく、僕ぼく。

　重え栖すみさんに膝ひざ枕まくらをされた体勢のまま、とぷん、と僕ぼくの頭部が沈しずみ込こんだのだ。

　太ふと股ももの厚さ分、持ち上がっていた首の角度が水平に。けれど後頭部が椅い子すにぶつかったりはしない。

　火傷やけどしそうなほど熱く、しかし柔やわらかく心ここ地ちよいナニカに、顔の正面を除く僕ぼくの頭部全体が包つつみ込こまれる。極ごく上じようの甘あまい香かおりが鼻いっぱいに広がり、そのあまりの快楽に、僕ぼくは思考を放ほう棄きした。ゆっくりと瞳ひとみを閉じ、それに身を委ゆだねる。

　嗚あ呼あ、何て幸せなんだ。

　一生このままこうして──

「はい終しゆう了りようー」

「ぐえっ──！」

　だが夢のような時間は、突とつ如じよとして終わりを告げる。鳩尾みぞおちに強きよう烈れつな痛みが走り、強制的に僕ぼくを現実へと引ひき戻もどした。

「えいっ」

「がっ！　痛っ！」

　続け様に横になっていた椅い子すを取とり払はらわれ、したたかに腰こしを打ちつける。ダブルの痛みに、僕ぼくは恥はじも外がい聞ぶんもなく床ゆかをのたうち回った。

「ううううう……」

　涙なみだ目めでどうにか顔を上げると、暴ぼう虐ぎやくの限りを尽つくした犯人と目が合う。

「ひ、ひどいじゃないか！」

「あら、何か文句でもあるの？」

「……いいえ。ありません」

　これ以上の力の行使も遠えん慮りよするつもりはないと、沖おき島しまさんの目は雄ゆう弁べんに語っていた。その冷たい瞳ひとみに、僕ぼくの頭から急速に熱が奪うばわれていく。

　うん。

　一応は重え栖すみさんが自分から言い出したこととはいえ、あれは明らかにやりすぎだった。

「すみません。僕ぼくが悪かったです」

　自主的に床ゆかで正座し、肩かたを落とす。

　誘ゆう惑わくに負け、調子に乗りすぎました。

「まったく。病人を働かせないで欲ほしいわ」

「……仰おつしやる通りです」

　返す言葉もございません。生まれてきてごめんなさい。

「かなたも。ほら、大だい丈じよう夫ぶだから」

「ううう……」

　置き土産みやげとして僕ぼくにあからさまに溜ため息いきを吐つき、沖おき島しまさんは自分の親友へと向き直る。椅い子すにへたり込こんで一歩も動けずにいた重え栖すみさんの頭を抱かかえ込こみ、そっと優やさしく抱だき締しめてやった。

「せっかく成長したと思ったのに、いつまで経たっても世話が焼けるんだから」

　ぶつくさ言いながらも、その口元は嬉うれしそうに緩ゆるんでいる。

　猛もう省せいに充あてるべき時間なんだろうが、ついつい二人の姿に目を奪うばわれていると、

「そうそう、久ひさ田だ君」

　じろりと、重え栖すみさんが目だけを僕ぼくに向ける。

「さっきのことは忘れなさい。いいわね？」

「……はい」

　拒きよ否ひするという選せん択たく肢しなど最初から存在するわけもなく、素す直なおに頷うなずくしかない。

　……だけど。

（忘れろ、忘れろ、忘れろ、……忘れろ！）

　どれだけ自分に言い聞かせてみたところで、世の中にはできることとできないことがあり。

　彼かの女じよの命令は、僕ぼくの能力の限界を超こえていた。

　つまりは無理だよ！

（ううう……）

　あの夢のような感覚を忘れられるわけもなく、僕ぼくはいつまでも、悶もん々もんとし続けるのだった。
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　いったいどうして、こんなことになってしまったんだろう。




　昼休み。弁当を食べ終えた僕ぼくは、こっそりと溜ため息いきを吐ついた。

　気持ち的には盛せい大だいに吐はき出だしたかったのだけど、同席者に気付かれないよう気を遣つかったのだ。溜ため息いきにさえ配はい慮りよが必要な現状に、思わず天を仰あおぎたくなる。

「……どうしたの」

「えっ？」

「溜ため息いきなんか吐ついて。美お味いしくなかった？」

「う、ううん、そんなことないよ？」

　けれどそんな些さ細さいな動きさえ察知されてしまい、僕ぼくは胃がぎゅっと縮み上がった。鋭するどい視線に射い貫ぬかれ、自然に背筋が真まっ直すぐに伸のびる。

　昼食を食べるときですら、気を休められないなんて。

　思わず心中で嘆なげき、肩かたを落とす。

　その原因は言うまでもなく、ギスギスとした空気を漂ただよわせる同席者の存在。彼かの女じよ──重え栖すみさんは、今け朝さからずっと機き嫌げんが悪かった。




　重え栖すみさんに膝ひざ枕まくらをしてもらった翌日。

　無理したのが祟たたったらしく、沖おき島しまさんはまたも学校を欠席した。やっぱり病気の時は安静にしてなくちゃ駄だ目めだよね。

　メールで連れん絡らくを受け、昨日と同じく朝から重え栖すみさんを迎むかえに行く。頼たよってもらえたのが嬉うれしく、この段階では僕ぼくも上じよう機き嫌げんだったんだけど──。

「……っ！」

　しかし。顔を合わせた途と端たん、重え栖すみさんはおはようと挨あい拶さつをする暇ひまもなく、勢いよく僕ぼくから顔を背そむけた。

　首筋を痛めるんじゃないかと心配になるくらい、勢いよく、盛せい大だいに。

「え、重え栖すみさんっ!?」

「……何よ？」

「何って……、えっと、その、どうかしたの？」

「……別に。いつも通りだけど？」

　いやいや、そんなことはないでしょ。

　重え栖すみさんの挙動が不ふ審しんなのは珍めずらしいことではないけど、それは自分の秘密を守ろうとしての結果だ。周りに僕ぼくら以外の人ひと影かげは見当たらず、そもそも前提である溶とけそうになる要因がない。今の状じよう況きようには当てはまらないだろう。

　つまりは彼かの女じよの体質に関係ない部分でこんな反応をしているということであり、

「も、もしかして怒おこってる？」

　恐おそる恐おそるそう訊たずねると、重え栖すみさんは眉まゆを吊つり上あげ、ぎろりと僕ぼくを睨にらんだ。

「は？　怒おこってないけど？」

「え、でも……」

「怒おこってないって言ってるでしょ！」

「そうですねごめんなさい！」

　ほら！　怒おこってるじゃないか！

　重え栖すみさんの表情はかなり険しく、頰ほおも強こわばっている。普ふ段だん、教室にいるときよりも明らかに刺とげ々とげしかった。

　彼かの女じよと友達になってから、ここまでの態度を取られるのは初めてだった。……いや、誰だれに対しても、ここまで引ひき攣つった顔を向けることはなかったように思う。

（どうして……）

　動どう揺ようしながら重え栖すみさんの様子を窺うかがうと、

「な、なに見てるのよっ！」

「あっ……！」

　彼かの女じよはまたも、ぷいっとそっぽを向いてしまう。露ろ骨こつに拒きよ絶ぜつの意志をぶつけられ、僕ぼくは目の前が真っ暗になった。

　足あし下もとがぐらつき、少しでも気を抜ぬくと倒たおれてしまいそうになる。昨日までとは全く違ちがう、予想もしてしなかった反応にショックを受け、ただただその場で立たち尽つくしていると、

「ほら、何してるのよ」

　やはり僕ぼくから顔を背そむけたまま、重え栖すみさんが顎あごでくいっと道の先を示す。

「早く行かないと遅ち刻こくしちゃうじゃない」

「……うん」

　こんなにも怒おこっていながら、誰だれかに絡からまれたときの対策としては利用するのか。

　ちょっとだけ釈しやく然ぜんとしないものを感じてしまうが、口には出せない。混乱するばかりの頭の中身を整理しながら、僕ぼくはとぼとぼと足を踏ふみ出だした。

　そしてそのまま、結局一度も会話することなく学校に到とう着ちやくしてしまう。

　昨日に引き続き、沖おき島しまさんを欠いた教室。関係がぎくしゃくした状じよう況きようで重え栖すみさんをガードするのは少しだけ気が重たかったけど、それは余計な心配だった。

　いつも以上に険しい表情の重え栖すみさん。彼かの女じよの迫はく力りよくに圧あつ倒とうされてか、クラスメイトも積極的に話しかけようとしなかったのだ。

　僕ぼくが助けに入る場面すらなく、……いいことのはずなのに、お前なんて必要ないと言われているようで、身勝手だと分かっていながら心が痛んだ。

　出番のないまま午前中の授業が終わり、迎むかえた昼休み。出で迎むかえの駄だ賃ちんとしてなのか、怒おこってるくせに重え栖すみさんはちゃんとおにぎりを作ってくれていて、もそもそとそれを食べ終え、今に至る。

　正直、ピリピリした雰ふん囲い気きの中では全然味が感じられなかったです。

（どうしてこんなことになってしまったんだろ……）

　もう何度目になるかも分からない、自分への問いかけ。昨日まではあんなに仲良くできていたのにと嘆なげきながら、

（……まあ、アレだよね）

　実のところ、僕ぼくは彼かの女じよが怒おこっている理由に心当たりがあった。

　重え栖すみさんは昨日まで、怒おこっていなかった。より正確に言うと、昨日の午後、沖おき島しまさんが無理を押おして登校してくるまでは。

　つまりはそのあとの出来事。

　明らかに、便乗膝ひざ枕まくら──セクハラが原因だろう。

　セクハラ。

　略さずに言うと『セクシャルハラスメント』。

　日本語に訳すと『性的嫌いやがらせ』である。

　その語感の軽さから、『セクハラ』という言葉は気楽に使われているきらいがある気がするが、日本語にすると字じ面づらのインパクトが凄すごい。

　そしてそれだけのことを、僕ぼくは彼かの女じよにしてしまったのだ。

　家族間を除けば、膝ひざ枕まくらが許されるのは恋こい人びと同士か女の子同士、もしくは病人に対してくらいのものだろう。僕ぼくはそのどれでもないのに、いっぱいいっぱいになった沖おき島しまさんの混乱に乗じて、彼かの女じよの太ふと股ももに頭部で触ふれるという禁きん忌きを犯おかしてしまった。これは訴うつたえられても仕方のない行いである。

　彼かの女じよの怒いかりは理り不ふ尽じんなものではなく、当然の反応なのだ。

（……よし！）

　ここは人として、きちんと謝あやまらなくては。重え栖すみさんの迫はく力りよくに気き後おくれしていたけど、他に邪じや魔まの入らない部室は絶好の場所なのだし。

「重え栖すみさんっ！　その、ごめんなさいっ！」

　善は急げだ。決心が鈍にぶらないうちにと立ち上がり、テーブルを挟はさんだ正面に座すわる重え栖すみさんへ深々と頭を下げる。

「ええっ！　ちょ、急にどうして謝ってるの!?」

「調子に乗ってセクハラしてしまって、すいませんでした！」

「っ──!!」

　腰こしを九十度曲げる僕ぼくの耳に、ガタンと椅い子すが倒たおれる音が届く。姿勢はそのままに顔だけ少し上に向けると、目を丸くした重え栖すみさんが、両りよう頰ほおに手を当てながら立ち上がっていた。

「せせせせセクハラって、な、何言ってるのよ!?」

「昨日、膝ひざ枕まくらさせてもらったことを謝あやまろうと思って」

「……は？　はああっ？」

　反省の弁を告げるが、彼かの女じよは一いつ瞬しゆんぽかんとした後、すぐにその目つきは鋭するどさを取とり戻もどす。

「何よそれ。わたしに膝ひざ枕まくらされたのが嫌いやだったってこと？」

「そんなわけないよっ！　またしてもらいたいくらい最高だったって！」

「っ……！」

　反射的に正直に叫さけぶ。すると重え栖すみさんは口をへの字に曲げ、硬かたく硬かたく結んでしまった。

　いかん。これでは謝罪にならないじゃないか。

「いやあのそうじゃなくて！　僕ぼくとしては嬉うれしかったけど、重え栖すみさんは嫌いやだったみたいだし、ちゃんと謝りたいんだ」

　ぷいっと顔を背そむけてしまった重え栖すみさんへ、しどろもどろに弁解。僕ぼくの必死の思いが通じたのか、彼かの女じよはしばらくして、またこちらに顔を向けてくれた。

「別に。嫌いやだったとは一言も言ってないでしょ」

「でもほら、ずっと怒おこってるみたいだし」

「怒おこってなんかないし」

　むすっと硬かたい声が返される。やっぱり怒おこってるじゃないか！

　これは謝ったくらいで簡単には許さないという意思表示なのだろうか。僕ぼく的にはそうとしか考えられない。

　だとすると、もっと誠心誠意、全ぜん身しん全ぜん霊れいで謝罪するしかない。

「ごめんなさいっ──！」

　具体的にどう反省しているのか長々と述べる方が誠実なのかもしれない。だけどそんなに上う手まく口の回らない僕ぼくには、行動で示すしかなかった。

　古来より伝わる、日本の伝統的な謝罪方法。

　土下座である。

「すいませんでした！　もう二度とセクハラなんかしません！」

　重え栖すみさんの傍そばまで駆かけ寄より、床ゆかに正座。ぴたりと両手を突ついて頭を下げる。

「ちょ、ちょっと、やめてよ！」

「全面的に僕ぼくが悪かったです。　どんな償つぐないでもするから、何でも言ってください！」

「分かった、分かったから！」

　許されなくても仕方がない。どうしても無理というなら、大人しくこの場を去ろう。

　それでも僕ぼくが反省していることだけは、知ってもらいたかった。……本音を言うとやっぱり許して欲ほしいし、また仲良くしたい！

　土下座の体勢のまま、頑がんとして動かずにいると、

「……本当に怒おこってるわけじゃないから。ほら、顔を上げて」

　盛せい大だいな溜ため息いきの後、彼かの女じよはやれやれと優やさしくそう声をかけてくれた。

「ゆ、許してくれるの？」

「だから最初から怒おこってないって言ってるのに……」

　ぱっと瞳ひとみを輝かがやかせながら、くいっと顔を上に向ける。

　すると僕ぼくの目に、慈じ悲ひに溢あふれた重え栖すみさんの笑え顔がおが──

「っ──！」

　飛とび込こんで、来なかった。

　怒おこっていないというのが噓うそで、鬼おにの形ぎよう相そうで睨にらんでいたわけでもない。正確には彼かの女じよがどんな表情をしているのかを、確かく認にんすることすらできなかった。

　──白。

　顔を上げた僕ぼくの目の前には、二本の真っ白な脚あしが生えていたのだ。

　それも、至近距きよ離りで。

　すべすべで綺き麗れいな彼かの女じよの脚あしが、僕ぼくの視界を占せん拠きよする。重え栖すみさんに跪ひざまずくように土下座していたため、真下ではないにしろ気持ち的にはそれに近い角度から見上げる形になり、昨日膝ひざ枕まくらしてもらった柔やわらかで引ひき締しまった太ふと股ももや、その上まで──

「きゃあああああっ！」

「あっ──！」

　気付いた時には、既すでに手て遅おくれだった。

　ついつい彼かの女じよの脚あしに見み惚とれてしまい、頭が麻ま痺ひしてしまっていたが、僕ぼくはなんてことをしてしまったんだ。

　セクハラしてしまったことを謝あやまろうとしていたのに。

　逆に、更さらにセクハラを重ねてしまった。

「あ、あのっ、ごめ──」

　反省しろと自分に言い聞かせるが、僕ぼくの脳のう裏りには彼かの女じよの脚あしが焼き付いたままで、少しも落ち着かせてくれない。あたふたしながらそれでも謝ろうとするも、重え栖すみさんは脱だつ兎との如ごとく後ろに飛とび退のき、僕ぼくから離はなれて行ってしまう。

　ばたばたと壁かべにぶつかりながらドアまで辿たどり着つき、

「ば、ばーかっっっ!!」

　顔を真っ赤にしながらそう叫さけぶと、自分の弁当箱も放置して、部室を出て行ってしまう。

　……。

　うん。

　僕ぼくの言えた義理ではないけど、その捨すて台詞ぜりふはどうなんだろう。





＊






　市中引き回しというのは、こういう気分なんだろうか。

　とぼとぼと虚うつろな目で足を進めながら、僕ぼくはふと、そんなどうでもいいことを考える。

　昼休みに謝罪と見せかけたセクハラ重ねをしてしまってから。

　僕ぼくは重え栖すみさんにどうにか謝あやまろうとはしたものの、放課後まで遂ついにそれを果たすことはできなかった。というか露ろ骨こつに避さけられ、一言も言葉を交かわせてさえいない。

　まあ彼かの女じよからしてみれば、騙だまし討うちされたも同然なのだ。弁解する機会を与あたえてもらえなくても、文句を言える立場ではない。

　どうすればいいんだと頭を抱かかえていたら、「文ふみのお見み舞まいに行く」と重え栖すみさんからメールが。朝と同じく送れということだと察して、彼かの女じよと一いつ緒しよに帰宅することになった。

　他に頼たよれる人がいないから、便利に利用した形なのかもしれないけれど。少しでも償つぐないになるのなら、僕ぼくをどんどん使って欲ほしい。そういう意い気き込ごみで張り切ってはいたものの、やはり無言のまま歩き続けるというのは精神的に苦痛で、僕ぼくの足取りもどんどん鈍にぶくなっていった。

　もう一回土下座するべきだろうか。でもそれだとまたセクハラを狙ねらっているみたいだし……と悩なやんでいると、

「ちょっと、どこ行くのよ」

　不意に、ぐいっとシャツの腰こし元もと辺りが引っ張られた。

「そっちじゃないわ。ここを右に曲がるの」

「ああ、ごめん」

　考えに没ぼつ頭とうするあまり、周りが見えていなかった。硬かたく表情を強こわ張ばらせ、半分そっぽを向く重え栖すみさんに謝あやまり、改めて先に進む。

　──と。

「あ、あの、」

「なに？」

「……ううん、何でもないです」

　どうしたことか、正しい道順に修正したというのに、重え栖すみさんはシャツを摑つかんだまま解放してくれなかった。

　まるで汚きたないものに嫌いや々いや触さわるように、親指と人差し指の先せん端たんぎりぎりで挟はさんで。しかももし摑つかんでいるのが服ではなく皮ひ膚ふだったら、肉を抉えぐり取とりそうなほど強く。

　……これは僕ぼくを監かん視ししてるぞアピールなんでしょうか。

　どうすれば許してもらえるんだろう。ますます気が重くなり、俯うつむきがちに歩いていると、

「あれっ、久ひさっち？」

　前方から来た人物から声をかけられ、僕ぼくは二重に驚おどろいてしまった。

　突とつ然ぜん話しかけられたことに。

　そしてその対象が、重え栖すみさんではなく僕ぼくだということに。

「ええ──って、なんだ、珊さん瑚ごさんか」

　反射的に身構えるも、その相手が誰だれなのか分かり、ほっと肩かたの力を抜ぬく。

「久々に会ったってのに、『なんだ』は酷ひどいんじゃない？」

「ごめんごめん。今ちょっと理由があって、ね」

「ふーん？」

　珊さん瑚ごさんはむむむと唸うなるが、すぐにからりと笑えみを浮うかべる。

「ま、いいや。それにしても久しぶりね。こんなところでどうしたの？」

「えーっと、それは──」

　この辺りは僕ぼくの家の近所ではなく、駅前でも繁はん華か街がいでもない。どう説明したものかと考えていると、

「……久ひさ田だくん」

　地じ獄ごくの底から鳴なり響ひびくような声と共に、摑つかまれっぱなしだったシャツをぐいっと引っ張られる。軽くよろめきそうになりながら後ろを振ふり返かえると、重え栖すみさんがぎろりと僕ぼくを睨にらんでいた。

「ずいぶん仲が良さそうだけど、誰だれなの？」

「あー、えっとね」

　彼かの女じよが自分から興味を示したのだし、とりあえず普ふ通つうに紹しよう介かいすればいいか。

「中学の同級生で、化学部でも一いつ緒しよだった横よこ倉くら珊さん瑚ごさんだよ。珊さん瑚ごさん、こっちは重え栖すみかなたさん。高校でも僕ぼくは化学部に入ってて、重え栖すみさんも部員なんだ」

「へえ？　そうなんだ。よろしくねっ！　かなちゃん！」

「か、かな……、ふんっ！」

　珊さん瑚ごさんがフレンドリーに声をかけるが、重え栖すみさんはしかし、ふいっと顔を背そむけてしまう。

　彼かの女じよは僕ぼくの数少ない、貴重な友人の一人であり、重え栖すみさんがケータイを充じゆう電でんしろと言ってくれたおかげで関係が途と切ぎれずに済んだ相手だ。二人が仲良くしてもらえると僕ぼくとしては嬉うれしいのだけど、やっぱり無理か。重え栖すみさんには元々ハードルが高い上に、今日はかなり虫の居所が悪いわけだし。

「あらら、嫌きらわれちゃった？」

「ごめん、重え栖すみさんはちょっと、人見知りする性格なんだ。別に嫌きらってるってわけじゃないから、気にしないでもらえると助かるよ」

「うーん。残念だけど、久っちがそう言うなら我が慢まんするかー」

　眉まゆをハの字に下げ、珊さん瑚ごさんは腕うで組ぐみする。けれどその目はしっかりと重え栖すみさんに向けられたままで、興きよう味み津しん々しんなのは明らかだった。

　これはいけない。

「ええっと！　ちゃんと直接会うのはほんとに久しぶりだね。みんな元気してる？」

　さり気なく立ち位置を変えて二人の間に割わり込こみ、話を振ふる。珊さん瑚ごさんと同じ高校に行った人の名前を適当に挙げると、彼かの女じよは上う手まく食い付いてくれた。

「特に変わってないかなー。あ、そういえば──」

　誰だれそれが高校デビューに失敗したとか、付き合い始めたとか。交友関係が広いだけあって、僕ぼくの知らなかったことを色々と教えられる。

　中学を卒業した途と端たんに連れん絡らくが取れなくなり、何かあったのかと心配していたことも。

「もっと早く連れん絡らくくれれば、久っちも連休一いつ緒しよに遊べたのにー」

「それは、……うん。全面的に僕ぼくが悪かったよ」

　ごめんなさい。反省してます。

　電話でも謝あやまったけど、やっぱり他の人にも直接会って話をしたいな。僕ぼくがしみじみと、自分の駄だ目めさ加減を再認にん識しきしていると、

「あと、それとね──」

　珊さん瑚ごさんはすぐに話題を切きり替かえ、次々に元クラスメイト達たちの近きん況きようを喋しやべり出した。僕ぼくもその気き遣づかいに感謝しながら、しばし思い出話に花を咲さかせる。

　と──、

「ぐえっ！」

　不意にぐいっとベルトを強く引っ張られ、僕ぼくは強制的に呼吸を中断させられた。はっとして重え栖すみさんへと顔を向けると、彼かの女じよは先さき程ほど以上に機き嫌げんを悪化させていた。

　珊さん瑚ごさんの興味を重え栖すみさんから逸そらすのが目的だったとはいえ、知らない人の話題で勝手に盛り上がられたら、そりゃそうなって当然だよね。

　そうでなくても、親しくない誰だれかと一いつ緒しよに居続けるのは、彼かの女じよにとってストレスになるだろう。ただでさえ今日は精神安定剤ざいである沖おき島しまさんと離はなれ離ばなれの時間が続いているのだし、もっと早く気がついておくべきだった。

「ゴメンね、かなちゃん」

　謝あやまろうとした僕ぼくの先手を取り、珊さん瑚ごさんがひょいっと重え栖すみさんとの距きよ離りを詰つめる。

「せっかくのデートを邪じや魔ましちゃって」

「で、デート？」

　何を言っているんだ。僕ぼくはただ、重え栖すみさんを送っているだけなのに。

　彼かの女じよはずっと僕ぼくの服を握にぎり締しめ、ともすればぶつかりそうなほど近くに居続けているけど。勘かん違ちがいされる要素なんて、どこにも──。

　……。

　あるな。うん。

「いやー、まさか久っちが、高校に入って早々こんなに可愛かわいい彼かの女じよを作るなんてねー。みんなにも教えなくっちゃ」

「いやいや、誤解だから」

　珊さん瑚ごさんの手にかかれば、噂うわさ話ばなしは一いつ瞬しゆんで広まってしまうだろう。早さつ速そくスマホを取り出す気の早い彼かの女じよを、首を横に振ふって慌あわてて止める。

「ん？　違ちがうの？」

　当然、と頷うなずこうとするが、

「ち、違ちがわないわっ！」

　ぐぐぐと僕ぼくを脇わきに押おしやり、身を乗り出した重え栖すみさんが、それより先にとんでもないことを言い放った。

「やっぱり付き合ってるんだ！」

「え、ええ。そうだけど？」

「ねえ、いつからいつから？」

「そそそ、そうね、さ、最近？」

　あんぐりと口を開け、急に何を言い出すんだと啞あ然ぜんとしてしまう僕ぼくを尻しり目めに、重え栖すみさんと珊さん瑚ごさんはどんどん話を進めていく。気がつけばほんの数秒で、もう今さら否定するのは不可能な空気が形成されていた。

　どうしよう。これ。

　盛せい大だいに声を裏返らせる重え栖すみさんは、目をぐるぐると渦うず巻まかせ、どう見ても正気ではない。少しでも早く話を終わらせようとして、またいつものように暴走してしまったのだろう。

（ううっ……）

　そうだと分かっていても、やっぱりどうしても照れてしまう。いつまで経たっても学習しないな僕ぼく！

　完全に自じ滅めつだが、こんな状じよう況きようを作り出した張本人も当然、耳まで真っ赤で──

「っ──重え栖すみさん！」

　彼かの女じよの顔の輪りん郭かくがとろんと丸まっていることに気付き、僕ぼくは一いつ瞬しゆんで血の気が引いた。僕ぼくの声かけで、重え栖すみさんも思い出したように大急ぎで両りよう頰ほおを覆おおうが、時既すでに遅おそし。

「えっ……？　い、今の……？」

　呆ぼう然ぜんとしながら、珊さん瑚ごさんが呟つぶやく。

　限界まで大きく見開かれたその目は、重え栖すみさんの顔に釘くぎ付づけとなっていた。

「違っ、違うのっ!!」

　ぶるぶると重え栖すみさんは激しく首を左右に振ふるが、それは逆効果だった。両手で押おさえていてもはっきりと分かってしまうくらい、彼かの女じよの頰ほおが、手が、輪りん郭かくがぷるぷると揺ゆれ、

「きゃあっ！」

　運の悪いことに、偶たま々たま通りがかった主婦らしき人にすら目もく撃げきされてしまう。

　これはもう、無理だ。

「ごめん珊さん瑚ごさん！　また後で連れん絡らくするからっ！」

「えっ!?　ひ、久っち？　ちょ、ちょっと──」

　元化学部の珊さん瑚ごさん相手では、スライムでしたという手は通用しない。どう頑がん張ばっても誤ご魔ま化かせないと判断し、僕ぼくは重え栖すみさんの手を摑つかんで脱だつ兎との如ごとく逃にげ出だした。

　地理も把は握あくしていない道を、ひたすら前へ。十字路を右に曲がろうとして、直前にちらりと珊さん瑚ごさんの様子を窺うかがうと、棒立ちしていた彼かの女じよが追いかけることに決めたのか、こちらに向かって動き出すところだった。

　もたもたと重え栖すみさんの足は遅おそく、このままだとすぐに追い付かれてしまうだろう。

「ど、どこか隠かくれられそうな場所は……」

　焦あせる気持ちと戦いながら、きょろきょろ左右を見み渡わたしていると、

「久ひさ田だくん、あれっ！」

　はあはあと息を切らせながら、重え栖すみさんが斜ななめ前を指差す。目を向けるとそこには、一台の冷れい凍とうトラックが停とまっていた。

　ちょうど荷物を届けている最中らしく、荷台の扉とびらは閉められているが、ロックまではかかっていない。重え栖すみさんに急せかされるようにして、何も考えずに中へと飛とび込こんだ。

「すみません御お邪じや魔まします！」

　後でいくらでも謝あやまります。今だけは勘かん弁べんしてください。

「うっ……！」

　当然のことだけど、荷台の中は暗く、猛もう烈れつに寒い。走って上がっていたはずの体温が一気に奪うばわれ、全身に鳥とり肌はだが立つが、気にしてはいられない。そんなのは全部後回しだ。

「……」

「……」

　じっと息を押おし殺ころし、全神経で外の様子を窺うかがう。

　どうやら隠かくれる姿は見られていなかったらしく、扉とびらがすぐに開かれるようなことにはならなかった。それでも油断せず、十秒、二十秒。ゆっくり脳内でカウントした数字が六十を超こえたところで、少しだけ、肩かたの力を抜ぬいた。

「ひとまずは大だい丈じよう夫ぶかな？」

　まだ近くにはいるはずで、到とう底てい安全とは言えないが、だからといっていつまでもここに籠こもっているわけにもいかない。

　とりあえず、一いつ旦たん外に出ようとして──

「っ……!!」

　扉とびらに手を触ふれた瞬しゆん間かん、その扉とびらが、外からガタガタと揺ゆらされた。

　漏もれそうになる悲鳴を必死で嚙かみ殺ころし、暗くら闇やみの中、じっと音の辺りを凝ぎよう視しする。重え栖すみさんの両手が、僕ぼくの二にの腕うでをぎゅっと強く摑つかんだ。

　どきどきと心臓が飛とび跳はね、──どれだけそうしていただろうか。

「行った……よね？」

「う、うん」

　その音は拍ひよう子し抜ぬけするほど早くしなくなり、そこから更さらに数秒待って、やっと僕ぼくと重え栖すみさんは囁ささやきを交かわす。

　そして。

「あっ──」

「──っと」

　ほどなくしてトラックが動き出し、さっきの音の正体が、珊さん瑚ごさんではなく運転手によるものだと気付かされる。

「降り損そこなっちゃったね」

「ええ。次に停とまったら、ちゃんと謝あやまらないと」

　ケータイをポケットから取り出し、明かりを確保。重え栖すみさんと顔を見合わせ、お互たがいに苦く笑しようした。

　まあ考えようによっては、確実に珊さん瑚ごさんから逃にげられて、よかったかもしれない。不幸中の幸いというやつだ。

「おっとっと、結構揺ゆれるね」

「下へ手たに素す手ででどこか触さわると、指がくっついちゃうわよ」

　根本的な部分はまるで解決していないんだけど。目の前の危機を脱だつ出しゆつしたことで、どうしても気が緩ゆるんでしまう。非日常な状じよう況きようを楽しむ余よ裕ゆうも生まれ、僕ぼくらは軽口を叩たたいた。

　しばらくしてトラックは停とまり、

「……あれ？」

　しかし、荷台の扉とびらは開かない。

　信号待ちをしているのかと最初は思ったが、それにしては長い。数分待っても再び動き出す様子はなく、僕ぼくは首を傾かしげた。

「何かあったのかな？」

「……分かんない」

　重え栖すみさんも困こん惑わくした様子で、自分の体を抱だき締しめるようにしながら二にの腕うでを擦さする。

　荷台の中の寒さは半はん端ぱではない。すぐに出られると考えていたからこそ、今まで平気な顔して耐たえられたし、楽しめたのだ。その大前提が崩くずれると、ここはひたすらに苦痛な空間となる。

　夏服で、しかも軽く汗あせばんでいたとなると尚なお更さらだった。

「おーい！　このトラックの運転手さーん！」

　一刻も早く脱だつ出しゆつしようと、僕ぼくは大声で呼びかける。本当は運転席側に寄って声をかけるのが有効なんだろうが、積まれた段ボール箱に阻はばまれそれは不可能だった。代わりに扉とびらをがんがんと全力で叩たたく。

「すみませーん、誰だれかいませんかー！」

　通行人でも誰だれでもいい。とにかく聞こえてくれと声を張り上げるが、残念なことにいつまで経たっても反応はなかった。

　もしかして、ここでも僕ぼくの影かげの薄うすさが足を引っ張っているのか？　さすがにそんなことはないと思うんだけど、自信を持って断言できない自分が悲しい。

「……どうしよう」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだって！」

　不安げな重え栖すみさんを励はげまそうと、空元気を出して笑ってみせる。そしてその言葉を現実にするため、何かないかと改めて周りを観察することにした。

　ケータイを掲かかげ、頼たよりないライトで荷台内を照らす。段ボール、段ボール、ときどき発泡はつぽうスチロール。目に映るのは配達する荷物ばかりで、役に立ちそうなものはどこにも見当たらない。

　……。

　あれ？　もしかして詰つんでる？

「すっ、すーいーまーせーん！」

　嫌いやな考えは僕ぼくの中でどんどん膨ふくらんでいき、それを振ふり払はらうため、無む性しように動きたくなる。力いっぱい扉とびらを叩たたきながら、喉のどが痛くなるくらいに再び声を張った。

「……おーい……」

　しかし、やはり反応はない。冷れい凍とう仕様なため、普ふ通つうのトラックよりも防音性が高くなっているのかもしれないな。

　手にしたケータイで誰だれかに助けを呼ぼうにも、ここがどこなのかは僕ぼくにも分からない状態だし……。

　ぞくり、と全身に怖おじ気けが走った。

　どうにかなると虚きよ勢せいを張っていた心が弱気側に傾かたむいたせいか、途と端たんに刺さすような冷気に耐たえるだけの熱量が、僕ぼくの中から失われてしまう。どんなに手で擦さすっても鳥とり肌はだは立ちっぱなしになり、歯の根が合わずにカチカチと鳴った。

「ごめんね……」

　外に助けを求めるのをやめ、ガタガタと震ふるえていると、重え栖すみさんが今にも消え入りそうな声で、僕ぼくに頭を下げる。

「わたしのせいで、こんなことになって。久ひさ田だくんをまきこんじゃたりして、ごめんなさい」

「いやいや、重え栖すみさんのせいじゃないでしょ」

「ううん。わたしがもっとしっかりしてれば──」

「偶たま々たまとはいえ、珊さん瑚ごさんと会ったのが原因なんだから。どっちかというと、悪いのは僕ぼくの方だよ」

　まだ言い重ねようとする重え栖すみさんの声を、僕ぼくは強い口調で強ごう引いんに上書きする。

　そうとも。もし重え栖すみさんと一いつ緒しよにいたのが僕ぼくではなく沖おき島しまさんだったら、最初からこんなことにはなっていなかった。そもそも珊さん瑚ごさんと話をする流れにならなかったし、もし何かのきっかけで声をかけられたのだとしても、沖おき島しまさんだったら僕ぼくなんかより上じよう手ずにカバーしていたに違ちがいない。

　重え栖すみさんが勝手に自じ爆ばくしたのは、まあ、事実だけど。彼かの女じよがそういう性格だってことは、前から分かっていたわけだし。

「で、でも……っ！」

　それでもまだ自分の非を訴うつたえようとした彼かの女じよは、けれど声を詰つまらせ、自分の体を強く抱だき締しめる。

「重え栖すみさんっ!?」

「大だい丈じよう夫ぶ……、だから」

　弱々しく僕ぼくに微笑ほほえんでみせるが、その唇くちびるは紫むらさき色いろに染まっていた。

「っ──!!　ごめん！　すぐに外に出してあげるから！」

　何を簡単に諦あきらめていたんだ僕ぼくは！

　ここに閉とじ込こめられたのが僕ぼく一人だったらそれでもいいけど、重え栖すみさんも一いつ緒しよなのだ。だったらどんな手段を使ってでも、彼かの女じよを助けなくてどうする。

　確かにさっきは、どんなに強く扉とびらを叩たたいても反応はなかった。

　だったらもっと、もっともっと強く叩たたけ！

「くっ──、うおおおおっ!!」

　狭せまい荷台内で最大限助走をし、僕ぼくは全力で扉とびらに体当たり。

　手が駄だ目めなら全身を使えばいい。簡単な話だ。

「ちょ、ちょっと久ひさ田だくんっ!?」

「危ないから重え栖すみさんは離はなれてて！」

　ガツン、ガツン。幾いく度どとなく体当たりを繰くり返かえし、右みぎ肩かたが痛みが激しくなったら今度は左ひだり肩かたからぶつかる。左も駄だ目めになったら、我が慢まんして再び右肩を酷こく使し。やがてその痛みすら感じなくなり、冷え切った空間だというのに目を回しそうなほど体が熱くなる。

　しかし──

「くっ、くそっ……!!」

　それでも、状じよう況きようは何も変えられなかった。

　冷静に考えれば誰だれにでも分かることだけど、特に身体的に秀ひいでているわけでもない平へい凡ぼんな男子高校生一人がどんなに頑がん張ばってみたところで、金属製の頑がん丈じような扉とびらを破は壊かいすることなどできはしない。そんな当たり前の結果が、現実として突つき付つけられる。

　ただし全くの無意味だったというわけではなく、ロックが雑だったのかそれとも整備不良だったのか、扉とびらが微び妙みように歪ゆがみ、下部の合わせ目から僅わずかに光が差さし込こんだ。

　とはいえそんな数ミリ程度の隙すき間までは、脱だつ出しゆつするなんて夢のまた夢。声が嗄かれるまでそこから助けを呼んだとしても、今までの感じだと、人が通りがかることに期待できそうにないし。

　荷台内の温度を上げる効果も極きわめて薄うすそうで、周りがちょっと明るくなった、という気休めにしかならなかった。

「ちくしょう……!!」

　自分の無力さをまざまざと見せつけさせられ、僕ぼくは八つ当たりのように立たち塞ふさがる扉とびらを殴なぐりつける。ただの力任せで今さら状じよう況きようを変えられるわけもなく、皮ひ膚ふが裂さけ、拳こぶしを血で滲にじませるだけで終わってしまった。

　芯しんまで冷え切っていた指先が、流れた血で暖められ、感覚を取とり戻もどす。ずきずきと痛みを訴うつたえたが、それすらもすぐに冷れい却きやくされ、何も感じられなくなった。

（まあ、考えようによっては好都合だな）

　痛みを感じないのであれば、遠えん慮りよなく全力を振ふるうことができる。誰だれが諦あきらめるものかと再び拳こぶしを握にぎり締しめ、

「久ひさ田だくん……」

　しかし扉とびらへと叩たたきつける前に、重え栖すみさんが僕ぼくの拳こぶしを両手で優やさしく包んだ。同じく冷え切ってた彼かの女じよの手が次し第だいにぽかぽかと温かくなり、その熱が僕ぼくの強こわ張ばりを解かしていく。

　指先だけでなく、追おい詰つめられていた心も。

「ごめんね。わたしなんかのために」

「『なんか』じゃないよ。それにほら、自分が助かるためにやってるだけだから、さ」

「……うん。ありがとう」

　気にしないでと微笑ほほえむと、彼かの女じよも笑えみを返してくれる。

「あっ……」

　その珍めずらしい笑え顔がおに見み惚とれ、ふと、大事なことを思い出す。

　逃にげるどさくさですっかり忘れていたけど、僕ぼくはセクハラの罪で重え栖すみさんに嫌きらわれている真っ最中だった。

　こんな状じよう況きようで口にするのは卑ひ怯きようかもしれないけれど、せっかくの冷静に話をするチャンスなのだ。彼かの女じよの心の負担を減らすためにも、利用させてもらおう。

「ここから出られたら、さ。もう一回、ちゃんと謝あやまらせてもらえないかな」

「謝あやまるって……？」

「ほら、昨日と今日、二回もセクハラしちゃったこと」

「っ……！」

　途と端たん、重え栖すみさんの顔が耳まで真っ赤に染まる。しかしその熱もすぐに冷やされ、彼かの女じよの優美な顎あごのラインは崩くずれることはなかった。

「お、怒おこってないって何回も言ってるじゃない」

「でも、ずっと目も合わせてもらえなかったし……」

「それはっ！　……その、久ひさ田だくんの顔見たら、何もしてなくても勝手に溶とけそうだったの。だから避さけてただけよ」

　溶とけないようにと気合いを込こめ、表情もいつも以上に硬かたくしていたのだと重え栖すみさんは声を大にする。

「……よく分からないけど、本当に怒おこってたわけじゃないんだ？」

「ええ。ここなら寒くて溶とけ──」

　そう言いかけ、彼かの女じよは不意に口を噤つぐむ。何事かを考えるようにぶつぶつ呟つぶやき、僕ぼくと正面から顔を合わせる。

「……うん」

　ゆっくりと目を閉じ、大きく深呼吸。

「後は、わたしに任せて」

　次に瞼まぶたを上げたとき、重え栖すみさんの瞳ひとみには、強い決意が宿っていた。ふん！　と鼻から息を吐はき、繫つなぎっぱなしだった僕ぼくの拳こぶしから、名残なごり惜おしそうに手を離はなす。

「えっ？　いや無茶だって！」

「大だい丈じよう夫ぶ。怪け我がするようなことはしないから」

　何を言い出すんだと驚おどろく僕ぼくを、彼かの女じよは織おり込こみ済みだとばかりに軽く受け流す。

「ほら、むこう向いて」

「だ、だから──」

「早く！」

　ぐだぐだと言いい募つのろうとするが、急せかされ僕ぼくは回れ右させられる。指示されるまま、扉とびらに背を向けて立たされることになった。

「わたしがいいって言うまで、絶対こっち見ちゃ駄だ目めだからね」

「……わ、分かったよ」

「何があっても！　絶対振ふり返かえらないでよ！」

「だから分かったって！」

　そこまで念押おししなくても、僕ぼくは約束を破ったりはしないのに。……と思ったけど、普ふ通つうならともかくこんな状じよう況きようでは、可能性もなくはないか。

　でも、重え栖すみさんはいったい何をするつもりなんだろう？

　強ごう引いんに突とつ破ぱするのは不可能だと、彼かの女じよだって理解しているはずだ。僕ぼくのように体当たりをする心配はないだろうけど、じゃあ……？

　何も思おもい浮うかばず、僕ぼくが首を傾かしげていると、

「……」

　静かな荷台内で、微かすかな衣きぬ擦ずれの音が耳に届いた。

「えっ……？」

「こらっ!!　こっち見ちゃ駄だ目めだからね!!」

「は、はいっ！」

　僅わずかに反応しただけで叱しかられてしまい、僕ぼくは反射的に気を付けする。衣きぬ擦ずれの音も同時に止まるが、しばらくして再開。衣類らしきものが床ゆかに落ちる音までが続く。

「ええっ？　ちょっ、」

「駄だ目め！　じっとしてて！」

「い、いやいやいや！」

　いったい何をしてるんだよ！

　聞こえる音からすると、重え栖すみさんが服を脱ぬいでいるとしか想像できない。だけどこんなところでそんなことをする理由などなく、僕ぼくの聞き間ま違ちがいなのかと最初は思ったけど、彼かの女じよの反応からすると外れていなさそうだし。

　あまりに寒い環かん境きように長時間居続けると、寒いのではなく熱いのだと体が錯さつ覚かくし、服を脱いでしまうと聞いたことがある。雪山で凍とう死しした人が、稀まれに裸はだかで発見される理由がそれらしい。

　もしかして、重え栖すみさんもそんな状態に陥おちいってしまったんだろうか？　だとしたら危険なのに、絶対振ふり返かえれないじゃないか！
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「え、重え栖すみさん、ここはほら、寒いよ？」

「ええ。すっごい寒いわよ？」

　恐おそる恐おそる確かく認にんしてみるも、怪け訝げんそうに返されてしまう。あれ？　違ちがうの？

　だとしたら一安心なんだけど、じゃあどうしてなのさ！

　完全に理解できなくなり、僕ぼくは指一本動かせなくなる。不純な動機など一つもないが、自然と全神経は耳に集中させられた。

　シャツ、スカート……、衣類が床ゆかに落ちる音は、制服の数を超こえても続き──

「っ……!!」

　その音がしなくなったなと考えていると、突とつ然ぜん、僕ぼくの背中に二つの柔やわらかい感かん触しよくが押おしつけられた。

　お互たがいに体は冷え切っているはずなのに、形が分かりそうなほど、熱い。

「えええ重え栖すみさんっっっっ？」

「い、いいからじっとしててっ！」

　震ふるえて裏返った声を出してしまうが、彼かの女じよの声も僕ぼくに負けず劣おとらず余よ裕ゆうが感じられない。言われなくても身動きなんてできるはずもなく、しゃきんと背筋を伸のばして固まっていると、温かく柔やわらかな感かん触しよくは、じわじわとその範はん囲いを広げていった。

　背中は丸ごと。上は首筋から、下は踵かかとまで。僕ぼくの視界に入らない、側面よりも後ろの部分が、満まん遍べんなく包まれていく。

　熱い。

　ただただ熱い。

　背後の感かん触しよくだけでなく、僕ぼく自じ身しんも全身の血が沸ふつ騰とうしそうなほど熱くなっていた。ここが冷れい凍とうトラックの荷台だなんて信じられず、僕ぼくも服を脱ぬぎ捨すてたいという欲求に襲おそわれる。

「……久ひさ田だくん」

　どれだけそうしていただろうか。また違ちがう温かな吐と息いきが僕ぼくの耳にかかり、

「ひゃっ、ひゃいっ？」

「今まで本当に、ありがとう」

「う、うん。……えっ？」

「……お願いだから、見ないで……」

　全ぜん身しん全ぜん霊れいで飛とび跳はねていた心臓が、少しだけ勢いを弱める。

　最後に囁ささやかれたその声は弱々しく、まるで懇こん願がんでもするようだった。

「な、何を──」

　急にお礼など言い出した意図を問とい質ただそうとして、僕ぼくは声を詰つまらせる。柔やわらかく温かなその感かん触しよくが、ゆっくりと下へ下へと移動し始めたのだ。

　ぴったりと僕ぼくにくっついたまま、その範はん囲いだけが、低く。

　足の部分だけは常に熱く、……重え栖すみさんが少しずつしゃがんでいったとしても、到とう底てい無理な動きで。

　遂ついには踵かかとからも、その熱が離はなれ、

「見ないで……」

　散々繰くり返かえされた言葉は、かなり低い位置──床ゆかの高さから発せられたように聞こえた。そしてそれきり、荷台内から重え栖すみさんの気配が消える。

　確かにあったはずの背中の温ぬくもりは、あっという間に周りの冷気に奪うばわれ、失われていった。

　元の状態に戻もどっただけのはずなのに。

　胸にぽっかりと穴が空いてしまったように、寒くて堪たまらなかった。
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　梅つ雨ゆという時期が、実は僕ぼくはそんなに嫌きらいではない。

　湿しつ気けが強く食べ物がすぐにカビてしまうため、燻くん製せいには全く向いていない。そういう意味では嫌きらいだけど、日常生活を送る分には、むしろ好きな方かもしれない。

　雨は誰だれにでも、平等に降り注ぐ。決して僕ぼくを無視して避さけたりはしない。避さけてくれた方が楽でいいと普ふ通つうの人は思うかもしれないけど、無視されない、というのはそれだけで貴重なことなのだ。

　ん？　あれ、よく考えたら太陽も平等に照らしてくれている？　でも日ひ陰かげ者ものの僕ぼくに太陽は似合わないし、雨の中傘かさを差して歩くと、どんなに目立つ人でも個性が埋まい没ぼつするところとかも評価してるし、やっぱり太陽より雨だよ、うん。

　まあ、とにかく。

　暦こよみも六月に入り、楽しみにしていた梅つ雨ゆ入いりが近づいているというのに。今年の僕ぼくは、ちっとも気分が浮うき立たたなかった。

　中間テストの結果も出て、期末テストはまだ先。快晴が続き、教室に漂ただようムードはどこか浮うかれ気味だったが、朝っぱらから僕ぼくだけは沈しずんでいた。

　そう。僕ぼく一人だけ。

　僕ぼくと同様、いつもならそんな雰ふん囲い気きに馴な染じまないはずの重え栖すみさんの姿は、教室に見当たらなかった。

「はあ……」

　思わず溜ため息いきを漏もらし、その息の分だけ、また胸が重くなる。




　僕ぼくと重え栖すみさんが冷れい凍とうトラックの荷台に閉とじ込こめられた日から、もう一週間が経過していた。

　あの後。僕ぼくが身み動じろぎもできずに立たち尽つくしていると、しばらくして荷台の扉とびらが開いた。

　眩まぶしい光と共に、外の暖かい空気が流ながれ込こみ、僕ぼくを包つつみ込こむ。すぐにでも振ふり返かえりたいという強い衝しよう動どうに駆かられるが、ぐっと拳こぶしを握にぎり締しめ、耐たえる。

　まだ、彼かの女じよに「いい」と言われていない。

　許可があるまで振ふり返かえらないと約束したのだ。自分から声をかけたくなるのも我が慢まんし、重え栖すみさんの言葉を待つ。ごそごそとしばし衣きぬ擦ずれの音が続き──

「……」

　実際にはどれくらいの長さだったのだろうか。早く、早く！　と気を焦あせらせる僕ぼくには無限にも思える時間が経過する。その間、聞こえてきたのは不規則な彼かの女じよの呼吸だけで、待ち望む声は一言も発せられない。

　──そして。

　荷台を降りる小さな足音を最後に、その微かすかな息いき遣づかいまでもが感じられなくなった。

　それでも僕ぼくはじっと動かず、彼かの女じよの許しを待つ。すると今度はそれほど時間を空けることなく、ケータイがぶるぶると震ふるえた。

　届いたのは重え栖すみさんからのメールで。

『ごめんなさい』

　ただその一言だけが、無機質な液えき晶しよう画面に映し出された。




　それから僕ぼくは急いで荷台を飛び降り、辺りを手て当あたり次し第だいに捜さがし回まわった。

　左右を見み渡わたしながら、重え栖すみさんの姿を求めて全力で走る。握にぎり締しめたケータイで彼かの女じよに電話をかけるが、いつまでも呼び出し音が続くばかりで繫つながることはなかった。

　すぐに脇わき腹ばらが痛くなり、全身は汗あせだくに。急激な気温の変化も伴ともない猛もう烈れつな吐はき気けに襲おそわれるが、そんなことを気にしている場合ではない。ひたすら、一心に、重え栖すみさんを捜さがす。

　一秒でも早く、彼かの女じよの元へ行きたい。そうしなければならないと、強く突つき動うごかされた。

　だが──。

「あっ……」

　突とつ然ぜん。耳に押おし当あてていたケータイから呼び出し音が消え、僕ぼくは足を止めてしまった。

　元々あまり充じゆう電でんをしていなかったのに荷台内で明かりとして酷こく使ししたことが災わざわいして、電池が切れたのだ。彼かの女じよの方から切ったわけではなく、拒きよ絶ぜつの証あかしなどでは決してないのだけれど。

「ああ、……」

　一度足を止めてしまえば、もう一度走り出すのは無理だった。

　拒きよ否ひされているのだと、心の中で認めてしまったのだ。途と端たんに全身が鉛なまりのように重くなり、自分の意志とは無関係に、その場でへたり込こんでしまう。

　その後のことは、あまり覚えていない。

　記き憶おくが曖あい昧まいなんだけど、とぼとぼと歩いて、冷れい凍とうトラックまで戻もどったんだと思う。そこには僕ぼくらが乗のり込こんだトラック以外にも、似たような大型トラックが二、三台ぽつぽつと駐とまっていた。その辺りは路ろ肩かたが広くて人通りもほとんどない道なので、仮か眠みん場所としてよく使われているらしい。

　それを教えてくれた冷れい凍とうトラックの運転手さんも、最初は凄すごい剣けん幕まくで怒おこっていたのだが、死んだ目をした僕ぼくが機械的に謝あやまり続けていると、いいからもう行けと気味が悪そうに追おっ払ぱらわれてしまった。

　とっくに日が落ちてからやっと家に帰り着き、のろのろとケータイを充じゆう電でん。リダイヤルしても予想通りに繫つながらず、一分ほどで自分から、切る。

　今日に至るまで、思い出したように一日に何回か電話をしているけど。聞こえてくるのは繰くり返かえされる呼び出し音だけだった。

　当然、向こうから連れん絡らくが来ることも、ない。

「はあ……」

　もう何度目なのかも分からない溜ため息いきを吐つき、僕ぼくは力なく机に突つっ伏ぷす。

　あの日、重え栖すみさんは人が出入り不能なはずの荷台内から脱だつ出しゆつし、外から扉とびらを開いて僕ぼくを助けてくれた。

　その方法として、自分の体をドロドロに溶とかして。

　彼かの女じよがあのとき服を脱ぬいだのも、僕ぼくに密着したのも、全てはそのためだったんだろう。凍こごえるような寒さの冷蔵トラックの荷台で、数ミリの隙すき間まを通とおり抜ぬけるほどに体を柔やわらかくするために、羞しゆう恥ちで極限まで自分の体温を高めたのだ。

　重え栖すみさんにしてみれば、そんなこと絶対にやりたくなかっただろうに。それを僕ぼくを助けるため、無理を押おして頑がん張ばってくれた。

　なのに僕ぼくはといえば、どきどきするばかりでそのことを察することができなかった。全てが終わってから、やっと気付くような間ま抜ぬけ野や郎ろうだったのだ。

　愛あい想そを尽つかされても当然というものだろう。

　せっかく沖おき島しまさん抜ぬきでも登校するほど前進していたというのに、もうずっと休んでいるのがその証しよう拠こだ。顔も見たくないくらい、僕ぼくに怒おこっているに違ちがいない。

（完全に、僕ぼくの自じ業ごう自じ得とくだよ）

　実のところ、重え栖すみさんにそんな無茶をさせなくても、あの状じよう況きようから脱だつ出しゆつする方法はあった。重え栖すみさんと沖おき島しまさんは、互たがいにＧＰＳ発信器を持ち合っている。なので早い段階で沖おき島しまさんに助けを求めていれば、居場所を特定してもらい、無事に救出されていたはずだ。

　それに気付きながら、僕ぼくはその案を却きやつ下かしていた。沖おき島しまさんは病気でダウンしているのだからと気き遣づかうふりで自分を誤ご魔ま化かし、彼かの女じよがいなくても、僕ぼくの力で重え栖すみさんを助けるのだと思い上がってしまった。

　本当に、最低だ。

　その沖おき島しまさんも、沖おき島しまさんと同じくずっと学校を休みで、やはり電話も通じない。一度だけ風か邪ぜは治ったとメールが来たので、彼かの女じよも役立たずな僕ぼくに、見切りをつけた可能性が高い。

「はあ……」

　もし僕ぼくと顔を合わせるのが嫌いやで学校を休んでいるのなら、僕ぼくが彼かの女じよ達たちの高校生活を邪じや魔ましているということになる。僕ぼくが転校でもした方がいいのかなとぼんやり考えていると、教室の入り口の方で、軽いざわめきが起こった。

「……ったく、何だよ」

　気分をざらつかせながら睨にらむようにそらちへ目を向けた僕ぼくは、ばしんと机に両手を叩たたきつけるようにして、反射的に立ち上がる。

　クラスメイトでできた薄うすい壁かべの隙すき間まから、高い位置で束ねられた栗くり色いろのポニーテールが目に映ったのだ。

「えっ、重え栖すみさんっ──!!」

　愛あい想そを尽つかされているんじゃと悩なやんでいたことを忘れ、大声で彼かの女じよの名前を呼ぶ。盛せい大だいに椅い子すが倒たおれた音も合わさり、教室中の視線が僕ぼくへと集まるが、今は全く気にならなかった。視界に入りすらしない。

　ただ一点、重え栖すみさんだけを見つめ──

「……」

「あっ……」

　彼かの女じよは僕ぼくと一いつ瞬しゆんだけ視線を交わらせ、しかしすぐにすっと逸そらす。無言のまま、明確に拒きよ絶ぜつの意志を示した。

　彼かの女じよが自分の席へ座すわり、周りを何人かのクラスメイトに囲まれても。僕ぼくは一歩も近寄ることはできなかった。倒たおれた椅い子すを起こす気にもなれず、呆ぼう然ぜんとする。

　少し遅おくれて沖おき島しまさんも教室に入ってくるが、僕ぼくを見て微び妙みように眉まゆ根ねをよせたりと反応はしてくれたものの、やはり話をしようとはしてくれない。

　やがてチャイムが鳴り。

　朝のホームルームの時間が来て、担任の先生に注意されるまで、僕ぼくはそうして立たち尽つくしていた。





＊






　ほんの一週間前まで、僕ぼくにとって昼休みは憩いこいの時間だった。

　周りから無視されることなく、重え栖すみさんや沖おき島しまさんと、会話しながら食事できる。普ふ通つうの人には当たり前のことなんだろうけど、僕ぼくにとってはそれで十分に幸せだった。

　三人で部室で過ごすようになった当初はほとんど無言で、正直、苦痛なところもあった。それが強ごう引いんにデートをさせられたことをきっかけに話をするようになり、おにぎりとおかずを互たがいに用意する関係にまで成長した。

　……まあ。

　それも全て、あの日で終わってしまったのだけれど。

「どうしようかな……」

　この一週間は、部室で一人寂さびしく弁当を食べていた。最初は今日もそうしようかと思ったのだが、よく考えたら今日は昨日までとは違ちがい、重え栖すみさん達たちも登校している。となると彼かの女じよ達たちのために、僕ぼくは部室を明あけ渡わたした方がいいだろう。

　どうせ、食欲なんて欠片かけらもないわけだし。

　立ち上がる気力すら湧わかず、昼休みが始まってからも自分の席でぼーっとしていると、誰だれかが僕ぼくの席の前に立った。

　誰だれかが友達と弁当を食べるため、この席を使おうとしているのか。億おつ劫くうだなと思いながらも腰こしを上げようとして、

「あっ……」

　遅おくればせながら相手が誰だれなのかを確かく認にんし、僕ぼくは中ちゆう腰ごしで固まってしまう。

「こんにちは。久ひさ田だ君」

「……こんにちは」

　そこにいたのは、いつものように眠ねむたげに瞼まぶたを半分下ろした沖おき島しまさんだった。勝手に泳いでしまう目で辺りを窺うかがうが、彼かの女じよ一人だけでセットのはずの親友の姿は見受けられない。

「……重え栖すみ、さんは？　昼ご飯食べなくていいの？」

「かなたは先に部室に行ってるわ。そのことについて話があるの。ちょっと付いてきてくれないかしら？」

　それだけ告げると、沖おき島しまさんは返事も待たずにさっさと背中を向ける。一いつ瞬しゆんたりとも立ち止まることなく教室を出て行くのを見送り、僕ぼくははっとして慌あわてて後を追いかけた。

　重え栖すみさんは廊ろう下かを右に──化学準備室の方へと進んでいった。まさか部室まで行くのかと心の中で抵てい抗こう感が生まれるが、僕ぼくの予想は外れ、思ったよりすぐに彼かの女じよは足を止める。

　話があると言っていたし、教室以外の邪じや魔まが入らない場所ならどこでもよかったのだろう。

「ねえ、久ひさ田だ君」

「はいっ──！」

　こちらへと向き直った彼かの女じよに名前を呼ばれ、僕ぼくは直立不動の姿勢を取った。まるで職員室に呼び出されでもしたように、びくびくと過か敏びんに反応してしまう。

　自分が悪いのだと、自覚があるだけに。

「私が風か邪ぜで寝ね込こんでいるときに、やらかしてくれたらしいわね」

「……うん。ごめん。本当にごめんなさい」

「あら、素す直なおじゃない。でも謝あやまる相手が違ちがうんじゃないかしら？」

　沖おき島しまさんは軽く鼻を鳴らし、

「まあ、かなたは貴方あなたを避さけているみたいだけど」

「っ……！」

　きつく言い放たれた言葉に、僕ぼくはぐっと唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　登校してきたとき以外にも、一時間目の休み時間、僕ぼくは重え栖すみさんに話しかけようとしていた。けれどやはり今け朝さと同様、明確に顔を背そむけられてしまった。

　それで心が折れてしまい、以降はちらちらと視線を向けるのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「せっかく少しくらいは頼たよりにできると思ったばかりだったのに。とんだ思おもい違ちがいだったわ」

「……ごめん」

「ごめんごめんって、他に言うことはないのかしら？」

　冷たい声でねちねちと責められるが、反論などできるはずもない。彼かの女じよの一言一言が、ただでさえ弱っていた僕ぼくの心にずさずさと突つき刺ささり、傷を抉えぐっていく。

　これは不ふ甲が斐いなかった僕ぼくへの罰ばつなのだ。そう考えたら、どれだけ厳しく責められても全然足りないくらいだった。

　ただひたすら真しん摯しに受け止めてていると、

「……でも、そうね」

　小さく息を漏もらし、沖おき島しまさんは突とつ然ぜん、苦く笑しようした。

「結果だけ見たら、久ひさ田だ君にはお礼を言わなくてはいけないわね」

「お、お礼……？」

　それはお礼参りとか、そういう意味でだろうか。首を傾かしげながら鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやく僕ぼくに、彼かの女じよは「ええ」と頷うなずき、

「だってかなたは、今日は一回も溶とけそうになっていないもの」

　さらりと告げられた言葉の意味を理解し、僕ぼくは驚きよう愕がくして大きく目を見開いた。

　言われてみれば、確かに。

　今まで気付いていなかった──というか避さけられていることの方に気を取られて気付く余よ裕ゆうがなかったのだが、沖おき島しまさんの言う通り、重え栖すみさんは午前中、まだ一度も溶とけていない。

　しかも話しかけられるたびに逃にげ出だし、沖おき島しまさんに抱だき付ついたりするのならともかく、それすらも今日はしていなかった。ずっと座すわりっぱなしで、腰こしを浮うかせることすらなかったように思う。

　誰だれに話しかけられても顔を赤くしたりせず、むしろ青白いくらいの感じで。

「この一週間、かなたは私と二人きりのときでも、数えるほどしか溶とけそうになってないわ」

「……」

　つまり。

「やっぱりそれだけ、僕ぼくのことを怒おこってるんだ」

「えっ？　お、怒おこって？」

「うん。無能な僕ぼくに対して、常に冷たい感情を持ち続けてるってことでしょ」

　赤面症しようの彼かの女じよがクラスメイトに囲まれても照れないくらい、強く。怒いかりを通とおり越こし、憎にくしみを抱いだいている可能性すらある。

　セクハラして怒おこらせてしまったと僕ぼくが勘かん違ちがいしたときとは、明らかに違う。あのときの重え栖すみさんは気を抜ぬくと溶とけそうになるのを堪こらえていたらしいが、今回はその兆候すらないのだ。

「え、ええ。そう、なの、かしら？」

　沖おき島しまさんは微び妙みように頰ほおを引ひき攣つらせながら曖あい昧まいに頷うなずき、「とにかく！」と咳せき払ばらい。

「そう解かい釈しやくすると、久ひさ田だ君に対して怒おこり続けている限り、かなたは溶とける心配がないってことになるわ」

「……」

「貴方あなたが二度とかなたに近づかなければ、あの娘こは無事平へい穏おんに、普ふ通つうの人と変わらない生活を送ることができるでしょうね」

「……っ」

　それは、重え栖すみさんがずっと求めていたもの。

　時間の経過と共に、いつかは僕ぼくへの怒いかりも薄うすれていくだろうが、その頃ころには彼かの女じよも人付き合いの仕方を覚え、簡単に溶とけたりはしなくなっているだろう。

　当たり前の、彼かの女じよに相応ふさわしい人生を送れるようになるのだ。

「──ゃだ、」

　僕ぼくがこのまま身を引きさせすれば、そんな明るい未来が待っている。

　ちゃんと、それは分かっているのに。

「嫌いやだっ!!」

　反射的にではなく、勢い任せにでもなく。

　考えた末、自分自身の意志で、僕ぼくは叫さけんだ。

「そんなの嫌いやだよ!!」

　彼かの女じよと関わりたい。話をしたい。

　これからも、傍そばにいたい。

　完全に僕ぼく一人の自分勝手なわがままだ。約束された重え栖すみさんの幸せをぶちこわそうという、とんでもない発言だと自覚している。

　それでも。

　僕ぼくは声という形で、自分の想おもいを吐はき出ださずにはいられなかった。

「……」

　あまりのクズさ加減に呆あきれ果はてたのだろう、沖おき島しまさんは目を丸くして僕ぼくを眺ながめ、

「だったらそうしたら？」

　肩かたを竦すくめながら、あっさりと言った。

　その軽すぎる反応に、僕ぼくは思わず自分の耳を疑う。

「かなたは化学準備室にいるわ。久ひさ田だ君が来ないように頼たのんでくるって、あの娘こには伝えているけど」

「えっ……、い、いいの？」

「あら、私が駄だ目めだって言ったら、貴方あなたは諦あきらめるの？」

　質問を返され、僕ぼくははっとする。

「その程度の覚かく悟ごしかないんだったら、私は行くなって言うわよ」

「……ううん。ごめん、行く」

　誰だれに、何と言われようと。

　言葉は少なくとも、僕ぼくの覚かく悟ごはちゃんと彼かの女じよに伝わってくれた。沖おき島しまさんはやれやれと軽く頷うなずき、

「……本当に嫌きらってたら、あの娘こがこんなに早く復帰するはずないじゃない」

　独り言のように小さく呟つぶやく。

「ん？」

「いいから。ほら、早く行きなさい」

　溜ため息いきを吐つきながら僕ぼくの背後へと回り、どん！　と背中を押おす。

「フォローまでしてあげるつもりはないから。ちょっと時間を潰つぶしてから行くつもりだけど、私が部室に着くまでに解決しておきなさいよ」

「……ありがとう！」

　心の中で彼かの女じよに両手を合わせ、僕ぼくは全力で廊ろう下かを駆かけ出だす。

　決して振ふり返かえることなく、前だけを向いて。





＊






「ごめんっっっ!!」

　開口一番。

　勢いよく化学準備室に飛とび込こんだ僕ぼくは、ドアを閉める手間も惜おしみ、真っ先にそう叫さけんだ。

「えっ……、何で──」

「ごめんなさい！　僕ぼくが悪かったです！」

　僕ぼくが来るなんて予想もしていなかったのだろう、瞳ひとみを揺ゆらす重え栖すみさんへ、頭が床ゆかに付きそうな勢いで腰こしを折る。

　ここに来るまで、何を話すかを必死に考えていた。どういう順番で謝あやまるのか、流れをシミュレーションしていたはずだった。だけどそれらは全部、テーブルの向こうに座すわる彼かの女じよの顔を見た途と端たん、真っ白に吹ふき飛とんでしまった。

　許して欲ほしいという一心で、気がつけば頭を下げていた。

「一週間前……。あの時は、本当にごめん」

「っ──！」

　顔を上げて本題に触ふれると、重え栖すみさんは息を飲み、表情を引ひき攣つらせる。

　やはりそれだけ強く、拒きよ否ひしているということだろう。彼かの女じよがしてくれたことを考えると、その反応も当然だ。

　だけど、それらを全部分かった上で、僕ぼくも会いに来ているのだ。今になって怖おじ気けづき、踏ふみ込こまないわけにはいかない。

　深呼吸して再度自分に気合いを入れ、

「え──」

「どうして久ひさ田だくんが謝あやまるの？」

　そのタッチの差で、重え栖すみさんに先手を取られてしまう。

「逆ならともかく、久ひさ田だくんがわたしに謝る理由なんて、ないでしょ？」

「……それは謝っても許すつもりがないとか、そういう──」

「違ちがうわよ！　何でそうなるの」

　軽く声を荒あらげて否定する彼かの女じよは、困こん惑わくするように眉まゆをハの字に落としていた。

　ということは、本気で僕ぼくが謝っている意味が分かっていないってこと？

　……あれ？

「だってほら、僕ぼくのことを怒おこってるでしょ？」

「別に。怒おこってなんかないわよ」

「で、でも、僕ぼくのことをあれからずっと無視してるし……」

　自分で言いながら胸が苦しくなるけど、ぐっと堪こらえてそう口にすると、重え栖すみさんの顔色が、一いつ瞬しゆんで蒼そう白はくになる。

「そ、それは……」

「重え栖すみさんは体を張って僕ぼくを助けてくれたのに、僕ぼくは最後まで、それに気づかなかったんだから。無能さに腹を立てて当然だよ」

　この期ごに及およんでも、まだ直接非難するのは避さけようとしてくれているのだろう。彼かの女じよの優やさしい気き遣づかいは嬉うれしいが、そんなもの今は不要だと、自分から本題に触ふれ──

「だから！　違ちがうって言ってるでしょ！」

　しかし、またもや間かん髪ぱつ入れずに否定されてしまう。バシバシとテーブルを叩たたきながら、重え栖すみさんは激しく首を左右に振ふった。

　まさかとは思うけど、これは本当に、違ちがう？

　じゃあ──

「だったら、どうしてずっと僕ぼくを避さけてたの？」

「っ──」

　改めて。一から疑問を整理することにすると、重え栖すみさんは前のめりになっていた体を元の姿勢へと戻もどす。自分の肩かたを抱だくようにして、小さく縮こまった。

　唇くちびるを震ふるわせながら、口を開いては閉じを繰くり返かえし。

「あ、あの時……」

　ぎりぎり目が見える限界まで俯うつむきながら、今にも消え入りそうな声を出す。

「わたしがどうやってトラックから出たのか、……久ひさ田だくんは分かって、……る、のよね？」

「……うん」

「っ……!!」

　僕ぼくが頷うなずきを返すと、彼かの女じよは唇くちびるを嚙かみながら、僅わずかに顔を上げた。

「……どうして、」

「えっ？」

「だったらどうしてっ、そんなに普ふ通つうにしていられるのっ!?」

　勢いよく立ち上がり、テーブルの上に乗っかりそうなくらい大きく身を乗り出す。

「気持ち悪いでしょ……っ！」

　鼓こ膜まくが破けそうなほど声を張り上げ、

「あんな隙すき間まを通るなんて！　普ふ通つうじゃ、ない、もの。……気持ちが悪いって、久ひさ田だくんも思ったでしょ……」

　しかしその胸が張はり裂さけそうな叫さけびは、すぐに段々と、小さくなっていく。膨ふくらむように持ち上げられていた肩かたも同じく下がり、儚はかなく立たち尽つくす。

　それでも。

　何度も逸そらしそうになりながらも、重え栖すみさんは涙なみだで潤うるんだ瞳ひとみを、ずっと僕ぼくに向け続けていた。

　彼かの女じよが何を想おもっていたのか、魂たましいの叫さけびを受け止め、

「へっ？」

　僕ぼくはつい、間ま抜ぬけな声を出してしまう。

「ん……？」

「あ、ごめん」

　きょとんと瞬まばたきする重え栖すみさんへ慌あわてて謝あやまるが、すでに手て遅おくれだった。というか謝あやまったことをきっかけに、僕ぼくの反応が見み間ま違ちがいや聞き間違いなどではないと認にん識しきしたらしく、きりりと眉まゆを吊つり上あげる。

「ご、ごめんって、何なのよそれっ!?」

「いや、あのね？」

「わたしがどれだけ悩なやんだと思ってるのよ!!　もしかしてふざけてるの!?」

　もしそうなら絶対に許さないと、彼かの女じよは鋭するどく僕ぼくを睨にらむ。うん。気持ちは分かるけど、僕ぼくの話も聞いてください。

「そうじゃなくて、全然予想もしてなかったことを言われたからさ」

　どうどうと動物を落ち着かせるように、彼かの女じよへ手の平を向ける。

「重え栖すみさんのことを気持ち悪いなんて思ったことは、今まで一度もないよ。だから、さっきは意味が分からなくて、ぽかんとしちゃったんだ」

「う、噓うそよそんなの！」

「噓うそじゃないって。重え栖すみさんがどんなに溶とけても、僕ぼくは何とも思わない。誓ちかうよ」

　苦く笑しようしながら、僕ぼくは彼かの女じよへ向かって右手を伸のばす。

　論より証しよう拠こ。言葉で信じてもらえないのなら、行動で示すのみだ。

「ほら。仲直りの握あく手しゆをしよう？」

「っ──、」

　重え栖すみさんは息を飲み、僕ぼくの手から逃にげるように半歩後あと退ずさり、乗り出していた身を引いた。それでも僕ぼくは手を引ひっ込こめたりはせず、急せかすように前に突つき出だしたりはしない。

　同じ姿勢を保ち、彼かの女じよが応えてくれるのをじっと待つ。

「……」

　僕ぼくの顔から手へと視線を移し、重え栖すみさんは浅い呼吸を繰くり返かえす。三歩進んで二歩下がるような感じで手を出しては引ひっ込こめ──

「あっ──」

　一いつ瞬しゆん、微かすかに指先が触ふれる。彼かの女じよはびくっと大きく手を引いてしまうが、僕ぼくがしっかりと固定したまま動かさずにいると、深呼吸を一つして、今度は真まっ直すぐに、華きや奢しやな手を伸のばしてくれる。

　恐おそる恐おそる、添そえるように寄せられた手を、僕ぼくはしっかりと握にぎり締しめた。

「ねっ？」

「……うん！」

　やっと向けてくれた笑え顔がおは眩まぶしいくらいに輝かがやいていて、途と端たんに僕ぼくの胸は最高潮にまで高鳴る。熱心な心臓の働きに応じて頰ほおが一気に赤くなり、やはり自然な成り行きとして、見つめ合う重え栖すみさんにも伝わってしまう。

「あ、あはははは」

　誤ご魔ま化かしようがないのにとりあえず笑ってしまうと、彼かの女じよの顔も同じく真っ赤に染まり──

「っ──！」

　瞬しゆん間かん、繫つないだ手が硬かたさを失う。

　重え栖すみさんの体温の変化に反応して、ぐにゃりと溶とけてしまったのだ。

　だけど今さらそんなことで、僕ぼくが手を引ひっ込こめるわけがない。もちもちした指を握にぎり締しめ過ぎないように気を付けながら、表情が変わってしまいそうになるのをぐっと堪こらえる。

　顔に出しては駄だ目めだ。耐たえろ！　必死にそう自分に言い聞かせ、ぴくりと僅わずかに口角が揺ゆれる程度に抑おさえることに成功する。

　しかし──

「やっぱり気持ち悪いんだ……っ！」

　重え栖すみさんにとっては、その反応だけで十分だった。

「違ちが──」

「噓うそっ!!　もう嫌いや──っっっ!!」

　繫つないだ手を振ふり払はらい、彼かの女じよは僕ぼくの声を聞きたくないとばかりに両手で自分の耳を塞ふさいで走り出す。こんな状態の彼かの女じよを外に出せるはずもなく、僕ぼくは咄とつ嗟さにドアの前に陣じん取どる。けれどそんな僕ぼくの心配は外れ、重え栖すみさんは部屋の隅すみっこで止まってくれた。

　ほんの少しだけ気を緩ゆるめかけるが、彼かの女じよがとある銀色の容器を摑つかんだのが目に入り、全身に鳥とり肌はだが立つ。

　銃じゆう弾だんのように先が丸まった、キャスター付きの容器。

　沖おき島しまさんが設置した液体窒ちつ素そだ。

「危ないって！　落ち着いて、手を離はなして！」

　彼かの女じよが何を考えているのかは、誰だれの目にも明らかだ。刺し激げきしないよう、ゆっくりと彼かの女じよへ近づこうとするが、

「もう嫌いやなの!!」

　重え栖すみさんはそんなのお構いなしに液体窒ちつ素その入った容器を摑つかみ、蓋ふたを開ける。

「どうしてわたしはこんな体質なのよっ！　嫌きらい！　大っ嫌きらい!!」

「あっ──」

　悲痛な叫さけびが、僕ぼくの胸を鋭するどく抉えぐった。

　僕ぼくですら、自分の影かげの薄うすさに長いこと悩なやまされてきたのだ。彼かの女じよはきっと、その何十倍、何百倍も苦しんできたのだろう。自らの体質を自覚して以来、重え栖すみさんがずっと溜ため込こんできた感情が、遂ついに限界を迎むかえ、決けつ壊かいしてしまったということか。

　そしてその最後の一ひと押おしをしたのは、他でもない、僕ぼくだ。

　全身が重くなり、彼かの女じよの好きにさせたらいいんじゃないかという考えが一いつ瞬しゆん頭をよぎる。けれどすぐに首を振ふって、そんな馬ば鹿かな考えを追い出した。

「重え栖すみさんの気持ちも分かるよ。僕ぼくなんかとは比べものにならないくらい苦しんでいるんだろうけど、少しくらいは分かるつもりだよ。でもさ、そんなことしても怪け我がするだけで、何にもならないじゃないか」

　そもそも今、重え栖すみさんの体は溶とけていないのだから。なおさら液体窒ちつ素そを使う意味などない。

　わざわざ説明しなくても、その程度のことは彼かの女じよも理解しているはずだ。だからまずは容器を下ろして、と説得しようとするが、

「いいのよ。それで」

　重え栖すみさんはうっすらと、空くう虚きよな笑えみを浮うかべる。銀色の容器を掲かかげるように高く持ち上げ、

「こんな体なんて、もう二度と溶とけないように、凍こおってしまえばいいんだわ。それが無理なんだったら──」

　──壊こわれちゃえ。

　涙なみだで頰ほおを濡ぬらしながら、投げやりに言い放つ。

「駄だ目めだっ──!!」

　同時に容器をひっくり返そうとするのを察し、僕ぼくは全力で駆かけ出だした。彼かの女じよがそうすると分かっていたし、阻そ止しするために神経を尖とがらせていた。けれどずきりと胸に走った痛みが僕ぼくの足を引っ張り、容器から液体窒ちつ素そが流れ出るのを、止めることはできなかった。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　しかし、だからといって諦あきらめるつもりは微み塵じんもない。

　目標を容器からその下、重え栖すみさん自身へと切きり替かえる。タックルするように彼かの女じよを突つき飛とばし、押おし倒たおすように上に覆おおい被かぶさった。

　がしゃん！　と銀色の容器が床ゆかを転がり──

「っっっっがあああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　激しい痛みが、僕ぼくの体を焼く。

　液体窒ちつ素その沸ふつ点てんは、摂せつ氏しマイナス百九十六度。専用の容器で保存しても常温で蒸発してしまうので、中身はもうほとんど残っていなかった。その少ない液体も、咄とつ嗟さに素す手でで払はらい、壁かべにはじき飛ばした。

　幸いにも僕ぼくの体に降りかかったのは飛ひ沫まつ程度で済んだのだが、それでも危険な物質には変わりがない。服に染しみ込こんだそれらが肌はだに張り付き、急速に僕ぼくの体を冷れい却きやくした。

　バナナを一いつ瞬しゆんで凍こおらし、スーパーボールから弾だん力りよくを奪うばう威い力りよくで。

「ぐうううううううううううううううううううう……」

「ひっ──、久ひさ田だくんっ！」

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていた重え栖すみさんだったが、叫さけぶ僕ぼくの姿で状じよう況きように気付いたらしく、はっとして立ち上がろうする。しかし逃にがしてたまるかと、僕ぼくは彼かの女じよが上半身を起こしたところで強ごう引いんに押おしとどめた。

　彼かの女じよの背中に両手を回し、ぎゅっと強く抱だき締しめて。

「ひひひひひ久ひさ田だくんっ!?」

「──ごめん」

　きゃっと小さく悲鳴を上げる重え栖すみさんの耳元で、小さく囁ささやく。

　別に格好かつこつけてそうしたわけではなく、悲鳴を飲のみ込こみながらでは、ぎりぎりで喉のどを震ふるわせるのが精せい一いつ杯ぱいだったのだ。持続する痛みは治まるどころか強くなる一方で、床ゆかをのたうち回りたくなるのを必死で堪こらえる。

「さっきはごめん。噓うそを吐ついた」

「そ、そんなの今はどうでもいいから、治ち療りようを──」

「重え栖すみさんが溶とけても何とも思わないって言ったけど、あれは噓うそなんだ」

「っ──!!」

　じたばたと暴れていた重え栖すみさんが、ぴたり、と動くのをやめる。

　体を硬こう直ちよくさせ、──その肩かたが、微かすかに震ふるえる。その振しん動どうが次し第だいに大きくなっていくのが、密着した体にダイレクトに伝わり、

「と言っても、気持ち悪いと思ってるわけじゃないよ。むしろ、その逆」

　僕ぼくも覚かく悟ごを決めて、白状した。

「……逆？」

「うん。本当は、すっごくいいと思ってる」

「いい…………？　………………えっ？　ええええっ!?」

　声を裏返しながら、重え栖すみさんは再び激しく暴あばれようとする。

「う、噓うそ、それこそ噓うそよ！」

「本当だって。気持ち悪いって思ってたら、こんなにくっつけるわけがないでしょ？」

「それは……ううう……」

　途と端たんに抱だき締しめた彼かの女じよの体が熱くなり、柔やわらかさを増した。

　もちもちと触さわり心ここ地ちがよく、ぽかぽかと優やさしい温かさ。このままずっと彼かの女じよを抱だき締しめていたいと強く思ってしまうが、そういうわけにもいかず、渋しぶ々しぶ、少しだけ身を離はなす。

「ねえ、重え栖すみさん」

　正面から彼かの女じよと顔を合わせ、今度は隠かくすことなく歪ゆがんだ頰ほおを晒さらすために。

　だらしなく緩ゆるんだ、恥はずかしいにやけ面を。

「これから先も、今日みたいに全部が嫌いやになる日は来ると思う。でもさ、その時はまた、僕ぼくが代わりに液体窒ちつ素そを被かぶってでも、重え栖すみさんの体を冷やしてあげるよ。辛つらいときには絶対、僕ぼくが傍そばにいるから。だから──」

　お願いだから。

「もう二度と、こんな無茶はしないで」

「──うんっ!!」

　ぼろぼろと大おお粒つぶの涙なみだを流しながら。彼かの女じよは僕ぼくに抱だきつき、何度も何度も頷うなずいてくれる。

　優美な顎あごのラインは丸まり、涙なみだで表情はぼろぼろだったけど。

「約束だからね！　ちゃんと、ずっと傍そばにいてよ！」

　その口元だけは、僕ぼくと同じくしっかり笑っていてくれた。







エピローグ




「ねえ久ひさ田だ君、貴方あなた、私との約束を守る気があるのかしら？」

　沖おき島しまさんの冷たい声が、放課後の化学準備室に響ひびく。

「それはもちろん、あるよ」

「へえ？　じゃあどんな約束をしたか、言ってもらえる？」

「……その、重え栖すみさんの体質改善を、手伝うって」

「あら。ちゃんと覚えていたのね」

　一応は褒ほめる言い方のはずなのに、その声には温かさというものが一いつ切さい含ふくまれていない。そしてそれに負けず劣おとらず目つきも冷たく、

「じゃあどうして、こんなことになっているのかしら？」

　鋭するどく睨にらまれた僕ぼくは、じわりと脂あぶら汗あせを流した。

「えっと、その、どうしてでしょうね？」

　液体窒ちつ素そを浴びてしまったあの日。

　昼休みが終わるぎりぎりに部室にやって来た沖おき島しまさんは、僕ぼくの惨さん状じようを目にしてすぐさま救急車を呼んだ。待っている間にぬるま湯に浸つけるなどの応急処置も施ほどこしてくれ、そのおかげもあってか、僕ぼくは思った以上に軽傷で済んだ。

　飛ひ沫まつが飛んだ箇か所しよは凍とう傷しようになり、かなり痛みはあるが、目立つ痕あとも残らず完治するだろうと診しん断だんされている。

　入院をする必要もなく、それから三日が経過した今。僕ぼくは重え栖すみさんと沖おき島しまさんの三人で、部室で過ごす日常を取とり戻もどしていた。

　……てなわけで。

　せっかくなら、平和に過ごしたいものなんだけど。

「ま、まあまあ、そんなに怒おこらなくてもいいじゃない」

　絞しぼられる僕ぼくを見るに見かねたのか、重え栖すみさんが庇かばうように口を挟はさんでくれるが、

「こんなの私じゃなくても怒おこりたくなるわよ」

　親友に対しても沖おき島しまさんは容よう赦しやせず、珍めずらしくふて腐くされるように唇くちびるを尖とがらす。

　まあ、うん。

　フォローするわけではないけれど、彼かの女じよの怒いかりはもっともなものだ。

「は、ははは……」

　困ったように愛あい想そ笑わらいする重え栖すみさん。

　ほんの数日前は、クラスメイトに囲まれても溶とけないくらいになっていたはずの彼かの女じよは、今ではほぼ常に、軽く溶とけているような状態となっていた。

　通常時に比べ、微び妙みように丸顔に見える程度に。

「かなたは、さ、それでいいの？」

「え？　うん。別に？」

　明らかに状じよう況きようは悪化しているはずで、疲つかれた声で親友に問われるが、たははと重え栖すみさんは気楽に笑う。

　隠かくしようがなく、嬉うれしそうに。

　重え栖すみさんは『常に』溶とけているのではなく、『ほぼ常に』溶とけている。自宅や沖おき島しまさんと二人っきりのとき等は、例外的にしゃきっとしているらしいんだけど、僕ぼくは見たことがない。

　つまりは僕ぼくと一いつ緒しよにいると、彼かの女じよは緩ゆるく、溶とけるようになってしまったのだ。

　彼かの女じよの体質を改善すると約束したはずなのに、その真逆の結果である。沖おき島しまさんが怒おこるのも、無理のないことなんだけど──。

「そうだ！　久ひさ田だくん、今度スライムの作り方教えてよ」

「もちろん。重え栖すみさんにスライム作りの楽しさを、みっちり教えてあげるから！」

　当事者である重え栖すみさんも、僕ぼくも。どちらもそれを悪いことだと思っておらず、全然気にしていない。

　だから、それでいいんだと思う。





終　
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あとがき




　はじめまして。もしくはお久しぶりです。丸まる山やま英ひで人とです。




　いつもはラブコメ！　というよりラブコメ……？　という話を書いていますが、今作は真っ当なラブコメになっているんではないかな、と思います。




　ネタバレしない程度に内容に触ふれると、すぐに溶とけてしまう体質の女の子が、なんやかんやする話となっています。

　いつもの通り、タイトルそのままですね。

　僕ぼくはあとがきを苦手としているタイプなので、あらすじで行数を稼かせげたらいいなと常々考えているのですが、毎回出オチの話ばかり書いているので、何を書いてもネタバレになってしまいそうで、残念ながら未いまだに叶かなっていません。

　この話をまだ実際に書き始める前、妖よう怪かい博士でもある先せん輩ぱい作家の方に、ヒロインの設定について話をしたところ、「溶とけた女の子を真っ二つにして、どちらに意識があるのか～」的な流れになるのか訊きかれたのですが、そのような猟りよう奇き的な展開にはなっておりませんのでご安心ください。

　もしそういう方向性を期待されていた方がいましたら、すみません。

　ちなみに作中の影かげ薄うすエピソードの中で、自動ドアが全然反応してくれなかったというのは僕ぼくの実体験です。新にい潟がたに住んでいた頃ころ、雪が降りしきる冬の日で、どうしたのもかと途と方ほうに暮れたのを覚えています。




　以下、謝辞となります。

　担当の黒くろ崎さき様。またまた時間がかかってしまって申し訳ありません。今後ともよろしくお願いします。

　イラストのＲＥＩ様。素す敵てきなイラストでキャラクターに息を吹ふき込こんでいただきありがとうございます。

　最後にこの本を手にとってくださった貴方あなたへ。最大の感謝を。

　本当にありがとうございます。




　また次の本でお会いできれば幸いです。

　それでは。


丸まる山やま英ひで人と
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丸まる山やま英ひで人と

先日七年ぶりくらいに帰省したんですが、初対面となる実家の飼い猫は全く懐いてくれませんでした。悔しい。
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イラスト／REI

台湾出身のイラストレーター。イチゴ、紅茶と女の子を描くことが好き。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「丸山英人先生」係

「REI先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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彼かの女じょはとても溶とけやすい








丸まる山やま英ひで人と
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